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秋田県教育委員会



序

十和田湖の南玄関 IIである鹿角，11に、東北縦員 1':]助一1Ji.J立の ilil没lil'ulli

が立てられ、現庄工事j並行中であります c

この道路通過地(八Ipffi手・十和田錦木間)にJ:'H)[:主文化財0J)~!~地が 33

力所あることが判明し、秋III県教育委員会は[]本辺路公[，Jlの安iT[を受

け、 U{1f[l54年度から発iXH調査を克砲しております。 11日fl155年度は 19ili 

跡の発 t~li 調資を無事終了し、今回歌内遺跡の発掘調査成果を報告さ?として

刊行することになりました。

本幸li 芹は、今まで不明分野の多かった鹿角地方の歴史解明 lこ役立

つものと考えられ、広く永く活用されることを望むものであります。

htr去にプ色Jf!J¥調査から桜 刊行までに顧問、専門指導員、日本道路

公問、鹿角!日、!日j教育委員会はじめ関係各位から多大の協力を得まし

たことについて、心から感謝の意を表するものであります。

[l{i trJ 57"~ド 3 JJ 

秋田県教育委員会

教育長畠山芳郎



傍リ

し本書は東北縦貫自動車道路線内に位置する昭和55年度発掘調査19遺跡のうち、歌内遺跡(遺

跡番号NO.6)の発掘調査報告書である。

2 .遺跡については機会を見て発表してきたが、本報告書を正式のものとするD

3 .発掘調査遺跡の記載は、岩手県境から付した遺跡番号による。

4 .報告遺跡の発掘調査においては、次の各氏からど助言、ご教示をいただいた。

秋田大学教授 新野直

秋田県鹿角市立十和田中学校長 村一 虫日

秋田県立秋田高等学校教諭 塩谷 JII買耳

秋田県立十和田高等学校教諭 大里勝蔵

秋田県鹿角市大日堂耐宣 安倍良行

5.本書Eの1I地形と地質jは、秋田県立能代北高等学校教諭藤本幸雄氏の執筆である。

6 .古陶磁器類の鑑定は、金沢大学法文学部助教授佐々木達夫氏にお願いした。

7 .土器の産地同定は、奈良教育大学教授三辻利一氏にお願いした。

8.石器の石質鑑定は、秋田県立博物館学芸主事嵯峨二郎氏にお願いした。

9. 04年代測定は、日本アイソトープ協会にお願いした。

10.花粉分析は、パリノ・サーヴ、ェイ株式会社にお館長し 1した。

11.遺構内外の土壌の燐分析は、秋田県農業試験場環境部にお願いした口

12.報告書lζ使用した地図は、建設省国土地理院発行 5万分のし 2万 5千分の l、日本道路

公団作成の l千分の lの地形図である。

13.遺跡、の土層、遺物の色調記載は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩

研究所 色票監修『新版、標準土色帖』を使用した口

14.遺物の実測には、画像工学研究所のスケッチグラフ卓上型を活用した0

15.遺物の細部観察には、ニコン実体顕微鏡SM 2 -10を使用した。

16.本書は下記の調査員、補佐員、補助員が協議して作成した。

I、Eの2 岩見誠夫

歌内遺跡 小玉 準、藤井安正、阿部明人、畠山 圭

遺物の実測、採拓、 トレース、整理には、上記調査員、補佐員、補助員のほかに次の者が

あたった。



福本雅治、阿部玲子、阿部 斎藤一美、柳沢光子

なお、歌内遺跡は昭和54年度と55年疫の二カ年にわたる継続調査遺跡であり、上記以外に

下記の調査員、補佐員、補助員も発掘調査に参加した。

調査員 桜田 降、柴田陽一郎、高橋忠彦、小林 克

補佐員 栗沢光男、関 直、山崎文幸

補助員 岳山義孝、樽沢昌孝、児玉佳孝、小田島幸二、豊田

松岡忠仁、佐藤幸夫、畠LJJ 正人、石木田正幸、児玉悦朗

田中和徳、福島昭彦、北川恵一、児玉 均

17. 遺構法量は次の計測方法による。

く:主紬方向〉

カマドの構築された壁に直角に交わる線の方向

<面積〉

住居跡@土墳は遺構上端の占地面積である。ただし、土墳のうち底部がよ端より広

いフラスコ状となるものは底部の面積である。計測にはプラニメーターを用い、 3回

計測して平均値を算出した口

く壁長〉 <壁 <壁溝幅@深さ> <ピット深さ〉

l J し-J~
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I {ま じ め

1. 発掘調査に至るまで

秋田県の北東部、鹿角rliと鹿角郡小坂町'を通過する東北縦iT自動車道の'建設計画の魁は、昭

和{1O年11}-J公表の鹿角 flie 青森市i旬、年11n公去の盛岡11].住f1'J11 ill¥lの基本計Ill1iである η

訪日可で昭和43年 4 月の鹿角市 e 青森市間約81kmの第 2 次抱一行命台と rt~]461f 6 nの日子県 '.T1f"W

安代町@鹿角市間約37kmの第 5 次施行命令によって、その iillj品予定区域が~~Il られ、こ

て同47年11月27日に、鹿角m十和田錦木。小坂田JI日jの路線発表があって、ょうやくその具体的

な安を県民iこ現わしたのである己

このため、秋出県教育委員会では、文化庁と!こ!本道路公団が交わし 基づき、昭和44

年 8丹、鹿角市十和田地区から鹿角郡小坂町の青森県境まで、!幅 41冊、延長25kmにわたって遺
(，tU) 

跡の分布調査を行い、 67遺跡を確認し、その成果を公表した。昭和48年8月には、鹿角!こ15八11I番

平、尾去沢、花輪地区で、幅 4km、延長20kmの遺跡分布調査と試掘を実施して、 46ケ所の遺跡
(註 2) 

を確認、した。

昭和51年 2月12日になると、昭和48年 8月実施の鹿角市内遺跡分布調査結果をふまえて、 IJ

本道路公団から鹿角市八幡平から同市十和田錦木iζ至る延長約21.1kmの路線の発表があり、測

されるに及んだ。

秋田県教育委員会では、日本道路公団仙台建設局鹿11'J工事事務所の依頼により、昭和52年10

月にこの路線上の遺跡分布調査を行い31遺跡の拝在を確認

され、現在総計33遺跡となっている。

その後、遺跡の処遇や調査方針について日本道路合間仙台建設局とl北回りさ教育委員会の間に

協議が持たれ、最終的に遺跡は記録保存が決定した。昭和51年2月に遺跡の発掘調査依頼があ

り、秋田県教育委員会では昭和54年度八幡平地区 7遺跡の発掘調査を行った。 昭和55年度は追

加委託契約をも含めて八幡平、花輪地区19遺跡の発掘調査が4月から実砲されたのである。

昭和田年に新たに 2遺跡が充

註 1 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書;第20集

1970{~三

註2 秋田県教育委員会『東北縦覧自動車道遺跡分布調査報告書:j]秋田県文化t11調査報告書第24集

1972年

註 3 秋田県教育委員会『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書(八幡平~卜和田311イ()j]秋田県文化

財調査報告書第56集 197851ミ



2. 発掘調査経過

発掘調査は昭和55年 4月15日から12月13日まで行われた口

4月14日鹿角市花輪中央公民館に発掘調査に参加する作業員に菜まってもらい、調査の日的、

発掘の仕方と諸注意、勤務内容、賃金等について説明と連絡を行う。 4月15日歌内遺跡(小玉

班)と、駒林遺跡、(小林班)、小豆沢館遺跡取付道路部分(桜田班)の発掘調査に入る。駒林

遺跡は工事用車道iこ予定されている西側部分から発拐を行う o 4月16日jじの林 i遺跡(宕見斑)、

4月22日飛鳥平遺跡;(橋本班)の発掘調査に入る。

5月 1日駒林遺跡工事用道路部分の発鋸調査完了。 直ちに隣接部分の調査に移行す。

検出されず、遺物は縄文土器片のみ、小立沢館遺跡農道上部の拡幅予定地から縄文時代のフラ

スコ状ピット、竪穴住民跡、平安時代の竪穴f住居跡、中世の摺立柱建物跡などを横出、

く謁査は難行す。 5月29日工事よ1]重機待機の中で小亘沢舘遺跡取付道路部分の発掘調斉を終了

す。一方飛鳥平遺跡、北の林 I遺跡では表土除去もJI国調に進み、数棟の縄文、

居跡、の検出報告がされた。

6月 1日北の林E遺跡、 2日上葛両立遺跡の発掘調査に入る口これは桜田班が並行し

6月 9臼鳥居平遺跡の組掘りを橋本班が飛鳥平遺跡と並行して進める口 6月10日小林班は駒体

遺跡lζ実測班を残し、上器問JV遺跡の発掘調査にとりかかる口 6月16日駒林遺跡の発掘調査終

了、検出遺構は平安時代の竪穴住居跡2様である。歌内遺跡の発掘調査では、縄文時代のフラ

スコ状ピット、平安時代の竪穴住居跡の検出が相次ぐり

7月22日道路公団鹿角工事事務所にて、用地未解決であった発掘調査予定地につし、て協議す。

7月30臼橋本班中の崎遺跡、の刈払いとグリッド設定に入る。

8月2日小林班案内E遺跡の試掘と刈払いに入り、 i可6日誌ケ平 I遺跡、の試掘とメIj払いに移

行す。 8月8日上葛同宣遺跡;の発掘調査終了。検出遺構は縄文前期竪穴住居跡 2棟。 8月18[3 

と今後の発掘調査汗提について協議。 8月21日

了。 北の林E遺跡桜田班調査開始。本年度追加発掘調査契約 6遺跡について文化課から指示あ

り。 22日文化課門間光夫参事、富樫泰時学芸主事来所し、追加契約遺跡、の現地踏査を行い、調

と発掘調査方法について協議す。向日中心崎遺跡発掘調査開始。 8月23日追加契約遺跡先

掘調査につき道路公団鹿角工事事務所と用地等の件について協議す。 8月28日県立博物館主事

庄内昭男氏、補佐員鈴木村〈良、補助員花田孝夫氏発掘調査応援に来所。 8月29臼金沢大学法文

学部助教授佐々木達夫先生発掘調査視察。

9月 6日庄内昭男宅事、鈴木秋良補佐員、花田孝夫補助員帰秋。 9月 9日

蔵文化財ーセンター高橋文夫、四ッ井謙吉氏発掘調査視察。 9月10日

つ
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し指導くに-さる。 9月11日県広報課民政ニュース作

成のため北の林 i遺跡地を取材す凸 9 月 12 日文化謀船木義勝学長主事、熊苔太郎、柴田|場一位I~

文化財主事、佐々木金正補助員、発招調査応援に来所、熊谷調査員すぐ下乳牛遺跡のにへる d

9 n 161:::J 飛鳥平遺跡調査終了。縄文中期と後期の竪穴佳出跡、土境、平安時代の竪穴住日同;ω

逮捕が峰認された。 i斗FJ乳牛、東山地区所在のill加契約遺跡である妻の仲 [[j草刈i(船木瓜)と

案内 i遺跡(柴出班)、それに上葛岡町遺跡の調査を終了した小林班の案内 H遺跡の完掘調子町

が開始されたコ組長i!の段階では遺物の充見は僅少である。調査顧問奈良国立文ftlll研究所ilJi-:J:主

坪)1:清足先生各遺跡の発掘調査状況を視察し指導くださる。 9 月 24 日 2 ヶ年継続調査の~fJ(iJ:J追

跡の発掘終了ウここからは縄文時代の竪穴住居跡やフラスコ状ピット、平安代のこ及ぶ

12棟の仁I~J世の掘立柱建物跡の遺構の検出があった。 9 月 26日青森県立埋政文化n，j

ンタ一所長北山 11壁一郎氏と調査第三課長工藤泰博氏来所し北の件、日遺跡地を視察するご

歌内遺跡;の発掘調査を終了した小玉班、 9月2お6臼西町地区の西出町I立i遺邑跡の禿掘謂T奇?完tに人るヨ司中] 

の崎遺跡では封胡i司、

]叩O月4日束山j地世区の猿ケ半 I遺跡の発掘調査lに乙岩見班が入る O 向日岩手県北上市教育委員

沼山源喜治氏歌内遺跡他を視察する。西町H遺跡は時期j不明の竪穴住居跡 2棟が検出されたの

みで造物の出土は殆んどなし。 10月17日小玉班は西町立遺跡の調査と並行し、丘陵上の西fHJI 

開始する。 10月後半は降雨多く発掘調査難行。北の林 I遺跡、同立遺跡とも遺構

の実測に終始する。 10月25日北の林 I遺跡で縄文時代竪穴住居跡 3棟、平安時代竪穴住居跡22

棟、 J二墳等の検出実制を終え調査終了する。 10月28日明堂長根遺跡の南方で新たに土日市器を11¥

る遺跡を発見、一本杉遺跡(遺跡番号No.33)と命名する。

11月8日船木調査員払田柵跡調査事務所へ帰る。案内 I遺跡、!可 E追跡、接ケ平 i遺跡では

縄文後期の竪穴住居跡、フラスコ状ピットの検出がある。各遺跡、の発掘調資とも守二前中は降霜

の処理に時間をついやす。 11月11日目町 I遺跡発磁調査終了。 出土遺物は縄文土器、

されなかったっけ片 12日西国J11遺跡及び縄文中期の竪穴住居跡 1，悼を検出し

d函U1 る。 11月25Bti吉跡でもあり、縄文中期、平安時代、中世の竪穴住民跡の

検出された 百遺跡の発掘調査終了するの 11月27日道路公団鹿賀1工事事務所と

予定の小坂町地内路諒上の遺跡分布調査について J.. 
L司

竪穴住屈跡の一部が検出され、新発見遺跡と認定される。

とする。

は案内調遺跡(遺跡番号No.34)

12月2日縄文後期の竪穴住居跡、フラスコ状ピットの検出のあった案内 H

了する。 12月 3I=i ，jづく副大学教授新野直吉先生北の林立遺跡他を視察する。熊谷太郎、柴田|場一

郎調査員能代、秋田に帰る。 12月6日議ケ平 I遺跡降雪の中で発掘調査終了する。 12月8日孫

3 



右.:Lr~館遺跡より平安時代の竪穴{主居跡 1 棟検出。 もよう。 12月12lJ小i反fllJ地i吋の

縦貫道路線踏査を実施するも残雪と枯草多く、遺跡の確認は来春の試掘に 孫右エ門館の

発掘調査終了する。 12月13日北の林E遺跡、中の崎遺跡、下乳牛遺駒iめ発掘調子主がすみ、発掘

作業はすべて終了する。

3. 調査の組織と構成

調査主体

調査顧問

秋田県教育委員会

専門指導員

調査担当者

調査補佐員

補助員

事務補助長

調査協力

坪井

芹沢長:介

;J¥林達雄

宇T' 謙作

桑原滋郎

藤沼邦彦

須藤 降

誠夫

船木義勝

熊谷太郎

桜田 隆

柴田陽一一郎

橋本

小林

栗沢光男

一ヶ田俊明

松岡

北J11 

昭彦

米村博美

佐藤順子

圧内

北海道太学助教授

多賀城跡調査研究所研究第一科長

東北歴史資料舘考吉研究科長

東北大学助教授

秋田県教育庁文化課北の林 I.猿ケ平 i遺跡

秋田県教育庁文化課 何lU遺跡

秋田県教育庁文化課 ド乳牛遺跡

北の林耳、上詰l制[ . 

H遺跡;

秋田県教育庁文化課案内 I、孫右衛門館遺跡

秋田県教育庁文化課歌内、西部JI . n 

秋田県教育庁文化課 中の崎遺跡

秋田県教育庁文化課駒林、 IV、案内niき跡

藤井安正 関 直 IlJ 11時

阿部明人 神田公男

児玉悦郎 田中和徳 岳山 3~ 

小田 佐藤 児玉 均

佐々木金正

金沢万理子

秋田県立博物館主事 補佐員鈴木秋良 補助員
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調査協力機関

花m
出向

記長高速道路対策室

東北縦貫自動車道対策事務所、位向市建設8iji主!没

4. 調査の方法

(1) 発掘尽の

一ー東北縦白白 路線内の遺跡地に 5~mx5mのグリッドを設定して充加をu

歴史時代の遺跡は方位に合わせ、他は '-j本道路公i叶の設泣した{で

とし、路授の進行方向lこ沿わせる己

うグ J).ソド

(2) 測量と実視IJ

地形や遺構状況に応じて、造り方測量、平板測量、航空写真測量の方法をとる。遺構の実測

の縮尺は 1/20、遺構配置図は11200、竪穴住居跡のカマド、石囲炉などの平面図、断面図、土層

断面l苅は1/10を原則とするが、必要に応じて任意の縮尺も活用する。

(3) 遺構発掘と遺物のとりあげ

遺構の発掘は 4分割法を原具IJとし、平面、断面、 レベjレ、遺物の実測は県統一のセク

ショントレスタ に記入し、プ1<糸高は標高を記入する。

遺物の取りあげは、 1点 1袋、]括 l袋とし、遺跡名、グリッド名、造物の謹類、層位、出

土年月日の記入された遺物カードを同封する。

遺構・造物記号は、平城京発掘調査で実施しているものを参考に定めたものを使用する。

に
は



構 il記号記号 遺 j遺 構 記号 遺構・遺物 記号 造 物

SA 捕手IJ .柱列 11 S K 土 壌 SX(F) 焼土遺構 RQ 石 製 口仁fJI 

S B 建 物 跡 フラスコ状ピット SX(R) 捨 場 RT 貝 製 口cl口

(集知スz石川iトト:-也立寸叫f石川一ク組1ルL立 j S C 股日 SK(I) 竪穴状遺構 SX(s) RU 人 」悶玉L

S D 溝・堀・濠 SK(p) ピ 、フ ト SX(u) 土器埋設遺構 RV 紙・布製品

S E 井 戸 跡 11 SK(s) 墓 RC Aヲiミs イヒ 物 RW 木・竹製品

S F 築地 s 土累 SK(T) トラップピット RM 金属製品 RY てヲ の 他

S G 苑 j也 S L j可 JlI ! RN 自然遺物

S H 広 場 SM 道路@播 a 階段 RO 骨角製品

S I 住 }吉 跡 S X 戸司」 の 地 R P 土 製 ロ口ロ

(4) 写真撮影

実測と同様記録保存の要である写真撮影には、 351弘判小型カメラ 2台(ニコン FE) と6X

9判の大型カメラ(ホースマンプレス)ゼンザブロニカ ET R S 6 X 4.5判とポラロイドカメラ

を使用する。

35弘判カメラは、モノクロとカラーリバーサノレ用に使い分け、大判カメラは特に重要な遺構

遺物の検出記録iζ、フィルムパックを交換し、モノクロ、カラーの撮影をする。撮影は遺構、

出土遺物とも l方向三枚撮影を原則jとする。また、ポラロイドカメラを日誌や遺構の検討、打

合会に活用する。

(5) 遺物整理と実視IJ

rD 出土遺物は遺物台l援に記入し、写真や実測|濁とのスムーズな活用をはかる。

主) 土器の内面実測が必要と思われるものは、 4分割方法をとり、左ーをに外面、右去に内面

および断面を記載する。実測図lζは輪積痕、巻上げ痕、文様、調整痕を主として記載する。

③ 大破片の実測は、土器の中心線を算出し 180度回転して作図する。

@ 破片の拓本は、土器の外商を左lζ置き、中央に断面、右に内面図を表す方法をとる。

@ 石器の実測は、原則として第三投影図法をとる。

円。



11 遺跡の立地と環境

1. 地形と地質

(1) 地形 e 地質の概要

本地域の地形は大きく見て東西のLLI地、金地内の段丘地形、沖積低地の三つに区分される守

これらについて、秋田県(1973 )、内藤(1970 )および、日本道路公団の東北自動車道土性縦

断図表(日本道路公団仙台建設局:1978年)等を参考iこして地形地質の概要をまとめると次

のようになるD

地形は、東1nUが 800-1.100mの標高で、満壮年期のけわしい地形を示し、特iζ皮投岳(1，122.

4 m)、五の宮議(l，l15.0m)などを中心とした起伏量の大きい山塊が南部に連なり、米代川

は八幡平より上流では先行谷を形成して東西に流れている。地質は主として新第三紀中新世の

火山砕屑岩類からなるが、それらを貫ぬいて石英安山岩や安山岩も分布している。また、福士

J 11上流、谷内付近および湯瀬南方には粘板岩を主とする古生層の露出も知られている。これら

の東側山地の山列はほぼ南北lζ連なっているが、北北東方向にのびる斜面や水系もみられる。

これは新第三紀層の走向応大略一致するほか、貫入岩類や断層系の方向ともほぼ一致している。

一方、西側山地は 400，.._600 mの標高で、山容も東側山地ほどのけわしさも見られない口地

質は東側山地と同様に新第三紀中新世の火山砕屑岩を主とするが、大葛層、大滝層などでは砂

泥岩などの砕屑岩が広く発達している口これらの走向は南北方向のものが多い口

花輪貧地南部の段丘面は、花輪高位段丘、花輪中位段丘(内藤、 1970)、鳥越段丘(秋田県、

1973)、松舘段丘、大型段丘の 5段lζ区分できる白このうち、鳥越段丘は秋田県 (1973)では

鳥越段丘と関上段丘に区分されたものであるが、後者は前者の河成二次堆積極であり、構成層

の時代的な差異も区分を必要とするほど大きいとはみられないことから一括して使用する。ま

た、松館、大里の各段丘は、内藤(1970 )の花輪低位段丘群とされたものである。なお、本報

1 (秋田県教育委員会、 1981)において、中位段丘と関上面、鳥越面を一括して 180---

250 m面としたが、試錐資料および露頭の観察結果などから中位段丘構成層が花輪以南でやや

広く分布することが明らかになったのでこれを区別することにする。次にそれぞれについて簡

単に記載する。

議 以下、高位段丘、中位段丘と略称する。
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図 1 山地斜面

白 2 副支lI'.

図 3 柑段丘

白 4 鳥山

富 5 松館段Li

凹 6 大問王
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第 l図段丘地形図

高位段丘:福士)11、浦正、内)11、歌内川i等が盆地l乙注ぐ山地の末端部からなだらかな斜面で扇状

地状に広く分布する。かなり開析されているものの明らかに平坦面を残している。標高は 1/2.5

万地形図から、浦志内川左岸の扇頂部で 350m、葛岡北東の末端部で 240mであり、平均こう

配は 7.2%(4.l
0

) となる。また、歌内)11流域でも 320mから 250mまでの高度差をもっ。

方、福士川左岸では 350mから 250mまでであるが、右岸で、は花輪スキー場北東の 300mから

-8-



女森西方の 200mまでと明らかに低い。また、平均こう配も福士川以北では 4.496 (2.50
) と小

さくなる。

構成層は径数crnから50cm前後までの亜角擦が雑然と混入した不淘汰磯層であり、地表面に近

い部分は数mにわたって風化が進み、磯はくさってマトリックスと大して変わらなし可かたさに

なることが多l)o 段丘面の分布範囲のほかに、葛関西方では鳥越軽石質火山灰層(内藤:1970) 

の下に見られたりする。全体的に扇状地堆積物としての層相をよく残している己また、上部は

数mが赤掲色の粘土質土になっており、中l乙未風化の亜角磯もしばしばみられる。最上部には

粘土質になった火山灰層もみられる D

ところで内藤(1970 )は、上田 (1965)の産土神断層をさかいにしてそれ以北の高位面が240

皿前後、以南が290m前後と異なること、さらに中位段丘の分布範囲が以南に限られること等

から断層以南は以北に対して50m程度降起したことを指摘した。かりに断層以北の河床が安定

しているとすれば、前述した福士)11をさかいにした(産土神断層およびその延長にほぼ一致す

る)高位志の平均こう配のちがいは、断層以南のブロックの西lζ傾勤した隆起運動を示唆する

ものかも知れない。

中位段丘:浦志内川下流で標高 230mから 180m、歌内川下流で 270mから 220m にかけて分

布し、末端部は鳥越軽石質火山灰層の火砕流堆覆物におおわれるが明瞭に扇状地状の地形面を

残している。平均こう配は柏木森の西方で 6.0% (3.5つである。

構成層は黄褐色のシノレトないし砂のマトリックス中lζ数cmから30crn以上の角磯ないし亜角擦

が雑然と混入する磯層で、全体的に塊状であるが末端部では厚さ数crnの連続性のわるいシノレト

ないし砂の薄扇を含むこともある口葛岡南方ではN値が70以上の高位段丘磯層の土lζ、最大 6

mの厚さの泥炭質粘土層が発達する。この付近は浦志内川の扇状地地形と、歌内川の扇状地に

はさまれた湖沼的な堆積環境にあったものであろう。なお、この粘土層の上位に 5--6mのj享

さで重なる中位段丘構成層は、すでにのべたように不良淘汰の亜角磯からなる傑層であるが、

全体的にマトリックスは灰緑色を呈する。同様の色調の構成層は花輪東方の鳥越軽石質火山灰

層の下位にもみられる。

鳥越段丘:鳥越軽石質火山灰層の堆積面で、あり、標高は福士川の右岸で 170m、左岸から浦志

内川にかけて 180--190 m、歌内)11下流で 190--200mとなるa火砕流台地としての形態を示

しており段丘面は平坦で、段丘崖は急、崖となることが多い。

松館段丘:米代川左岸に沿い、尾去から松館、荒町にかけて広く分布し、標高は 160，...，_， 170 m 

で夜明島J11、黒沢川等による扇状地の開析された段丘とみられる。構成層は未確認である。

大里段丘:米代川右岸沿いに大里付近まで分布する面で、標高は 150-155mと低平であり、

構成層も上部はくずれやすい河床性の磯層を主とし、田沼質の砂磯層が重なっている。葛岡西

方の段丘崖の下部から中部にかけて、国結度のよい成層した円磨磯を含む砂磯、粘土層が見ら
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2.安山岩片

3. 軽 石

邑
4. 火山灰

四 日 四 1:〆ト f=，ノ、可(1 5.粘 土

2 3 尋 5 6.粘土質

囚 箇 園
7 .中位段丘喋層

8. 高位段丘喫層
8 

第 2図露頭柱状図

第 1表霊鉱物組成

重鉱物
鉄鉱物角i苅石単斜輝石斜方輝石 IOpx/Cpx サン Cpx/Ho 測定個数

フ")レNo. Fe. Ho Cpx Opx 

H-1A 38.8 9.4 13.9 37.9 2.7 1.5 317 

H-1B 52.6 6.2 17.5 23.7 1.4 2.8 325 

7 - A 53 5 12 30 2.5 2.4 322 

7 - B 70 4 9 17 1.9 2.3 288 

7 - 1 51 5 19 25 1.3 3.8 443 

申ケ野軽石質火山灰層は角閃石が少なく、 Cpx/Hoは2.6( 8佃平均)に対し、鳥越軽石費火山灰
膚は1.4(20偲平均)
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れるが、これは上部の堆積物と一括するには問題があり、段丘基盤の更新統の一部である可能

性がつよい。

ところで、この地域の第四紀地質と地形を特徴づけるものに花輪断層と十和田火山起源の火

山砕屑物層があげられる口

花輪断層はほぼ直線的に米代J11沿いに北上しており、東西における山地の起伏量、山容のち

がい、段丘の非対称的分布等は、東側山地を含む断層の東部地塊が第四紀を通じて上昇傾向が

より強かったことを物語っており、注目lζ値する。一方火山砕屑物層については内藤(1966、

1970 )、中J1I ..他(1972 )等によりくわしく知られており、古い方から高市軽石質火山灰層

( 25，850土1360人鳥越軽石質火山灰層(12.000土250入申ケ野軽石質火山灰層(8，600 

士250)，大湯軽石質火山諜層(3，680土130)，毛馬内軽石質火山灰層(1，280士90)に区分さ

れている口このうち大湯軽石質火山醸層と毛馬内軽石費火山灰層については同一火山活動lζ と

業
もなう降下堆積物、火砕流堆積物であることが知られている口 (大地、 1974:藤本、 1980 )。

議 すなわち、中川、ほかにより大場浮石のC14年代とされたものは同層の下位の炭質物についての植

であり、同層の降下時期よりも古い年代値を与えているものであろう。

(2) 発掘地点の地質

歌内川右岸の中位段丘面上に位置するD 上部iζ40cmの厚さでオレンジ色の軽石を多く含む火

山灰層が見られる(第 2図)。乙れは 0.5--2.0 cmの安山岩の角擦を含んでおり、間質の火山灰は

本遺跡東方300mの高位段丘で、も風化した磯層の上iζ55cmの厚さで見られる(第 2図H 1)ζ 

とから降下火山灰である。また、乙の高位段丘上の火山灰と北方の鳥居平遺跡付近の間質の火

山灰とはともに類似した重鉱物組成を示し、申ケ野軽石質火山灰層の特徴lこ一致している(第

l表)。

一方中位段丘構成層は歌内川の河床より火山灰の直下まで約20cmの厚さにわたりほぼ一様な

層栢を示し、安山岩の鹿角擦を小礁から在礁にいたるまで雑多に含んでいる。

参考文献

内藤博夫「秋田県米代川流域の第四紀火山砕屑岩と段丘地形J r地理学評輪』 第四巻第 7号

1966年

内藤博夫「秋田県花輪盆地および大館盆地の地形発達史J r地理学評論』 第43巻第10号

1970年

中川久夫・他「十和田火山発達史概要J r東北大地質古生物研邦報J 第73号 1972年

大地昭二「十和田火山は生きているJ r国土と教育J 第26号 1972年

秋田県 『秋田県総合地質図幅、花輪j 1973年

藤本幸雄「十和田火山起源の火山灰層の重鉱物組成(その 1)大館、花輪金地における火山灰層J

『大館工業高校研究紀要j 1980年

上田良一「秋田県北部の第三系の層位と造構造運動についてJ r秋田大地下資源開発研究所報告J

第32号 1965年



2. 環境と周辺の遺跡

東北縦覧自動車道の通過する鹿角は、秋田県の北東隅に位置する。ここは米代川の最上流部

にあたり、奥羽山脈中に形成された壮年期の山々と断層盆地からなる。年間の平均気温は花輪

の観測によると 9.80C、冬期の最低気温はー220CIこも達したことがあり、年間を通じて風向は
(註1)

酉にかたむき、風速は小さし積雪もあまり多くない昼夜の温度較差の大きい内陸的気候を示

す土地である。

盆地の東iこは五の宮議Cl，1l5m)、皮投岳(1，122m)、中岳(1，024 m)などの急峻な地形の

壮年期の山が連なり、花輪盆地東の出口、湯瀬渓谷から流れくる米代J11の本流は、八幡平地区

で熊沢JlI、夜明島川、歌内川、浦志内J11を合流させて盆地の西部を北流し、花輪柴平地区では

撞士]11、乳牛)11、間瀬川、草木)11、北西の十和田地区iζて西流する大詰JlI、小坂JIIを入れて大

館盆地へ流れ去る。
(註2) 

乙の水系や盆地周辺には花輪高位段丘、鳥越段丘などと呼ばれる数段の段丘の発達が見られ、
(註 3) 

段丘上には大湯環状列石をはじめとし、 450ケ所以上に及ぶ縄文時代から中世にかけての遺跡

が確認されている。

東北縦貫自動車道の通過が予定され、今年度目遺跡の発掘調査の行われた八幡平地区の小豆

沢、大里、玉内(宮麓地区)、花輪地区東の新興住宅地東山と乳牛、東町の柴平の地域iζは花

輪高位段丘、中位段丘、鳥越段丘、大里段丘と呼ばれる標高 150，.._， 270 m にかけて 4段の段丘

屈が確認されており、ここに存在する遺跡は「秋田県遺跡地名表Jと「鹿角市遺跡地図jに記

載のあるように、 54ケ所以上の多きにわたる。旧石器時代の遺跡の発見はなく、縄文時代から

中世にかけての複合遺跡が殆んどである。米代川対岸の松館、尾去地区iζ も松館面と呼ばれる

標高 160，.....， 170mの段丘面が関析されており、乙乙も遺跡が多い。

縄文時代の遺跡は、今年度発掘調査の行われた上葛向IV遺跡の早期末のものからはじまり、

前期は円筒土器を出土する遺跡が多い口それらの中の 1つ、清水向遺跡は昭和29年に発掘調査
(註4)

が行われ、秋田県で最初に 2棟の竪穴住居跡が報告されている。中期になると、円筒土器とと

もに大本式土器を出土する遺跡が多くなる。飛鳥平遺跡、北の林 I遺跡などでは、円形で石組
(註 5). 

炉を持つ中期末大木10式の竪穴住居跡が報告されている。後期は十腰内式土器を出土する飛鳥
(註6) 

平遺跡、案内 I遺跡があり、晩期の遺跡は、前半期の配石を伴う玉内遺跡と東在家遺跡が著名

である。

弥生時代の遺跡は少量の撚糸文土器を出土する上葛岡盟遺跡、天王山式土器を出土する猿ケ

1遺跡がある。立地は高位の段丘上で遺構は確認されておらず、稲作農耕の可能性は低い。
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番号i遺跡名(所在地)

1 I用野自(用野目)
2 I餅野IV(餅野)
3 西町II(西町)
4 1西町1(西町)
5 I下乳牛(下乳牛)
6 I乳牛平(乳牛平)
7 1妻の神田(妻の神)
8 1妻の神II(妻の神)
9 I妻の神1(妻の神)
10 I 猿ケ平II(猿ケ平)

111大曲 (大出)
12 I猿ケ平1(猿ケ平)

13 1案内Il(案内)

141案内IlI(案内)
15 I案内 1(案内)
16 I孫右ケ門舘(孫右ケ門館)
17 I東山A(東山)
18 1東山B(東山)
19 1赤坂B(赤坂)
20 1耐反A(赤坂)
21 I日向屋敷II( 
22 I中の崎(中の崎)
23 I柏木森(柏木森)
24 I明堂長根(明堂長根)

25 1一本杉(一本杉)
26 I上葛岡IV
27 I下平 Cf平)
28 I六角平 (六角平)
29 1三光塚2号(東在家)
30 I三光塚l号(東在家)
31 I東在家(東在家)

32 I尾去 (尾去)
33 I清水向 (清水向)
34 I駒林 (駒林)
35 1下館 (下館)
36 I尾去A-D(尾去)
37 I上葛岡田(上葛問)
38 1上葛岡 1(上葛岡)
39 I北の林1(北の林)
40 I北の林立(北の林)
41 I飛鳥平(飛鳥平)

42 I鳥居平
43 1歌内 (歌内)
44 1上富岡II(上葛岡)
45 1石鳥谷(竹鼻)
46 I後日田II(後日田)

47 1岩出 (岩淵)
48 I大里館(大里、掘合)
49 1大里 (大里)
50 I下鷲の巣(下鷲の巣)
51 I IJ、豆沢館(小豆沢)

52 I下モ和志賀(下モ和志賀)
53 I田中館
54 1堂の上

第 2表周辺遺跡一覧

時代・時期

平安
平安
縄文

縄文、弥生
縄文、平安
縄文、平安、中世

縄文、平安、中世
縄文、平安
縄文、平安

縄文(早期~晩期)

縄文、平安

縄文(中期~晩期j)
弥生
縄文
縄文、
縄文、

縄文、平安
縄文、弥生

弥生
縄文、続縄文
縄文
縄文
縄文、平安
縄文、平安
縄文
縄文、平安

弥生
縄文

平安
平安
縄文(日制fJ)
縄文
縄文

縄文
中世

縄文、平安
縄文
縄文
縄文、平安
縄文、平安
縄文、平安
縄文
縄文、平安

縄文
縄文
縄文
中世

縄文
縄文

縄文、中世

中世

縄文

須恵器
土師器
縄文土器

遺

縄文土器、弥生土器

跡 i宣 物

平安竪穴住居跡、フラスコ状ピット、縄文土器、土師器、須恵器
縄文土器
平安竪穴住居跡、土墳墓、堀立柱建物跡、フラスコ状ピット、縄文土器、土帥器
縄文竪穴住居跡、平安竪穴住居跡
平安竪穴住居跡、土師器、縄文土器、フラスコ状ピット
縄文土器(早期、円筒下層b、大木9、10式、十腰内、大i[日)、縄文竪穴住居跡

縄文土器、土師器
縄文土器(大木8日式、十l鹿内 i式、大j同B、BC、Cj式)

縄文土器(前期、制j)、竪穴住居跡、土壌、百四遺構
縄文土器(前期、後期)、土師器、須恵器、縄文~穴住居跡、平安竪穴住居跡
縄文土器(十腰内 i
縄文土器、土gljí器、平安竪穴1主駐留~、屋外炉
縄文土器(晩期)、弥生土器
弥生土器
縄文土器、続縄文土器
縄文土器
縄文土器
縄文土器(後期、晩期)、平安竪穴住居跡、土師器、沼恵器、掘立柱建物跡
縄文土器(早期、後期、晩期)、土師器、土墳、フラスコ:1犬ピット
縄文土器(後期、晩期)、土壌、フラスコ状ヒヘ:ノト、溝:Ik遺構
縄文土器、土師器、須恵器、縄文竪穴住居跡、平安竪穴住居跡、J日立柱建物跡

弥生土器
縄文土器(大湯式)

硝子玉
玉類、勾玉
縄文土器(大j同BC、C1式)、土偶
縄文土器
縄文土器{円筒下層 c、d式、大木b式、円詰上層丘、 d式)、竪穴住居跡
縄文土器、住居跡

縄文土器、土師器
縄文土器
縄文竪穴住居跡、縄文土器

縄文竪穴住居跡、土壌、縄文土器(大木10式)，if安竪穴住居跡、tlili立柱建物跡、
縄文竪穴住居跡、縄文土器(-1腰内 I式)、平安竪穴住岩跡、土師器
縄文土器、縄文竪穴住居跡
縄文竪穴住居跡、土墳、縄文土器(大木8式、後期)、平安竪穴住居跡、土師器

縄文(円筒上層a、b層)
縄文土器
縄文土器

縄文土器(大木9式)
縄文(中期、後期)
縄文土器
土器
土器
縄文土器
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奈良平安期の遺跡としては、県内で墳丘の銭っている唯一の古墳、尾去地区の千三光塚古墳と

東北縦覧道路線上の遺跡、歌内、北の林 I、同 H、上葛岡町、案内耳遺跡など、数 H索の

住居跡の検出されている平安期後半の集落跡がある。

環状列石と終末期古墳群のほかに、鹿角の特色ある遺跡を求めるとすれば、中 [IJのftu跡があ
(註8) 

げられよう。 42館、もしくは48館と称される城館がせまい盆地周辺に群在する。

鎌倉時代後期に関東から移住した成田、安保、秋元、奈良の 4氏に始まるとされるこの中Ut

の城舘は、大里館、玉内館、尾去館、古館、乳牛館などの地名で村落に残る。就中、 kLl1ftUは

鎌倉時代以来安保一族の惣領の本拠で、史料の初見は南北朝にさかのぼる。すなわち、迎式 3

年(1336年)と 4年(1337年)に陸奥国北朝党のため攻撃された記録(南部文書)がそれであ

る。大里館以外の館は、戦国期における南部氏と安東氏の確執の記録に散見するが、創建期な

ど不明部分が多い。これらの舘は平地iζ臨む舌状台地を空堀で分断し、主郭を中心lこ数個の郭

を配しており、館上揺の平場は、縄文、弥生、奈良、平安時代の人々の居住地でもあって、各

時代各種の遺構遺物が出土する。

註 l 秋田県教育研究所『秋田県地誌』 研究助'.104 1969年

註 2 藤本幸雄氏の 1 r地形と地質jによる。

註 3 秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図J 1977年

鹿角市教育委員会『埋蔵文化財の保護と開発lζ関する説明会資料J 1979年

註 4 大和久震平・奈良修平『秋田県史考古編J 1960年

奈良修平ー豊島 昂『秋田県の考古学J 1967年

岩見誠夫『半田先生と秋田県の考古学J 1981年

註 5 秋田県教育委員会『埋蔵文化財発掘調査報告会発表要旨J 1981年

註 6 阿部義平「配石墓の成立J r考古学雑誌54-1 J 1965年

註 7 註 4iζ向じ

註 8 沼舘愛三著・盛田 稔編「津軽諸城の研究J (草稿)青森県文化財保護協会 1977年

塩谷JI聞耳「鹿角の館Jr秋田県立博物館研究報告』第 3号 1978年
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歌 内

遺跡番号

所在地

調査期間

発掘調査予定面積

発掘調査面積

遺 跡

No. 6 

鹿角市八幡平字歌内48番地他

昭和54年 9月5日-12月18日

昭和55年4月15日-9月25日

12，423 rrf 

10，100 rrf 



1. 遺跡の概観

歌内遺跡は、秋田県鹿角市八幡平字歌内48番地{由に所在し、国鉄花輪線陸中大里駅より東南

1 krn、北緯400 09f 05 fI 、東経 1400 48' 40"、標高 215m~ 225 mを測る地点、l乙存在する。

遺跡地は、奥羽山脈の一角をなす標高 804mの北林の山麓より、米代川の流れる花輪金地iζ

向って茜へ緩やかに傾斜しながら扇状に張り出す、標高 180m~ 280 mの台地である。この台

地を横断する形の南北 250m、東西50mの範囲が謁査対象範囲である。台地南側は切り立った

急斜面となり、その20m下を北林と標高 1，115mの五ノ宮識との間に源を発する歌内J11が、米

代川へ向って蛇行しながら西流する。遺跡地北側にも小J11が流れており、大里集落内で歌内川

と合流している。

遺跡付近は葉タバコ、リンゴ等が栽tきされた畑地であった。

調査の方法

東北縦貫自動車道建設予定地内の道路中心杭ST A91十60とSTA92十00を結ぶ直線一及び、そ

の延長線を基準とし、これに直交するラインを設け、 5mX:5mのグザッドを設定した口グリ

ッドの呼称は、南北軸には南よりアラビア数字で 1'""'-'47まで、東西事自には東よりアjレファベッ

トでA--Kまでとし、両者を組み，合わせて、グリッド南東隅の交点をそのグリッドの名称とし

例えば 5 Cグリッドと呼ぶことにした。

遺構には確認11慣に通し番号を付け、掘り上げ次第願次、簡易遺り方を用いて通常 1/20、必要

に応じて1/10の縮尺で実測を行った。一部平板実測も採用した。

3. 調査の経過

歌内遺跡は昭和54• 55年の 2カ年にわたり調査が行われた。 54年 9月5日、葉タバコの茎、

根の抜き限り作業から調査を開始し、同時に、遺跡中央部を通る林道の南側にグリッドの設定

を行った。翌日からグリッド設定作業と並行して、表土除去を開始し、すぐに住居跡を確認し

た。 9月 18日には、 55年度調査予定地である林道北側に遺構の有無と、土層堆積状態の確認

のため、!幅 1m、長さ 30~60mのトレンチ 4 本を設定した。林道南側で漸次確認された遺構を

精査しつつ、遺跡地南側へ表土除去作業を進行させたが、南西部の堆積土が摩く、作業が思う

ように進捗しないため、 10月29自、パックホ一、キャタトラ、ベルトコンベアーを導入し、排

土を林道付近lζ堆積させる。 11月中旬になると遺跡内に霜柱が立つようになり、遺構精査は国

-21-



となる。表土除去作業終了時点において、林道南側の西半1，500 n1lこ住居跡11、溝?を確認

したが、これらを55年度調査分に含め、遺構保護のため、 10cmほどの淳さで埋め戻しを行った。

11月下旬になると、雪がi寄り始め作業は困難を極め、 12月18日までに竪穴住居跡21、土壊23、

溝上その他の遺構4の精査を行い、 54年度の調査を終了した。

、4月15日に機材運搬と共に調査を開始した。望日林道北側にグリッドを設定し、

前年度の埋め戻し区域と並行して表土を除去する。 5月28日には重機を導入して、 54年度lこ堆

積しておいた排土の、林道北側への移動を開始した。調査の進向lこ伴なって林道北側にも竪穴

住居跡、掘立柱建物跡、溝、土墳等の遺構が相次いで検出され、これら しつつ、

54年度埋め戻し区域の調査を並行させた。さらに、林道北側から南側へ排土を移動させた上で、

竪穴住居跡等の遺構を検出し、すべて したのは 9月25日であった。

4. 遺跡の層位

遺跡周辺は、東から西へ向って低くなる斜面を利用した畑地ぞあり、県上が)話く堆詰して段

段畑となる笛所がある。調査区域内にもこうした段差が存在し、地山から地表まをの堆積士が

1mを越える場合がある。

i麗:黒福色土C10YR 

く堆積している。

E層:黒色土(10YR2/1)。白色浮石粒を含む。主として調査区西半部lこ堆積し、東側には

りである。

)。耕作土で植物根を含むc 概し iζ薄く、西側に!手

存在しない。

蛮層:黄福色(10YR5/6)。地ilJを構成する火山砕屑物で=ある。地山市は一様に起伏の少な

し1緩斜面であるが、発指j区西部lζは若干の段差が生じている。

この他、極めて限られた地点に大場浮石層が堆積する口遺構確認屈は、縄文、平安、中世を

通じて、困層上田あるいは立 0 0 

円
/
ω





5. 遺構と遺物

( 1 J 検出遺構と遺構内出土遺物

(1 ) 住居跡

第 H健 S I 001H穴住居跡観察表

t甫 図 6 。
図 版 2、3、4 ⑧ 
形 態 方~

主他方向 N-O・-w

面積 30.0 n{ 

法 東型E 西宮E 南壁 :lt 壁

壁長 595 c・270ω 490畑 500 c皿

壁高 41-56c圃 ー- c圃 o -32c圃 。-50cm ぐd
畳 墜構幅 13-17c田 ーーーー C田 8 -22c皿 8-15c皿 7 

建司R深 6 -IOc皿 ーーーーC田 5 c由 5cm 

穫 認 池山商でliIaされた。 、、J色Q 

床箇より垂直iζ立ち上がる。 。
壁 林道 。。

壁 却時
深さ IC多少の~はあるが幅は尚一的であ

り、西側の一郎を除き、ほぽ一巡する。 。
61必でき f.i.かった。

亡b 。ヒ・ ツ ト

口 0 s ，・~O西側IC傾斜しており、さほど堅くはない。

カマド北床屈に 110x45慣の長大な石が
床 面 あるが、乙れは地山から突き出た自然石

c!b
O θ で住居使用中にも同じ状態にあったもの

であろう。

雨量里の中央よりやや東寄り IC.築されて 00 CJ 口
カマ

いる。銭存状態は懇〈 袖郎は麟崎直してい。口 00
fニ。

~õQ口
I:fl刑務、須:i!iR告、ほ石3、鉄鍬 1、 トチ

遺 物 の実 ceo 
ロ

焼失家屋であり、多くの炭化材が検出さ 。
れた.東聖堂では幅24-26岨前後の仮が壁

鍵 J雪 調ーから直立し、豊置に貼り付いて並列する。

くもノ床面では.:1::1ζ北側Ic!iUが多く見られ、

郎分的にせよ、仮数の可能性がある。
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第 7図 S 1 001竪穴住居跡炭化材出土状態実測図

LJ 



B
 li

t
-

i 

ァ
l
t
B
 

T
i凶

A-寸 トーA'

o
l
i
-
-

I
 

nu --よ

土 色 綴 考

1 I AI~ 偽色( 10 YR %) I粘紬

21榔褐色(1.5 YR %) I粘性強、蹴色土混入

31累視色(10 YR Yz) I制強、焼士混入

41培褐色(1.5 YR.% ) I粘性強、焼土混入

51暗縞色 (5YR%) Ifl占性強

6|暗渇色(1.5 YR % )粘性強

71黒 色(1.5 YR I巧) I粘性強、炭化物、灰iit入

8 I渇 色(1.5 Y~ ys )粘性強、焼土混入

第 8図 S 1 001竪穴住居跡カマド実測図
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第 9図 S 1 001竪穴住居跡出土遺物実測図(1 ) 
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第10図 S 1 001竪穴住居跡出土遺物実測図(2 ) 
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第 4表 S 1 001出土遺物観察表(1)

沼り!斗 l 前十)閃 2

cm 11.9 cm 

Cf!l 

cm 

仁 1 --3 mmの砂粒iE，人

i克

巴

行文 形 ロケロ

!斗 rm rUl I/j illl 1111 I '-j 

:J1JI部にX状の安IJ文がある。

備考

J市民番号 AHa

一壷

図
一
器

hm
一鯨

第 9関 5

須恵器翠

沼101苅6

15.8、

I}:j 

皆
同

子
作
仕
刊
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第 5表 SI 001出土遺物観察表(2)

拝I図 第10図 7 第10図 8

器 干重 須恵:器護

j去 口径: cm cm 

底径 (12..6 )cm (9)cm 

与台旦ol" 主p可主「 cm cm 

土 細含かむいが 1mm紅の砂粒を {故 来日i

焼 成 良 立子 良 立子

色 言同 灰~暗灰色 内外とも暗背灰色

成 庁5 ロクロ

外 直l 内 直1 外 面 内 市1

調 口走[~(

目同

二京百文三 底 ヘラナデ ヘラナデ

{賄

持 図 番 号 第11図 9 第11図10 第11図11

器 種 石ま 石 砥 石 石丘 石

法 長さ 9.6cm 7.3cm 10.0cm 

IIJ討 3.8cm 3.0clTl 6.4cm 

主E主ヨ主 厚 さ 2.4cm 2.6c01 ~). 2C111 

重 130 g 96 g 235 g 

石 玄武 流紋 凝灰

保j 〆1J2fe 砥面 4 砥面 4 砥面 3

持 図 番号 第11図12

器 経 主失 ~bt 

法 長さ 11.0cm 

l)l話 0.8cm 

さ O.6cm 

イ席 考
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第 6~慢 SI 002竪穴住居跡観察褒

挿 図 12 。
図 版 5 ⑧ 
形 態 方形

主紬方向 t¥ -16.5・-E

面積 17.9 of 

法 東壁 西壁 南壁 北壁

竪 長 382 CID 410 CII 386叩 508咽

壁 高 47-50c圃 2 -5 CID 10-44clII 38-46C11 ノゐ
量 壁膚幅 --CDI 一一一cmー一一一-cm 一一一一 cm 

7 

壁満深 ーー一一ーcmー一一 cm ー-一 cmー一一一 cm 

確 認 地山面で稽認された。 ~g 
ほi正、1陸自に立ち上がる。東壁が厳も高 。

帥・~ く、凶ほど漸次低くた正り、西壁は見られ 林 道 。。
なL、。

壁 構
一P J (31) P 2 (J 1) P 3 (33) P 4 ( 7 ) D 

P 5 (22) P 6 (15) P 7 (22) P 8 (36) ζb 
ピッ ト P 9 (21) P JO( 9 ) P J 1 (25) (単位岨)

。
P 3・P7.PIJは乙の住居の住穴では 。O. なかろうか。 ロl孟はP地山をそのまま床面としている、全 51・・2

床面
体iζ平担ながらも西』ζ向ってわずかに低 θ くた正る.

倹幽されないが、南西コーナー付近iζ燐 口土の分布が見られる。
カマド

土師器、砥石2

遺 物 c&o 
ロ

SX 007と重直するが、本住居の方が斬
。

備 考
しも、.

~ 
-35ー
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i言 土 色 備 考 庖| :士 色 備 草子J 

1 I言偏色 (10YR勾) f占↑生弱.表土 6 長泌色{川氏 5A) i子七

2 塁1 色 (10YR:v， ) 粘f生 ~fj 黒~ f>もj 色 (10YR;.-;) 

3 I A¥¥渇色(lOYR7;l 粘性弱. ~主総色I手石混入 8」黒色 (10YR汽) もちtt¥J¥)

4 黒 色 (10yr， I.Y，) ~褐色浮石滋人 9 i il音?品色(lOYRY:;J

5 黒間色 (10YR九) 色 ClOYRYs) !実{ヒ物混入

第12図 S 1 002竪穴住居跡実測図
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第13図 S 1 002竪穴住居跡出土遺物実測図(1 ) 
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第14図 S 1 002竪穴住居跡出土遺物実漬11図(2 ) 
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第 7表 51 002出土遺物観察表

トー

号5 税 1-.I~1 1i 

日 f壬 (25)cl11 ( B)c‘III (2~f )c日l

底径 CIl1 CIl1 CI11 

器高 cm CIlJ CIll 

土 1 ~ 5 mm大の礁を含む 1 ~ 5 mm大の礁を含む 1 ~ 3 mll1大の小慨を含む

成 良 l)j- 良 良 好

巴 調 ゲド褐色 [1)]IJJ、補色 IJ)JIJJょ尚色

成 +1ラ 粘土紐巻き上げ 粘土手01:巻き Lげ、

外 間 内 出i タト iカj ?ヨ i 外 r:I1i ドォ iui 

w可 口説〈 ユピナデ
おIIかいハケ

ユビナデ ユビナテ ユピナデ ハケナデ
ナデ

日間 ヘラナデ ハケナデ へラナデ へ弓ナデ ノ¥ラナデ ハケナ子、、

事長 !ぽ

外面 外H1i保付着
{布 考

11'Ti図番 第14図 4 第14図 5

官6d:日 騒 石底 石ー 石底 :.fi 

法 長さ 15.6cm 1:3 .4cm 

Ip話 11.9cm 9.1cm 

厚さ 6.5cm 4.1cl11 

重， 1‘150 g 736 g 

石ゐ 質 流紋岩 流紋岩

砥面 4 砥面 4、煤付着
イ結
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第 8表 51 003竪穴住居跡観察表

挿 図 15 。
図 版 6 ⑧ 
官3 肯I?: 方形

主軸方向 N -6.0o-W 

面積 16.5 nf 

法 東 壁 西 壁 南 E二E幸 北壁

壁 長 394 cm 392 cm 366 cm 390 cm 

壁 『口司 24-36cm 一一一一一cm5 -23cm 5 -29cm /}J 
量 壁溝幅 i 一一一一 cm 一一一一一 cm 一一←一一cm ←一一一一cm

壁溝深 一一一一 cm 一一一 cm 一一一一一cm 一一一一cm

確 きm刃u、 地山面で確認された。 ¥J  5 0 
東・北・南壁は立ち上がりの急なしっか 。

酔ニヨ三三
りとした壁である。地山が西に傾斜して 。
いるので西側ほど低くなり、西壁は存在

しない。

壁 溝 。|
検出されなかった。

qコ口
ピッ ト 。。。

ロ全体に平坦であるが、西に傾斜し、東西

床 面
端では約10-20cmの高低差がある。 cgO ， 

5 I 003 
5 I 004 。。口
5 I 005 

存在しないが南西コ ーナー付近lζ焼土と 口若干の土器片の分布が見られる。 。口 O 口カ て7 ド

p;o口
土師器

遺 物 。>80
。

S 1 004・005を掘り込んで構築してい
。

備 考
る。

くも/ 
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第 9表 SI 004竪穴住居跡観察表

挿 図 15 

⑧ 
。

図 版 6 

形 態 方形

主軸方向 N-9.00-W 

面積 ー一一一一 rrf

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 一一一一 cm 一一ーー-cm 一一一一 cm 一ー一 cm

壁 主I可主 31-33cm 一一一一 cm20-28cm 一一一一-cm ノρ
量 壁溝幅 一一一-cm 一一一一 cm 一一一 cm 一一一一cm

、〕

壁溝深 一一一-cm 一一一 cm ー一一一-cm 一一一一-cm 

確 主ロ刃也、 地山面で確認された。 ¥J  5 0 

東壁 ・南壁は、床面から急な角度で立ち 〔こ
壁

上がっている。 林道 。。
酔.:t:忌 溝 口

検出されなかった。 co 。
ピッ 。。。

口
地山を床面としており、平坦であるが、

床 面
西iζ向って傾斜している。

亡ず
， 
51・03
51004 
51005 

検出されなかった。 口
カマ ド

土師器

遺 物 。~8o
口

S 1 003・005Iζ大きく掘り込まれてい
。

備 考
る。

くもj 
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第10表 SI 005竪穴住居跡観察表

挿 図 15 。
図 版 6 

⑧ 形 ;態 方 if3 

主軸方向 N-3.00-W 

面積 一一一-rrf

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 355 cm 一一一一-cm ー-一一cm 375 cm 

壁 主I司主 41-58cm 24-26cm 48-57 cm 29-51 cm 分
量 壁溝幅 13-30cm 12-32cm 9 -17cm 12-20cm 

、〕

壁溝深 1 -4 cm 4 cm 1 -4 cm 9 cm 

確 きB刃L、 地山面で確認された。
V 5 0 

床面からほぼ垂直κ立ち上がるしっかり 。
Eニ2幸:. 

とした壁である。西壁は S1 0031ζ掘り 。
込まれている。

壁 溝 四壁lと見られるが、 一様に浅い。 。
ζb 口

ピッ ト 。。
口
。

地山がそのまま床面となっている。平坦

床 面
であるが、西Kわずかに傾斜する。

cb
O ， 

S 1003 
51004 。。口
51005 

南壁東寄りに構築されている。袖は粘上 口と石を用いており、緩やかに立ち上がる 。口 O 口カマ ド
煙道部を有する。 p;o口
土師器

遺 物 ど)60
D 

S 1 004→ S 1 005→ S 1 003の順に新
。

備 考
しくなる。

勺も
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l 黒褐色(lOYR?2) 粘性弱、浮石浪人

2 I uJJ褐色(7.5 YR % ) 焼土

3 暗赤潟色(5 YR日) 焼土

←B' 赤渇色(5 YR先) 枯t1~~、焼土

5 明赤潟色(2.5 YR %) 粘性弱、焼土

思〈 色(7.5 YR封)

7 I黒福色(7.5 YR ~.;; ) 

c' 
L 

S 

ドロー γA 

T 
C 

三三~

‘

υl-

T
U
 

層 i 土 色 犠 考

~~ 

/¥  

011m  

第16図 S 1 005竪穴住居跡カマド実測図
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色
一
成

第11表 S 1 003出土遺物観察表

第12図2

土師器翠 土師器護

( 24 )cm 

cm 

cm 

51IlIll大の磯含む

底

備考
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第12表 51 006竪穴住居跡観察表

挿
一
図
一
形

図
一
版
一
態

18 

7、 8

方形

主軸方向 I N-140-E 

l 面 積 I 14.1 m' 

法 I I東壁|西壁|南壁|北壁

壁 長 I390 c叩mI 385 c叩ml 3犯抑6印O佃 I325 c叩m 

壁高|山8畑叫叩叶14-9山 -2叫山8

量i壁溝幅 113-2

壁溝深|い2-8叫2-9叩叶|い4-9叶2-9 cm 

確 認|地山面で確認された。

床面よりほぼ垂直に立ち上がる、しっか

りとしたっくりである。

地山が西側iと傾斜するため西壁は低い。

膳
ニ... 

壁
ほぼ同一幅 ・深さで、カマド部を除き断

溝 l
続的iζ一巡する。

P 1 (20) P 2 (27) P 3 (21) P 4 (44) 

ピット
P 5 (25) P 6 (16)(単位cm)

柱穴は確認できなかった。

西側に傾斜しており、緩やかな凹凸を示

床 面|し、堅くしまっている。

東壁南寄りに位置し、残存状態は良好で

ある。袖は芯材として石を使用し、粘仁

カ マ ド|を貼り付けている。天井は崩犠している。

煙道は墜とともに立ち上がり、燃焼部ほ

ぼ中央iζ支脚と思われる石が存在する。

上師器

遺 物

備

南壁中央から東側は90x30c皿の幅で=張り

出しており、カマド使用による拡張であ

考|ろう。

北壁の中央より西側iζ65x35cmほどの張

り出しがみられる。

⑧ 

ノJ

。

、〕

。。

口
口

i
o
o口

句

c
o
d
g
f

。。
0 

3 

。
>80 

0 

も
くノ
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1 1 f 

A-一寸 ⑮ トーA'

A一ーイ
B J 

ト-A'

i一一c'

層 土 色 儀 考 !溺 土 色 考

1 烈m色(7.5 YR丸) 10紫色 (10YR k ) fli1}E!jfi、炭化物泌入

2 緊縮忽 (10YRY，) 1I1Jt立持j色土混入 111 ~長沼色( 7.5 YR九) も'i!'/;l)i]、炭化物泌入

3 1，¥1'，色(7.5 YR勾) 前線色土i1E入 12黒色(7.5 Y R Y， ) 

4 黒沼色(7.5 Y R ~~ ) 結j'J:;j仏政俊色l:ili人 13泉街色(7.5 Y R Y， ) キ占f生11号

5 芝i潟色(10 YR見) 制色上混入 141 A黒!話色 10YR巧) 炭化物、 IljI8H!J色ト:1.混入

6 泉街色(10 YR九) fM生必 15黒褐色 (10YR汚) .dH宣色j二1民入

7 I j烈潟包 (10YRY，) f占f生!Ifi 161 u昔掲色(7.5 YR汚)

8 I);\~潟色 (JOYR%) 町HliI昌江d二il主人 171m潟色 (10YR % ) f占f生~~)

9 旦{泌色(7.5 YR九)

第18鴎 S 1 006竪穴住居跡実測図
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ア
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u

A-→ 

B-ーイ ト-B'

層 土 邑 鏡 考

1 日月掲色 (7.5YR % ) 焼土、黒色土混入

2 黒 色(7.5 YR月)

3 明黄褐色 (10YR % ) 黒掲色土混入

4 褐 色(7.5 YR ys ) 黒褐色土現入

5 黒掲色(7.5 YR yz ) 
6 赤褐色(5 YR ys ) 焼土

7 明梅色(7.5 YR % ) 黒褐色土混入

8 暗褐色(7.5 YR %) 

9 黄褐色(10YR % ) 黒色土混入

i
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第19図 S 1 006竪穴住居跡カマド実測図
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S 1 006竪穴住居跡出土遺物実現IJ図第20国

51 006出土遺物観察表

挿図番号 第20図 l 第20凶 2 第20図 3

号5 手重 土問器禁 土師器裂 土師器装

i:土Lヘ 口径 cm cm cm 

底径 cm cm cm 

主E三主ヨ主 器古田1 cm CfTI cm 

土
1 ~ 5 mmの喋:含む 1 ~ 6 mm大の礁を含む 1 ~ 5 mm大の燃含む
やや荒い 全体的に細かい 荒い感じ

焼 成 良 女子 良 好 良 女子

色 調 亦褐色 日音褐色 字詰 色

成 形 粘土紐巻き上げ、 粘土紐巻き上げ.

外 間 内 面 外 面 内 面 外 面 内 首i

調 口 縁 ユピナデ ノ¥ケナデ ユピナデ ノ¥ケナテ、、 ユビナデ ユビナデ

目問 へラナデ ノ¥ケナデ へラナデ へラナデ ヘラナデ ハケナデ

京.l!欠二 底

イ蒲 考

挿図番号 第20図4 第20図 5

器 種 土師器護 土師器護?

法 口 f圭: cm cm 

底径 CfTI cm 

豆長ヨ王 器高 cm CfTI 

日台 土
1 ~ 7 mm大の喋含む

1 ~ 5 mm大の喫含む
荒い感じ

?主 成 良 良子 良 主子

色 調 日音褐色 明赤褐色

成 形 粘土紐巻き上げ 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面 外 面 内 面

調 口 t議 ユピナデ ノ¥ケナデ ヘユラビナナテテい伊

日同 へラナテ、 ノ¥ケナデ

整 底

F備 内面に炭化物付着

第13表



第14表 51 007竪穴住居跡観察表

挿 図 21 。
図 版 9 ⑧ 
売3 態 方形

主軸方向 N-29.50-E 

面積 19.0 rrf 

法 東壁 西 壁 南壁 北壁

壁長 370 cm 350 cm 390 cm 380 cm 

壁 高 16-20cm 一一一一 cm 一一一一 cm ー一一一 cm 分
量 壁溝幅 lO-20cm 11-30cm 一一一一 cm 一一一一 cm 〉

壁溝深 4 -6 cm 4 -15cm 一一一一一 cm 一一一一 cm

確 言.. 刃」、 地山面で確認された。 ;ヲ
壁

東壁のみが残存する。全体が住居内部iζ 。
幾分内湾している。 林 道

西壁lζ最も良好lζ検出されたが東壁 ・北
。。

壁 溝 壁はその一部らしいものが痕跡的に残っ

ているだけである。

P 1 (58) P 2 (25) P 3 (22) P 4 (38) 
。

P 5 (12) P 6 (23) P 7 (14) P 8 (15) 亡b 。
ピッ ト (単位c皿)

8個検出されているが、各コーナーのピ 。。。
ッ卜が柱穴であろう。 。
貼り床で全体iζほぼ平坦であるが、西iζ

床 面
わずかに傾斜している。

cb
O c5i 

南壁中央部IC粘土を用いて構築されてい 口る。両袖は残存状態が良く、土師器費下
カ "< ド

土幹部が両袖間より出土した。

土師器

遺 物 。J8.
。

51007 。
備 考 u とb

-52-



B
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トーA'

A→ 1!神 i

一一¥三三一/ ーミミf寸一一一

L斗 J

ト-A'

i 

T
i向

山」斗J~
層 土 色 備 考

黒褐色 (10YRた) 黄褐色地山土混入

? 黒掲色 (10YR % ) 

3 黒掲色(10 YR ~，~ ) 
一一一一---l

4 暗偏色 (10YR弘)

5 (10 YR % ) 

6 黒福色 (10YR ~ ) 

7 日音褐色 (10YR%) 日占床

8 暗褐色 (10YR弘)

9 黒褐色(10YRYz)

第21図 S 1 007竪穴住居跡実測図
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ト-A'

B-→ トーB'
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γ
l
l
ハし

M
J
 

麗 土 色 錆 考

1 黒褐色 (10Y R % ) 

2 培褐色 (10YR弘) 焼土、灰、混入

3 黒褐色 (10Y R % ) 粘土質

4 黒 色 (10YR宍)

5 黒褐色 (10Y R yz ) 

6 黒 色(10 Y R 1.31 ) 

7 黒褐色 (10YR九)

8 暗赤褐色 (5YR72) 焼土
」陸塑盤

第22図 S 1 007竪穴住居跡カマド葉遣Ij関
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第15表 S 1 007出土遺物観察表

3

一
護

関
一
器

3
二
巾

っ
，
山
一
内
ロ
μ

第
一
土議器

γ巾川
γ

h
H
h
H
 

土

cm cm 

6.4、 6.6 cm I ( 1 O. 5 ) cm 

cm ! cm 

3'""'5mmの小石混入 I 1...._， 5 lllm大の傑含む

色
一
成

底面小傑付者

cm 仁苅

cm C111 

m
 

円

1
J cm 

1 ......__ 2 mm大の磯含む

良好

灰掲色

{詣

cu 



第16表 SI 008竪穴住居跡観察表

挿 図 24 。
図 版 10 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-38S-E 

面積 7.2 rrf 

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 281 cm 235 cm 一一一 cm 一一一 cm

壁 晶 23-33cm 10-14cm ー一一一一 cm 一一一一 cm ノゐ
量 壁溝幅 lO-26cm 1O-18cm 一一一 cm 一一一一 cm 〉

壁溝深 4 -6 cm 7 -lOcm ー一一一 cm一一一 cm

確 認 地山面で確認された。
V 5 0 

西壁、北壁は掘り込みが浅く、壁は低い 。
が、床面よりほぼ垂直κ立ち上がる。南 林道

壁
壁はやや緩やかである。

。。
路二Z 溝 カマド部分を除き一巡する。 口

P 1 (21) P 2 (26) (単位ω)

仁b
ピッ ト

柱穴は確認できなかった。 口

口
。。。

地山を使用している。中央部が若干凹ん

床 面
でいる。 仁P

西壁北寄りに位置しているが、残存状態 口
は懇く、焼士のみ確認された。カマド付

カマ ド
近iζ袖、天井として使用されたと思われ

る石が10数個存在した。

土師器

遺 物 >80 

。
• 5 I 008 

備 考

くもノ
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B' 

i i 

⑨ 

A一一斗 、守 ト-A'

~ @ 

下
l
B

下
i
国

A-l ト-A'

LJ L_L_L斗

層 土 色 備 考

l 黒色(7.5 YR 黄福色i也LU土混入

2 暗褐色(10 YR % ) 粘性~j~

3 黒色(10 YR ~ ) 粘性強、黄褐色地山土多量lζ混入

4 黒 色(10 YR 1・月 ) 

5 I Iζぷい黄褐色 (10YRお) 黒褐色上混入

6 I I乙ぷい黄褐色 (10YR~) 小燥t昆入

7 黒色(10 YR 3イ) 粘性強

第24国 S 1 008竪穴住居跡実溺図
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第17表

51 008出土遺物観察表

器 干重 オ二自可i器主主

j去 口径: (ゐrn

底径 CIll 

3EE31 L crn 

日台 ごL 幾分砂、，粒カi多い

焼 成 良

色 宮司 にぶい亦褐色

成形!

lWl 
出土遺物

外 1JJI 内 ti'Ii 

吉司 口*:ま ユビナテ ユピナデ

日同 ヘラケズ i) ヘラナテ

整 底

ハ同
υ

に
J
V

ト-A'

γ
i向

ト-A'

-H
 

3
1ム

届 土 色 鎚 考

l 黒悩色(7.S YR 村山Uj~j. ;.え化4日明ilt人

2 I ~J.1 色(7.5 YR I もIjj'Uj，j、l長ft，物泌人

3 I Iこぶし、nJ色(75 YR 'f，Ijt'l:，hj、炭化!j7JJilt人

4 I i叫 色(7.5 YR !; i IM'I::j:j 

5 I 0)1 樹色(7.5 Y]{ % ) も，ljt'l::j，j

第25図

S 1 008竪穴住居跡カマド実測図



第18表 51 009 A竪穴住居跡観察表

挿 図 26 。
図 版 11、12 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-.10.00-W 

面積 33.1 rrf 

法 東壁 西 壁 南壁 北 壁

壁長 595 cm 584 cm 570 cm 570 cm 

壁 fロ司 一一一一 cm19-38c皿 17-47cm 28-51 cm ノb
量 壁溝幅 4 -20cm IO-50cm 14-22cm 4 -20cm 〉

壁溝深 6 -23cm 一一一一一 cm5 -22cm 6 -27cm 

確 き一沼、 地山面で確認された。

東壁は拡張の際iζ破簸されて存在しない 。
壁 が、他の壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

ο 

壁 溝
四壁lζ存在するが、東壁溝は拡張の際lと

若干破綾されており、他より浅し、。

P 2 ( ) P 3 ( ) P 5 (23) P 6 (30) 

CtJ P 7 ( ) P 8 (51) P 9 ( ? ) (単位c皿)が
ピッ 卜

柱穴であろう。 。
口貼床が施され、ほぼ平坦である。

床 面 仁bバ二}
南壁東寄りに位置するもので、残存状態 。ロ 口は非常に悪い。わずかに、燃焼部の焼上 口 。口カマ ド
が確認できたにすぎない。

011 
土師器、低石 1 S I 0 09 

遺 物 08亡

。
S 1 009 A及びSK020と重複する。新

。
備 考

旧関係は S1 009 A→ S 1 009 B→ SK 

勺くb020である。

-60一



挿 図

第19表 51009 B 竪穴住居跡観察表

26 

じm

4 ~2Ûcm 

日 ~27cm

6在

も床面よりほぼ垂直

• Jヒ壁はS1 009 Aの

して捷用している口

P 1 (23) P 4 (37) P 1 U (37) P 11 (?) ( 及びP2 e 3 a g令 9が

しー であろう口
ピ ッ ト

貼床が施されており平坦である。カマド Bを間むように堅くしまっている口

床面

る。残存状態は悪い。ネIIl、

されたものと思われるが、崩j塞が著しく

どは石を芯;{イーとして構築

ることはできなかった口
カマド

ヰ知

備 考

S 1 009 Aを拡張したものである。

SK 020が重複する。

SK 020西側の土;績は後世の撹乱である。
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ち'

題| 土 13 備 幸吉 i回 上 包 備 iS 

111ζぷい裁托主(10 YR~~) f占↑生強 101 i硲 isf主 (10YR % ) l 給料労1

2 I ff斉赤栂色 YR f占fゴ:務、後土浪人 11! iと」品、主，1.t;色 (10YR 約{生活:

3 I iとよ品、滋色!7.5 YH ~づ， f占↑や透、炭化物滋入 12 i Iζ ぶ~..賛矯色 (10YRく]

411l，月赤t.s1E.( YR YH ) 句15 1-_ 13 百1 さ (lfJYk 

5 祭儀 f!'.{ 10YR九〉 f占 11~主 I 14 ， tfH~~B (10 YR 

6 1 I培紛色(10 YR弘) 章~j岳色地LU土浪人 15 古音 f!iJ f立 (1OYR%) tMd，強i

7 黒 色(10 YR計) 16 祭 色 (10YR ~ti性強

8 I 11音潟色 (lOYR%) 17 灰災ffil包 (10YR ~三) f占t'I:5立しが1上

9 I栄樹色(luYR九j

第26図 S 1 009 A竪穴住居跡力マド実測図
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日ーイ了
〉

層 土 色 備 d考 層 土 色 備 ュιJ 

暗掲色 (7.5YR 0/4) もii性信 8 暗褐色(7.5 YR %) 浮イillt入
一一一一一一一一一一一

2 時褐色(10YR >~ ) fJl性強、黄摺j色i也111::1二出入 9 暗褐色(lO YR.~) j手干jìl~人

3 H音補色 (10YR巧) i¥li'I-tJ:;'l虫 10 黒掲色(lOYR ) 

4 11音褐色 (7.5YR;~) 'f~i'I-tJ二強 11 明黄祐j色(10 YR日) ~1'i休日立i也 111 卜副人

5 黒褐色(10YR % ) 浮石、炭化物混入 12 黒褐色(7.5 YR汗)

6 黒褐色 (10YR~) *~i性弱、砂、 {Îi~I;l~ 人 13 暗禍色(10 YR :弘)

7 晴樹色 (7.5Y R 0/4 ) 浮石、黄福E立地LLJJ.混入
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挿図番号

器種

成 形 l

第20表 S 1 009 A • B出土遺物観察表

第28図l

土師器翠

( 20 )cm 

cm 

第28図 2

土師器護

( 13) cm 

cm 

第28図3

土師器聾

( 14 )cm 

cm 

cm 

外 面内面外面内面外面|内占云田」川崎一一1ユピナデ ユピナデ ユビナデ ユピナデ

面

|ヘラナデ !へラナデ iヘラナデ iユピナデ

J備 考

6.1 cm 

1， 130 g 

し可し灰色

備

-66-



陶摂両寄りに位置し、 S1 010 B・c貼| ハ(i

床と盟七により銭存状態，;t.良好である げJニー
~mは芯材として石を使倒し、枯土を貼り i ニテ..J ，...__ 
付けたものと考えられるか、袖石はなく.r/ n I I 

カマド| 仁-:-J l....J '-:-l 
そのも友さ J{~ り疫が西側の袖に確」できた h ，-干 r-， ，....... 

また燃焼郷小J央にこぶしんの石か 2伺あいh 」 J-KJ U 

り、その.1:1ζ土師器底部か置かれていた。ν(i I..J¥ 1 

支脚として(即日されたものであろう。 ・ - 一一-

lfi I :~~ りの出上は極めて少なく 、川

第21褒 51 OIOA竪穴住居跡観察褒

方形

N-13.0"-E 

14.5 rrf 

西釘高壁到|北壁
壁長 I332叫 346叫 422叫 424c佃m 

壁 高 11叩0-1凶4叩|い4-12c叩叫mll-Iげ7c叩叫m
量 l壁溝幅|い川l叩0-1悶9c佃ml一一 c佃血|一一c佃ml山112ロ2-2却Oc佃m 

挿
一
図
.
形

図
一
版
一
態

壁溝深 12-10cml一一 cml-一 cml6-8cm

S 1 010 B床面紡丘中Iζ鐙認された。

壁
いずれら竪高は低いが、床面よりほぼ垂

U:(1ζ立ち上がる。

溝 I!Ul売と北慢の-$1ζ縫認できた。壁

床

P 1 (21) P 2 (25) P 3 (6) P 4 (14) 

P 5 (50) P 6 ( 9 ) P 7 (22) (僧位cm)

イ1:(1:1，l}跡、の住?にらしいピットは締泌され

なか7 た"ヒ・ 1 ト51彊t上l屈に炭化物(柄

拘}が3cm程の"1-さで喰梢していた。

カマド付近とその前而は軟弱であるか、
面|

他の郎分{ま竪くしまっている

ビッ ト

遺 物 IXは、その付近から t師器が出土してい

る

備

本{主~ij跡のカマドは S [ 010 BIζも使用

考・されたものと考えられる (j4年代測定値

1180土85yB.P.

-67-
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第22表 SI0108 竪 穴 住 居跡観察表

挿 図 31 

図 版 13、14

形 台設 背3

主軸方向 N 17.50
- E 

面 積 21.4rrf 

法 東 二E士辛二 西 居ニ士座二 南 壁 北 居二土率エ

居二主宰二 長 434cm 425 cm 482cm 532cm 

壁 15..._， 18cm 5 ..._， 19 cm 5，..._， 15cm 12 ---27 cm 

量 壁溝幅 13 ..._， 20cm 一一一一 cm 一司一一回一一 cm 12..._， 24 cm 

壁溝深 3..._， 5cm 一一一一一一一 cm 一一一一一一 cm 2 --..， 4cm 

確 三口刃11:.、 S 1 010 C床面精査時に確認された。

四壁ともほぼ垂直に立ち上がる。 南東撞と、北西コーナ一部iこは確認できなか

Eニ2宰二
ったD

壁 溝 東壁・北壁iこ部分的iこ存在する。

P 1 (9) P 2 (25) P 3 (4) P 4 (29) P 5 (7) P 6 (10) (単位cm)

ピ 、ソ ト
南西及び北西コーナ一部には検出できなかったが、 P4・6が本住居跡、の柱

穴であろう。

住居内、中央より東側に貼床を施し、西側は SI 010Aの床面を使用してい

床 面
る。中央部まで西側へ傾斜し、平坦になる。堅くしまっている。

SIOI0A住居跡のカマドをそのまま使用したものであろう口

カ て7 ド

土師器、不定形石器1

遺 物

本住居跡は S1 010A住居跡を増築したものである。

備 考

-68-



SI 010C 竪穴イ主居跡観察表

f草 31 

図 版 13、14

元3 ~ 同~斗レ~ペ、 万 7f; 

主軸方向 N 12.50 E 

面 積 34.3 rrf 

法 東 壁 西 壁 南 北 二后主辛二

足二玄幸ユ 長 575cm 574cm 575cm 600cm 

29 --..-31 cm 8 --13cm 13ミコ ~ つG 門'cm 20 ~ 21 cm 

量 壁溝幅 6 --45 cm 17，..__， 25cm 2-74)つ30cm 7 -... :j8cm 

壁溝深 8 --10 cm 12 --13 cm 23 --26cm 14 --15cm 

確 主ロ，刃し、 地山面で確認された。

地山が西鶴へ傾斜するため商壁は低くなるが、その他の監は床面よりほぼ垂直

ユ沼手ニ
lと立ち上がる。

壁 カマド付近と東壁北寄り iこはないが、四壁に存在する。

P 1 (30) P 2 (25) P 3 (19) P 4 (33) P 5 (11) P 6 (16) P 7 (4) 

P 8 (22) (単位cm) P 1 --P 4が本住居跡の柱穴である口
ピ ツ ト

西側に傾斜し緩やかな凹凸を示す。床面中央部及びカマド付近は非常に堅いが

床 面
壁に近づくにつれて軟弱になる。

南壁東寄りに位置する。残帯状態は悪く、わずかに東側袖の一部と燃焼部の焼

カ てず ド
土を確認できたにすぎない。

土師器、穂摘み呉 1、鉄釘3

遺 物

S 1 010 Bを増築したものである。

備 考

-69-



B' 
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モ連

。
日

/ 

三炭化物¥
¥/戸-._./" 

旬
t

ム

亡Q

ト A' 層 土 色 備考

l 褐色(10 YR九) 粘土

2 黒色(10 YR汽)

ピ E奇褐色(10 YR弘)

4 I ~立褐色( 10YR九)

5 暗福色(10 YR弘) t，~性 ~Ji.ì

6 黒褐色(10 YR f~ ) 

7 黒色(10 YR封)

8 補色(10 YRお〕

9 黒福色(10 YR 3-~) 粘f生~8

10 培褐色(10 YR勾)

11 黒褐色(10YR Yz) 褐色土混入

12 赤福色(2.5 YR当) *ft 二t

13 暗褐色(lOYR.'Y.i) 粘性~fJ

O
i
l
 

m
 

胃

eム

第29図 SIOI0A.B竪穴住居跡カマド実測図
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麗

2 

3 

4 

5 

r- ./¥  

一~γベア

~ 
て似X工弐j川¥ 

巳:7 
A 

土 色 備

黒椙色(10 YR % ) 黄福色地山土混入

黒色(10YR計) 粘性弱

暗褐十!色明黄(褐10色YR(L号~ 1R九 ) S 1 01 0 C 0) IUi jュド

黒福色(10YR ) 

暗褐ート明色黄(褐10色YR(1140Y)R/一ii ) S 1 010 BのQI1i床

-71-72-
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第31図 S 1 010 B • C 竪穴住患跡実現Ij~

A
川
古

ヴ

i
円
べ
U

内
，
t



Aーベ /1，.' 

B

iム

T
l
B
 

A一寸 ト-AF

1 m 

第32密 S1 010C カマド葉遣.IJ図

層 土 f立 品? 考 腐 士 色 備 考

111培赤潟色 YR 粘土、淡土 9 赤潟色 C5 YR 

2 泉街色 (10YR ) 協jニ混入 10潟灰色( YR ひし冗入

i 3 m<潟色(2.5 YR);i ) 粘上、浜上 111 u富褐色(7，5 Y・j{弘 j 必必

4 1 1¥月 iN1~ ( 7.5 YR iMt，治、 力主義プー受けている z 121 i!\二t~色 f YR 

5 赤褐色(2，5 YR ) '!vLj- 13黒潟色 (10YR 九) もlil~: 'j，jl 

日弘j 16， ( i.5 '{R 千人f生命 141赤 ー‘'な

7 1 I倍赤十品色(2，5 YR % ) 151黒沼色( :予，)

8 台?と 栂 f"，( 2.5 YR.Y，; ) 柏村弱、砂質、力日非!¥i-受けている。
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第24表 S 1 010出土遺物観察表(1)

l
 

i
 

ρし

l
 

nμ C
 

cm CI11 

cm ! cm 

1--3mm大の磯含む !細かい I 2"'-4 lllJll大の傑含む

備

土腕器護

cm cm 

cm cm 

cm cm 

2........ 4 Illm大の蝶含む

良好

褐色

粘

内 i市

ユピナデ

ハケナヂ
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SI 010出土遺物観察表

j主主J

ヨ533[2110

鉄去j

器種!鉄釘

3.7cm 

O.3cm 

O.3cm 

曲がる

。。
司

i

O.3cm 



第26褒 SI 011竪穴住居跡観察褒

挿 図 34 。
図 版 15、16 ⑧ 
影 態 方形

主軸方向 N -OS-W 

面積 10.2 rrf 

法| 東壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 330 cm 315 cm 320 cm 320 cm 

壁 宅f司生r 5 -33cm 7 -44cm 28-93cm 29-34cm ノ土
量|壁溝幅 14-21 cm 1O-16cm 12-20cm 15-19cm フ

壁溝深 1 -3 cm 1 --3 cm I 1 -3 cm I 3 -4 cm 

確 言'"刃己、 地山直で確認された。

山上がりしつ川山手¥υ 。
壁 |した作りである。 。

カマド部分を除き、ほぼ同一幅、深さで
壁溝|

|一巡するものと思われる。

P J (15) P 2 (18) P 3 ( 5 ) P 4 (23) 

P 5 (23) P 6 (28) P 7 (22) P 8 (25) 
ピッ ト

床

(単位ω)

住穴は確認できなかった。

西側iζ緩やかに傾斜しており、若干の凹

凸をぷす。カマド西側iと粘土のマウンド
面|

が検出された。

カマド

北壁!反容り lζ位置し、残存状態は良好で

ある。袖は粘土1とより作られているもの

で煙道は壁とともに垂直に立ち上がる。

.t師器

遺 物

備

カマド北側Iζ半円状jζ並ぶP4-P8が

あるが、カマドの風防施設かと考えられ
考 Iv; 

.~。

-79-
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⑧ 
@ 

@ 

。
。よ i 

A-→ 

T 

Aー→

γ
l
B
 トーA'

ハリ
I
l
i
l
t

層 土 色 備 考

黒褐色 (10YR予言) 浮石混入

2 暗褐色 (10YR % ) 黄掲色地山土i混入

3 黒褐色 (10YR % ) 

4 黒褐色(10YRyZ) 粘性弱

5 黒色 (10YR汽) 浮石多量に混入

6 黒褐色(10YRyZ) 粘性弱

第34図 S 1 011竪穴住居跡実測図

ハU
n円
U

ei 

トーA'
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L 
泊

l
i

ヤ-A'

d 

23 
@ 

T T
l凶

A-斗 ト-A'
'J 
ムJ

lj 

麗 土 色 備 考

黄褐色 (10YR % ) 粘性強、袖及び天井部粘土

2 明赤福色(5 YR弘) 粘性強、加熱を受けている。

3 黒褐色(10YR_Vz) 炭化物混入

4 暗褐色 (10YR %) 炭化物混入

5 樟 色(7.5 YR% ) 粘性強

第35図 S 1 011竪穴住居跡カマド実浪IJ図
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第27表 51 012竪穴住居跡観察表

挿 図 36 。
図 版 17 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-23.00-E 

面積 16.6 rrf 

法 東 壁 西 酔ニ2ユ 南 壁 北壁

壁 長 一一一一ー cm 425 cm 一ー一一手cm 380 cm 

壁 『司ロ 26-39cm 23-29cm 15-27cm 28-35cm ノ土
量 壁溝幅 ー一一一cm 一一一一 cm 一一一 cm 一一一一cm 7 

壁溝深 一一一 cm 一一一一 cm 一一一一 cm 一一一 cm 

確 き防刃」、 地山面で確認きれた。
V 口R 

床面より垂直に立ち上がるしっかりとし 。
壁

た壁で‘ある。 林道 。。
壁 溝 。ロ

P 1 (61) P 2 (20) P 3 (34) P 4 (43) 口。P 5 (70) (単位cm) 。
ピッ ト

P 1・5が本住居の柱穴である。 。。。
口

緩やかな凹凸面を示し、西側へ傾斜するc

床 面 西壁i乙沿って35-65cmの幅で床面が軟弱 CY である。

南壁東側コーナー付近iζ位置している。

残存状態は良くない。袖を確認する ζ と 口はできなかったが、袖は芯材として石を

使用し、粘土を貼り付けたものである。

カ て7 ド また、カマドー付近1L40cm大の板石が存在

するから、天井は乙の石を使用したので S I 0' 2 

あろう。燃焼部内1[15c皿ほどの柱状の石

ぐ8ロロ
が存在しており、支脚としての使用が考

えられる。

遺 物 土師器
。

備 考
東南コーナーを切って SK022が構築さ

くもノれている。
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Aーイ

。@j 
@ 

ぴコ

ト-j¥'

題 土 "B 告請 考 届i 土 ぷ」ム~ 綴 考会

1 黒白J色(7.5 YR月〕 ザítt~B 131紫色 10刊 !'!'-i

2 怨色(7.5 YR?i ) 141 ，¥¥{泌色 (10YR ) tM生!潟、，~U f!~ .l-.i11人

3 1 日持J~主 (10 YR九〉 rr5't't~\j 叶間色 (10YR九) もlijリ

4 1，¥¥WJf立 (10YR 161紫色 YR行1 I tMt，)，j 

51!忍色(7.5 YRろi) l7i君福住 (JOYR 

6 1 ，\l，~lfl色( 7.5 YIそ 約↑生 Hl 黒色(7.5 YR t[4i'bJ~ 

7 日H白色 (10YR九) 主2担~Ë'J出 [1 1:1:混入 19 気焔色 (10YP九)

8 1 色(7.5 YR31 ) が~tlt弱 2日 開品色 (10YR九)

9 1 ~UllM~ (10 YRY，) 21 I忠弘1色(10 Y R Y，) 7 I所よりl事11.変、 f3.Jftが渓ちる。

i白黒色 (10YR 自古俗色j二混入 221 ぬ色 (10YR [!ffH~ 官:士、災対立， Uli!入

111 !WiJfi， (J() YR ) 123 累潟色 (10YR九) rM'È~í~ 

121 :.\~WJ色 (10YR }i) 
第 2自民l 災 1012鰐穴イキ居跡実測図
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第37図 S 1 012竪穴住居跡カマド実測図
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!霞 士 l!2. 備 ヨξ

1 ! hU掲色 i10 YR 市I..;g人

2 1 ~lt N，.~色 (l() Y 1と~j{j ') f，!i't'!:'J'ii; 

!1~ 色 (10YR ) 干，';1'1:ゴ~j

ni~- 倒色( 7.S YRうす) 焼J-.rlt人

iり]I.f，J色(7.5 'YR fV8 ) 約十主的、 i)..!{t物iJE入

色 (10 〆2/3 

7 1 1lJ1亦潟色(5 YR !i's) 

8 I Df]，Ij;渇色(2.5 Y R勾) ザ J~

9 1 J累楊色 C10 YR九)

10 潟 色(7.5 Y 1と:Y.;l 品IL:I-.出入

111 !¥lA l.fil色 (10YR 3/，) flif'Ujヨ

121 n資銅色 C1OYR7:i) t，li'l't，)l) 

131 i品 e (l OYR:~) も'i't'l:ljlj

141 n詩情色(7 5 YR ) 
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第38図 S 1 012竪穴住居跡出土遺物実測図
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SI 012出土遺物観察衰(1)

‘〉
』

成 形

タト 7fIi i付 I(ll 

吉司 口総 ユピオサヱ ユビオサヱ

fJIrij /'，ラナテ
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第29表 S 1 012出土遺物観察表(2)

土(jili器i不

( 10.5) cm 

cm 

CIll 

口クロ?

外面 l内

備考

挿図番号 第38図 5

土師器護

第諸国 6 主f}38[立17

CIll m
 

f
f
L
 

9 cm CIIl 

cm 

外出i

備考
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第30表 SI 013竪穴住居跡観察表

挿 図 39 。
図 版 18 ⑧ 
形 肯~ 方形

主軸方向 N-47.00-W  

面積 7.7 rrf 

法| 東 壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 268 cm 252 cm 264 cm 286 cm 

壁 『ロ司 15-28cm lO-24cm 25-34cm 1O-18cm )j; 
量|壁溝幅 14-22cm 8 -16cm 118-22cm 112-27 cm 

、1

壁溝深 3 -16cm 2 -7 cm 1 3 -5 cm 1 3 -13cm 

確 き防刃し、 地山面で確認された。

臨りーに立山るが西壁は比~U 。
低い。

壁 (i 。
壁 溝 lカマド部分を除き州墜に存在する。

ピット

床 面

カ マ ド

遺物

P 1 (12) P 2 (12) P 3 (12) P 4 (32) 

P 5 (32) (単位 cm) P 1・3が本住居

跡の柱穴であろう。

貼床が組主れており、F坦であるが西壁付

近を除き、軟弱である。

東壁南寄りに位置し、若干崩壊している。

袖は地山を凸状lζ践し、 f占tを貼り付け

たものである。煙illは途中IC段を有し、

そとから立ち上がるー

士師器

南壁iと三角状lと張り出し施設をもっ。

備
考 1C14測定値 930::!: 75 yB.P. 
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A-寸

T 

A--I 
4 

出

i 

ト-A'

アー∞

ト-A'

層忌士 備 :~ 

褐色 (10YR~) 撹乱

2 黒 色 (10YR汽) 撹乱

3 褐 色 (10YR先) 粘性強

4 黒褐色 (10YR%)

5 黒褐色 (10YR%)

6 黒 色(10 YR 1.Yi ) 炭化物混入

7 暗掲色 (10YR %) 粘性弱

8 I黒褐色 (10YR%) 

LU黒褐色 (10YR巧) 粘性弱、日占床埋土

第39図 S 1 013竪穴住居跡実測図
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γ
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A--1 ト-A'

B--l ト-8'

1I  I I L__L_j__J_斗_L~f'

i溺 土 色 備 考 層 土 色 備

l 淘色(7.5 YR F占性強、加熱令叉けているυ 7 烹(g色(10 YR t~it主~m

2 渇色 (10YR ) 十占1'1:強、 1間より加熱は弱い。 8 紫色 (10YR 2i ) 

3 I立問色 (10YRζi) も~t主~!3 9 I I僚制色(10 YR日) 粘t生始、!交樹色七ili入

4 虫色(10 YR 2/; ) 10 I I活協色 (10YR 立I絵lf立i二ilt入

E長t-iJE己(10YR 5 I U奇怯j色 (10YR F占性強

6 I泉街色 (10YR 12 lこぶいtrtn.1[立(10 Yk .，;) ) き15'[生

第40図 S 1 013竪穴住居跡カマド実測図
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第31表 SI 014竪穴住居跡観察表

挿
一
図
一
形

図

版

41 

19 

方形態

主軸方向 I N-21ゲ E

l面 積 I 17.5 nf 

法/ /東壁|西壁!南壁|北 壁

壁長!仰畑I371叫 413佃 I438叩

壁高 /3刊

量itl壁溝幅|ドl凶6刊 8叫c佃叶田m/一叫2-叫 l刊 0叩

壁溝深 /2-8叫一咽12-10叩 18-24cm 

確 認|地山面iζ確認された。

床面からほぼ垂直K立ち上がる 東壁が

最も高く、西側ほど低くなり、西墜にお
壁

いてはほとんど見られない。

壁 溝 lEtzz;、が、西壁を除く各壁』ζ構築さ

P 1 (59) P 2 (28) P 3 (63) (単位cm)

床面lζ土墳状のピットが3基存在する。
ピット

柱穴は検出できなかった。

貼床である。西ほど低く、東西端では10

I -15c皿の高低差がある。
床面

残存状態が非常に悪いが、南側床面iζ粘

質士、炭化物等の分布が見られ、南墜同

カ マ ド|寄りの位置に焼土が堆積している。乙の

付近lζカマドが存在したものと思われる。

土器、鉄釘 l、

遺 物

備 考
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B
lム

A-→ 

粘土

i D、

¥ c:> _，/-----， 
i 、"-，

¥ ニノ'¥
(/Jff¥ ー

ノ/ カマド j¥YJ 
¥// /f¥ ζ 炭化物)

イ I '"ー，，) ---... .'-，--，'-.// ¥ 

:←A' 

¥ 

T
l
B
 A-ーイ

麗 土 色 備 考

黒色 (10YR月) 粘性弱

2 黒褐色 (10YR yz ) 粘性弱、浮石混入

3 黒色 (10YRl・~) 粘性弱、 lζぷい黄樺色浮苔混入

4 明褐色(7.5 YR %) 貼床

5 にぷい黄褐色(10YR%;) 粘性弱

6 褐色 (10YR ~ ) 粘性弱

7 明褐色(7.5 YR % ) 粘性弱

8 にぷい黄渇色(10 YR Yi) 貼床

し」

-91-92-

、∞l
i一

F吋

ト-A'

c-ぺ トーc'

Ll ~ 

層 土 色 備 考

黒褐色(7.5 YR % ) 培褐色土混入

2 明赤褐色(5 YR %) 焼土

3 i乙ぷい黄掲色 (10YRお) 焼土混入

4 キ在 色(5 YR %) 焼土、日月黄褐色j也1-11二i二混入

5 黄福色 (10YR % ) 砂

6 黒褐色 (10YR %) 粘性弱

7 日昔掲色(7.5 YR %) 粘性~~

8 黄掲色 (10YR %) 砂

9 黒褐色 (10YR % ) 

第41図 S 1 014竪穴住居跡実演!図
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S 1 014撃穴住居跡出土遺物実測図第42図

SI 014出土遺物観察褒

挿図番号 第42図 1 第42図 2 第42図 3

苦是 干重 土師器喪 土師器護 土師器斐

法 口 f壬 (24)cm cm cm 

底径 cm cm cm 

主E主2主5 器 I罰 cm cm cm 

日ムロ ニ仁 細含かむいが 2- 5 mmの小石 石英粒が多く含まれる 石英粒が多い

焼 成 良 貴子 良 女子 良 女子

色 調 内外面ともに桂色 明赤褐 ~暗赤褐色 樟 ~ 赤 褐 色

成 形 粘土紐巻き上げ 粘土紙巻き上げ、

外 面 内 面 外 間 内 面 外 部 内 面

調 口縁 ユピナデ ユピナデ ユビナデ ユビナデ ユピナデ ユピナデ

日向 へフナデ ~フナデ ~'-フナデ ユピナデ へフナテ、、 ユピ十テ、.

整 底

イ蒔 考 外 面 に 炭 化 物 付 着 外聞に炭化物付着

挿図番号 第42図 4 挿図 番号 第42図 5

器 種 土師器護 器 種

法 口 f圭 C訂1 法 長さ 12.3crn 

底径 crn I隔 O.4crn 

量 器 I高 crn EE5亙3 厚さ O.4crn 

月ム口 ゴ二 石英粒が多い {結 ゑJろ

:~尭 成 良 t.子

色 調 褐 色

成 形

タト 面 内 面

調 口市設 ユピナデ ユビナデ

日同 へフナデ ノ¥ケナデ

整 底

つぺ
.U

Q
d
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第33表 51 015竪穴住居跡観察表

挿図

図版

形態

主軸方向
一一一T一一一一一一一回

面積

法

壁長

東 壁

570 cm 

43 

20、21

方形

N -20.(j'-E 

38.8 m 
西 壁 南 壁 |北 壁

580 cm 675 c 650 cm 

壁高 147-55叩 j7-16叫18-37叫29-44叩

量|壁溝幅 17-lOcm 1一 cm13 -15cm 1 -一cm

壁溝深「一 cmI一一 cmI一一 cmI一一 cm

確 認|暗褐色土中で確認された。

壁

壁

西壁は、他の壁より低いが、四壁ともし

っかりとした作りで、床面よりほぼ垂直

に立ち上がる。

東壁と南壁のカマドを除く部分jC存在す
溝|ー

、以。

P 1 (39) P 2 ( 6) P 3 (15) P 4 (52) 

P 5 (43) P 6 (30) P 7 (31) P 8 (28) 

ピット
P 9 (22) P 10(28) P 11 (20) P 12(17) 

P13(54) P14(38) P15(50) (単位cm)

本住居跡の柱穴は P1・5・6・7・10

床

.11・13・16""である。

貼床である。全体iζ平坦で、堅くしまっ

面目ている。

カマド

南壁東寄りに位置しており、残存状態は

良く、袖は粘土により作られている。煙

道は壁とともに急激に立ち上がる。

遺

備

物|土師器、須恵器、穂摘み具 2

考|

SK 019が重複する。新旧関係は、 S1 

015→ SK 019である。

焼失家屋である。び4iJ!IJ定値 111O:t75yB.P.
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第43図 S 1 015竪穴住居跡実現lj図

Q
U
 

広
U

ハ同
υ

泊
ー
よ

ト̂ 'A 

層 土 色 備 考

l 黒色 (10YR月) 黄褐色浮石混入

2 黒褐色 (10YR % ) 粘性強、黄掲色浮石多量に混入

3 黒色 (10YR 1.Yi ) *占性弱、黄補色浮石少量混入

4 黒褐色(10YR yz ) 粘性弱、黄褐色浮石混入

5 黒福色(10 YR % ) 粘性弱、貼床埋土

6 掲色 (10YR先) 粘性弱、暗褐色土混入、貼床埋土

7 褐色 (10YR勾) 粘性弱、黒掲色土混入

8 褐色 (10YR九) 粘性弱、浮石混入

9 黄櫨色(10YR %) 砂

黒褐色 (10YR日〉 撹吉L10 

11 砂層 SD 015護士、砂鉄混入

12 黒色 (10YR 1・Yi) 粘性弱、 SK019覆土

13 黒掲色 (10YR苅) 粘性強、 SK019覆土
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第話題 S 1 015竪穴住居跡出土遺物実溺図。

10cm 

第34表 S 1 015出土遺物観察表

挿図番号 第45図 1 第45図 2 揮図番号 第45図 3

器 種 土師器護 須恵器壷 器 種 穂摘み具

( 24 )cm cm ェ」ミー 10.5 cm 
法

底径 cm ( 7 )cm 
法

rlJ記 1.5 cm 

器高 cm cm さ 0.2 cm 

1ムロ 土 全体に細大かい
1 ....__ 3 rnrn の磯含む

細かし可 木質部付着

焼 成 良好 備 考

色 調 明赤福色

成 形 粘土紐巻き上げ ロクロ 挿図番号 第45図 4

外面 内面 タト 面 内面 器 種 穂摘み具

口縁 ユピナデ ユピナデ 長さ 8.9 cm 
調 法

1日 ヘラナデ ハケナデ 1.5 cm 
整

底 厚さ 0.2 cm 

刻胴上文部あにりへラ描きの

備 考 備 考

し一…
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第35褒 SI 016竪穴住居跡観察褒

挿 図 46 

図 版 2~ 、 24

青3 宵量 方形

主柚方向 N 28. (J' E 

面 積 19.1 rrf 

法 東 壁 西 壁 南 壁 北 壁

壁 長 324 cm 346 cm 350 cm 328 cm 

壁 I司ロ 15-47cm 8 -11 cm 21-23cm 8 -43cm 

量 壁溝幅 lO-22cm 8 -22cm 16-28cm 12-16cm 

壁溝深 15-47cm 9 -14cm 1 -3 cm 13-19cm 

確 島言刃位、 地山面で確認された。

北壁はSK015により切られているが他

壁 の壁は床面よりほほ垂直に立ち上がる。

壁 溝
ほぼ同一幅 ・深さで一巡するものとA号え

られる。

床面iζは検出されなかった。北側壁iζ

ピ
SK 015.;が重複する。

‘:J 卜

一|地山を床面と印刷している。緩やか

床 面!な凹凸を示し、西側IC傾斜する。

l有壁の東寄りコーナ一部iζ構築され、残

存状態は良好である。袖、天井は芯材と

カ マ ド!して石を使用しており、粘土を貼り付け

ているが、崩嬢している。煉迫は壁外iζ

緩やかな角度で立ち上がる。

上師器、須恵器

遺 物

備

S 1 018、5K015が重複する。新旧関

係は、 51 016r51 018である。考 Iv，，， ~ ， ~. -. -I 
4 5K 015 
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第36褒 51 017竪穴住居跡観察表

五一ー函T 48 

図

形

主軸方向

法

面積

壁長

壁高

量l壁間
唾構深

23、24

}j 形

N-61.5。ー W

15.4 rrf 

北壁

360 cm 

2 -17 cm 19 -20 cm 

一一ー一cm

→一cm

確 認|地山面で確認された。

墜

壁溝

壁は低く作られているが、部分によって

立ちとがり角度が異なる。

⑧ 

ノ'JJ~ 

。

。。
ピット

P 1 (l4)P2(9)P3(11) Ut11也cm)
tt穴は確認されなかった。 co 

o o 
口
0 0 

床

貼床であるが地山の僚が露出してlUj凸を

一・ぷす。
IH] 

eb
O 

腕 Jt寄り叫置す九ので、友広長1000 

カマド

;2:;訂;Jf;訂;に21lQσ0口
泊は緩やか川ち上がる。燃焼郎内にl

c

51Jo 0口
cmほどの住状の石を文脚として使mした'

らしし、。カマド内より多くの上師器}¥.を

111上した。

遺
物 I須恵器、土師器、砥石 1

備 J号

102 

&0 
0 
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一
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ト-B'

iーしはi
重量 土 色 辞者 考 !替 色 係i 主会， 
110明潟 fS( 1.5 YR % j 粘土質、焼成を受けている 10 I 9告漏色 (10YR :X; j f占↑'fニ ~~î

2 1票 色(7.5 YR I・'kJ f占t'Hi:l 11 祭 Il'.l色 (10YR % J i f，占性弱

3 I If自褐色(7.5 YR %) ?占性弱、焼土混入 12i'黄梅色 (10YR %) 粘土質、他部

4 1 B，月赤褐色 (5YR %) +占f生弱、焼土 13 黒 色(7.5 YR ~"í' ) 粘性弱

5 1 ff音若手褐色 (5YR %) f占性弱、焼土 141 ff奇栂色 (10YR%) f占f生弱、日月黄潟包L土混入

6 潟 色(7.5 YR Y.i) f占性弱 151 草褐色(7.5 YR 3-:;) 
7 1 I沼赤潟色 (5YR%) f占性弱、焼土 16 滋E音潟色(7.5 YRち〕

B 潟 色 (7.5YRf4 J 171 ff音燭色(7.5 YR 73 ) 
9 黒潟色 (10YR3-:;) 枯性弱

第綿密 S 1 017竪穴住居跡カマド実測密
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第37表 S 1 017出土遺物観察表

挿図番号 第50図l 第50図2 第50図3

器 種 土邸器護 土師器護 土師器部

口径 ( 23) cm ( 22 ) cm ( 14) cm 
法

底径 cm cm cm 
量

器高 cm cm cm 

目台 土
やや荒い

3 ----5 rnIllの小石を含む 細かい3 --5 lIlm大の小石を含む

焼 成 良好 良好 良 好

色 調 撞 撞 内外面ともに樫色

成 万三 粘土紐巻き上げ 粘土紐巻き上げ 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面

口縁 ユビナデ ユビナデ ユピナデ ユピナデ ユピナデ ユビナデ

調
i同 ヘラナデ ハケナデ ヘラナデ ユビナデ ヘラナデ ユビナデ

整
底

備 考

挿図番号 第50図4 第50図5 挿図番号 第50図6

器 種 土師器部 器 穣 砥

口径 ( 12.6 ) cm cm 長さ 13.4 cm 
法 法

底径 cm cm 幅 4.5 cm 

語一一品 cm cm さ 3.6 cm 

土 細かし 1 細かし可 重 519 9 

焼 成 立子 良好 質 流紋岩

色 調 外内面面 器lζぷ色い褐也 灰色 紙面4

成 売3 粘土紐巻き上げ ロクロ 備 考

外面 内面 外面|内

口縁 ユピナデ ユピナデ

調
A時 ヘラナデ

整
底

備 考
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第38褒 SI 018竪穴住居跡観察褒

帰 図 51 。
図 版 24、25 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-9.50-W 

面積 34.0 nf 

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 3J5 cm 342 cm 303 cm 377 cm 

イふ壁 宅f司吉r 犯-45cm6 -19cm 19-44c皿 7 -42cm 

量 壁溝幅 ーー一一一cm一ー一 cm 一一ー一cm ーー一一 cm
フ

壁溝深 ーーーー一 cm一一ー一 cm 一ー一一cm一一『ーー cm

確 昔副刃与、 地山面で確認、された。 v d o 
床面よりほほ垂直に立ち上がり、しっか 。
りとしている。 林道

壁
。。

壁 溝 口
縫認できなかった。 ζb 口

ピッ ト 。00 。
細かな凹凸を示し、住居内南半郎は堅く

しまっている。床中央部に粘土が堆積す 。
床面る。

陶.壁点寄りに位置し、保存状態は良好で 口ある。袖、天井ともに芯材11:石を使用し

カ マ ド ており、東側袖に倒れかかっている石は

支脚として用いられたものであろう。粘

土が貼り付けられているのが8鹿児、できた

土師器、紡錘車 2

8亡

。
遺 物

S 1 OJ6、SK009と重復するが、本住
。

居跡が新しい。 0 く色刷.，.備 考 c.‘年代測定値 J300 :t 80 y B. P. 

'-ー
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了

ト-A'

i5 

j菌 土 色 備 主!j

]黒 色(5 YR 1・;.{) 黄褐色i也山土混入

2 黒掲色(5 YR X' ) 黄福色地山土、炭化物混入

3 黒掲色(5 YR X ) 2層より明度、彩度が高い

4 黒 色(5 YR 1・;.{) 粘性強、炭化物混入

5 明褐色(7.5 YR % ) 

6 黒 色(7.5 YR封) 粘性強、炭化物多量lζ混入

7 I [f音掲急(7.5 YR ~ず) 粘性強

8 極暗赤褐色(5 YR弘)

9 明黄褐色(10 YR % ) 砂質

10 明黄褐色(10 YR % ) 砂質

11 黄種色(75 YR vs ) 砂質

-108-
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第54図 S 1 018竪穴住居跡出土遺物実測図(2 ) 

第39表 S 1 018出土遺物観察表(1)

第53図 1

色
一
成

第53図2

土師器護

(21.6)仁IIJ

第53lヌ13

i二姉~~t:不?

13.6 cm 
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第40表 S 1 018出土遺物観察表12!

第53図4

土師器q¥

第531現5

二l二目前

第53l司6

~ J二ElIIJ

( 12.8) cm 14.4 cm 

( 6) cm 

( 12 )cm 

cm 

b.9 cm cm 

焼

朝日かいか 7mm大ω小石を
〆三、-1♂ r、

z一う屯j

良好成!良好

調 i淡1笠色
L一一一一一一一一

成 !杉 i粘土紐巻き上げ

外面[内面

(ア
，
叶
/

掴ヒユ一アナヒユ

ナ
一「ノノ一アナヒユ

ヘラケズリ ユピナデ

，踊

LJ ~~言. M/iiJ部.こかけ
て全体の 1/1がニー
!底部はあげ底ぎみ、
レ状の圧痕あり。

0.3 cm 

( j 3.2 ) cm 

cm 

備考 訪
問

m

F
A
q
b
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第41褒 SI 019竪穴住居跡観察褒

挿図]I 55 

図版iI 26 

形態、 Jj 形

N-27SO-E 

⑧ 
。

壁

103 rrt' 

法

F班長

壁高

量出生。E
壁構深

確 認|池山耐で(i(i認された。

ノb
フ

壁
。。

稗|カマド西側を除き 24-94c田のl~さで断続

的lζa巡する。

J也山をそのままI-t:I(Uとして使川しており

句。
口

口
0 0 

0 

ピット

同;
細かな凹凸をjJ、す。 a:[foより 1-2ιmi .. 

而
で炭化物(アシ又はカヤ}か惇さ 1-5 cm 

でItJ*ffiHこ密集していた。 I r--.. 

附 ・回答りに位置しており、保臼状態 Ir-2U-- ー
は良好である。袖、天井部は枯土jζより 1-仁J

作られており、取側の袖ω先端には上帥

g~型破片が貼り付けられていた。姥泊・は

床より・段 1:がり、緩やかに立ち 1:が勺

ている。

。ロ
ロ O 口
。口

O~O 

口カマト

週 物
土師毘 。
SD 010が本住民跡の煙追を若干切って

おり、 SD010が新しい，

備 ;rl焼失家反である。

一 北西隅付近で粘仁が15cIIほど床面lより浮

いて検出された。

Cl4年代測定値 1060 t 85 Y B. P. 

。
ふ
ゲ

ー 113-
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層 土 色 備

黒褐色(10 YR ~~ ) 撹乱

つ 黒褐色(10 YR ~ ) 黄福色地山土混入

3 黒色(10 YR 3イ) *rlj性強、浮石混入

4 暗褐色(10 YR日) *古性弱、浮石混入

I 5 炭化物

5 黒色(10 YR I引) 粘性強

7 暗褐色(10 YR ~ ) す

第55悶 S 1 019竪穴住窟跡実;JtIJ図
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cm 

Clll 

cm 

2 

cm 

crn 

Clll 

調ナテ|ユピナ刊日ι寸
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第43表 SI 020竪穴住居跡観察表

挿 図 57 。
図 版 27 ⑧ 
形 肯~ 方形

主軸方向 N -15.ぴ-E

面積 13.5 rrf 

法 東壁 西壁 南 壁 北壁

壁長 350 cm 340 cm 357 cm 380 cm 

壁 fロ司 16-22cm ー一一一 cm8 -23cm o -20cm ノ占
量 壁溝幅 一一一-cm 一一ー一 cm 一一一一 cm 一一一一 cm

ラ

壁溝深 一一ーー-cm 一一一 cm 一一一一 cm 一ー一 cm

確 三四刃品、 時帰色土中で確認された。 百西壁とJヒ壁半分は存在しないか、東壁 ・ 。
南墜及び北壁東側は、床面よりほぼ垂直

壁
に立ち上がっている。

。
壁 溝 口

P 1 (7 ) P 2 ( 6 ) P 3 (12) (単位cm)

qコ口
ピッ

柱穴は縫J、できなかった。
卜 。。。。

床面は地山まで達しておらず、全体が暗

編色土である。

亡b円。 c9 床 面

残存状態は非常に悪く、カマド iζ使用さ

れたと 4えられる石と焼土がI刻壁東寄り
カ てr ド

』ζ分イIJするだけである。 o. 
口

u市器

遺 物 ハJ60
C 

SD 007が、住居廃絶後IC住居北側覆
。

備 考
土上lと必る。

くcノb 
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第45褒 SI 021竪穴住居跡観察表

挿 図 60 。
図 版 28 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N -17.00
- E 

面積 af 

法 東壁 西壁 南 壁 北壁

壁長 一一一 cm 一一一一 cm ーーーー-cm 555 cm 

壁 主『司主 20.......33cm 15.......20cm 一一ー一 cm18.......24 cm ノ占
畳 壁溝幅 JO.......23cm 8 -28cm 一一一一 cm14.......22cm 〉

壁溝深 J -22cm 3 -30cm ーーーー一 cmo .......20cm 

確 叩，，;心、 地山の上の編色土層中iζ確認された。 百床からほぼ垂直IC近く立ち上がる。 。
壁

林 道 。。
壁 溝 * ・北 ・同墜に存在する。 口

P J (33) P 2 (17) P 3 (7) P 4 (13) 

P 5 (30) P 6 (40) P 7 (17) P 8 (30) co 口
ピ ';J ト (単位cm)床面と壁構内IC8伺検出され 。。。

た。 P6はコーナー外方iζ向って入り込 。
んでいる。

地山を床としており、細かは凹凸がある 。
同lζ向って傾斜しており、東西端では約

床 面
30c皿の高低差がある。

SD 006に切断されて技存しないが、住 口
カマ ド

18雨東隅付近iζ焼土か若干分布しており

乙の付近』ζカマドが存在したものであろ

つ。

土師器 s亡

。
遺 物

SD 006とSD007 IC切られている。
。

備 考
勺くb

-120 
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色 (10 YR ) 
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第47表 51 022竪穴住居跡観察表

挿 図 61 。
図 版 28 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-19.0"-E 

面積 16.6 nf 

法 東壁 西 壁 南壁 北壁

壁 長 362 cm 364 cm 372 cm 436 cm 

壁 主『司主 42-47cm 25-33cm 29-32cm 30-46cm ノ上
量 壁溝幅 16-30cm 12-26cm lO-22cm 16-30cm 

〉

壁溝深 2 -4 cm 1 -9 cm 5 cm 1 -5 cm 

確 岱き刃己、 地山[前で確認された。 V 8 E3 
床面よりほぼ垂直に立ち上がり、しっか 。

壁 りとした作りである。 休 i邑 。。
* ・伺壁はSD006により切られる。

壁 溝
カマド点側の一部を除いて、ほぼ一巡す

る。 口
P I (20) P 2 (22) P 3 (33) (単位cm)

にじ柱穴はPI-3であるか陶.凶コーナーに 口
ピッ 卜

おいては確認できなか た。 。。。
P 3はSK (f) 033と吊復する。 ロ、|ぇtl.lで竪くしまっている。

床 面 CY {ごbrむi対I護団寄り lζiV.itlし、保存状態は良好で

ある 袖は芯材としてもを使用したもの

であるが、西側IJの袖は崩峻している。乙口。口 口
カ .マ ト れに伴い天井石も崩れている。文、燃焼

0・0 口部前面は、小判形lζ(123x65X5cm)03220口
鋸りくぼめられており、内部には 5倒の

石が半円状iζ配されている。

土師器

ぐSロロ
遺 物

SD 006とSK(f)033が丑復するが
。

備 考
新旧関係は SK (f) 033→ S 1 022 

くもノ> SD 006である。

-123-
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( )1  III 

層 3二 色 慌 :手号

字詰 色(10 YR % ) 粘土

2 里 色(10 YR汗) 焼土混入

3 黒 色(10 YR J.シi) 枯性強

4 黒 色(10 YR 1・7イ) 粘性強、黄娼色浮石混入

暗褐色(1 0 Yl~ 元 j 黒褐色土混入

6 掲 色(7.5 YR % ) 粘土

7 里 色 ( 10 YR 1・予t) 粘性強

8 黒掲色(10 YR ~ ) 

9 暗褐色(10 YR ~ ) 粘土

10 黒褐色(10 YR % ) *占性弱

11 暗赤褐色(5 YR % ) 加熱を受けている。

12 黒掲色(10 YR ~ ) 

T
i

∞
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第63図 S 1 022竪穴住居跡出土遺物実測函

第48表部 022出土遺物観察表

日i

仁日1

外面|内出|外面 i内面|外出 i内面 l外国 l内面

一アナヒユ一アナピユ ナド」ユ一アナピユ

ヘラナテ|ハケナテ!へラナデ ユピオサエ|ハケナテ、

ラオコシ|ノ¥ケナテ、ヘラナデ後にナテ。 1"/ / / 1 
底面砂多量に付着|両面に、間犬炭化
外国に煤状炭化年|
付蕩 lj I物付着

ワム



第49表 51 023 A竪穴住居跡観察褒

挿 図 64 。
図 版 29、30、31、32 ⑧ 
形 e宵~、 方形

主軸方向 N -18.00
- E 

面積 J 3. 2 rrt 

法 東壁 西 壁 南壁 北壁

壁 長 337 cm 354 cm 372 cm 368 cm 

壁 『ロ司 ー一一一-cm44-S4cm 40-S7cm 一一一一cm そdフ
量 壁満幅 IO-18cm 8 -36cm 8 -19cm ーーー一 cm 

壁溝深 1 -IOcm 2 -13cm 4 -9 cm ー一一一 cm

確 認 S 1 023 B床面粕査中iζ篠認された。 百-*・北壁は S1 030 B拡彊時lζ切除さ 。
れて存在しないか、市 ・西壁はしっかり 林道

壁
としたっくりで、ほほ垂直に立ち上がるe

。。
壁 溝

西壁溝は確認できなかったが、その他は

ほほ.同一幅、深さで確必された。 口
P 4 (32) P 5 (19) P 6 (41) P 7 (27) 

OJ 
ピッ

(単位cm)が柱穴である。 口
卜 。。。。

床 面 平坦で竪くしまっている。

1対壁凶寄りに位置し、保存状態は良好で c9 
ある。袖は芯材として仮石を使用し、さ

らに粘土を貼り付けているが、石は袖よ

カ てF ド り剥離している。燃焼部は若干掘りくぼ 口
められており二段になっている。

煙辺も石を芯材として使月lされたと考え

られるが、西側しか銭存しない。煙道は

床面より垂直に立ち上がり、緩やかに壁

外IC:出る。

8亡

。
遺 物

土師器、砥石 l、小月 l

S 1 023 Bは本住居跡を土台築して作ら
。

備 考
れたものである。

くcノb 
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第50表 510238 竪穴住居跡観察表

挿 図 64 

図 版 29、30、31、32

形 脅E 方形

主軸方向 N 19.00
- E 

面 積 22.8rrf 

法 東 壁 西 居二立率二 南 壁 北 酔ニヱニ

時ニヨニ 長 450 cm 448 cm 484 cm 456 cm 

壁 IモEコヨヨ 46--56crn 45--52cm 40--57cm 50--56cm 

量 壁溝幅 14--21 crn 8 --36cm 8 ，.._ 19cm 10'""-28crn 

壁溝深 2 --6 cm 2 ，._ 13crn 4 --9 cm 2 --10cm 

確 き回刃し、 暗褐色土層中で確認、された。

S 1 023 Aの南西壁を延長して構築している口いずれ，の壁もしっかりとしてお

居ニ定率二

り、ほぽ床面より垂直に立ち上がる。

時二玄二 溝 S 1 030 Aの壁講を延長使用しておりほぼ同一幅、深さで一巡する。

P 1 (30) P 2 (36) P 3 (33) P 4 (32) (単位cm)

ピ 、ソ ト

S102jAの床面を使用しつつ、拡張部分には、掲色土により貼床を施してい

床 面
る。平坦であり、堅くしまっている。

南壁東寄りに位置し、保存状態は良好である。袖は芯材として、人頭大の板石

カ
を使用し、さらに粘土を貼り付けている。天井も40cmほどの石を芯材として使

ーミF ド
用しているが燃焼部内に崩れている。煙道は壁とともに立ち上がっている。

遺 物

カマド東側i乙長袖98x短軸72x深さ39cmの小半Ij形のピットがある。本住居跡は

備 考
S 1 023の南・西壁を拡張、増築したものである。

口円
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層 土 色 備 考 層 土 色 橋 考

黒掲色(10 YR yz ) 粘性弱 5 黒色(1 () YR ) '1¥lit!:.rJ11、黄同色j出1111.混入

2 黒掲色(10 YR予言) 粘性強、 lこぶい黄樺色粘土混入 6 黒褐色( 1 () YR凡) 'l'llî 'l~!:f]号、 /1 

ト一一一一一一一一戸一一一一一一一一一一一一 一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一

3 黒褐色(10 YR ~2 ) 黄褐色地山土混入 7 黒褐色( 10 YR ) 

4 黒掲色(10 YR?3') 白色、 i明黄褐色浮石混入 8 黒褐色( 10 YR ~/2 ) 
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第65図 S 1 023 A • B竪穴住居跡実測図(床面精査後)
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第67図 S 1 023 B竪穴住居跡カマド実測図
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第51義 S 1 023出土遺物観察褒(1)

合口口o- 種 土師器翠 土師器聾 土師器護

口径 長佳 19.2cm.短径 17.5cm ( 21 ) cm 長窪 20.7cm .短径 19.2cm 
法

底径 (9 )cm ( 10.5 )cm ( 8.4 )cm 

器高 ( 31. 7 ) cm (29 )cm ( 31. 8 ) cm 

日台 土
0.5 mm小~諜1mmの小む石及び:2~ 細かし可 3mrn大の擦を含む5mrnの を合

焼 成 良好 良好 良好

ー色 明赤褐色 !樟ないし赤褐色 tt玉z王t 

成 形 粘土組巻き上げ 粘土紐巻きょげ 粘土紐巻き上げ

外 面 pヨ 面 j 外 面 内 面 外 面 内 面

口 ユピナデ ユピナデ ユビナデ ピナデ ユピナデ
調

1河 ナデ ハケナデ

底

着腕部に少量の炭化物質付

備

挿図番号 第68図4 第68図 5 第68図6

苦(j 種 土師器護 土師器饗 土師器鉢

口径 ( 19.6 )cm 7.4 cm cm 
法

底1主 cm cm cm 

cm cm cm 

日台 土 3......5細大の小石が多い 細かし1 細かし 1

焼 成 良好 好 好

赤褐色 培赤褐色 非揚色

成 万三 粘土紐巻き上げ

内 面 外 面 内 面

口縁
ユピナデ後iζ ハユケピナナデデ後lこ ユピナデ ユピナデ

調 ヘラナデ

』同 ヘラナデ ハケナデ ヘラナデ ユピナデ
整

底 ヘラナデ へラナデ

底面織物痕 両面に煤状炭化物付着

備 考

p
n
u
 

円

δ



第52表 SI 023出土遺物観察表(2)

挿図番 第69図 7 第69凶 8 J中区l番 話 9

号長 稀: 土師器喪 器 やJ1 1í!~ 壬i

法 口径 cm cm 法 長さ 12.3cm 

底箆 cm cm rTft¥ 6.5cl1l 

器高 Cl1l cm 厚さ 2.6cl11 

日告 土 細かい
やや荒い。細かい石

重 EEE三1Z. 270 g 
英粒が多い

焼 力支 良 女子 良 良子 石 1員 i疑灰

色 言問 赤褐色 自褐色 f布 ;号 砥国i3 一部!i)~Hl

成 司ヨ 粘土紐巻き上げ .JTfi図番 図10

外 面 内 外 面 内 而 器 柾( 刀

調 口 iす〈 ユビナデ ユビナデ ユビナデ ユビナデ 法 長さ 25.0cm 

日間 ヘラナデ ハケナデ .r，弓十干 IIJ&¥ 1.8cm 

整 底 5主 厚き O.2crn 

{荷 ;京Jf- (蒔 考 茎部欠損



第53褒 51 024竪穴住居跡観察表

挿 図 70 。
図 版 33、34 ⑧ 
形 態 方形

主 軸方向 N -16.0" -E 

面 積 33.2 rrf 

法 東 壁 西 壁 南 壁 北 壁

壁 長 580 cm 570 cm 585 cm 583 cm 

壁 主I司主・ 95 -98cm 56 -74cm 60 -91 cm 72 -89cm /}J 
量 壁溝幅 10 -25cm 7 -25cm 14 -20cm 7 -30cm 7 

壁溝深 6 - llcm 4 -10cm 6 -15cm 3 -4cm 

確 .. 刃也、 暗姻色土属中IL確認された . J δ O 
号車FEは本遺跡内で一番高くしっかりとした作 。
りである。

林 道
壁 u:函iより丞前lζ立ち上かり、その上部がわず 。。

かに外傾する。

壁 構 いす t"J7)墜にも存在するか、浅く断続的である。

P 1 (18) P 2 (26) P 3 (49) P 4 (48) P 5 (22) 
。

P 6 (2]) P 7 (15) P 8 (15) P 9 (13) PIO(16) 

cb 口P 1 1 ( 8 ) P 12( 38) (単位cm)

ヒ ツ ト 住穴iよ、 P2・3・4・9・11・12である。 P4・P12 。。内tζは(幅 25.5 、中央の厚き 9 、 I占~~潟のi・2 。
さ5cm)ほとの佳主主跡か残っていた。

ロ全体』ζ'f.tHである。
地山をそのまま床面としているか、フヲスコ θ 床 面 状ピ γ 卜を切る部分にはピット視上 11乙臥床 亡ち。を施している。

P4 ・ PI2を結ぶ線の南側の床由Iが非常に~い

一 トー .o24

0 l拘礁内寄りIL位置し捜上かI'}.く続検したため、 口伐{{状態は良好である

日口 口口仙iよ芯材lζ行を使用しており、イiの外側lζ粘

カ マド 1:を貼り付けて構築している。 。o口人刈イi(55cm程)は原形のままあるいはくた
けτ熱焼苦f~内K落ち込んでいた。

煙道は13l角度でILち上がる

1 '.帥~ >80 
口

遺 物

S K ( f ) 033を切って栂築しており、その断
。

面か住居北墜に見られた 住居廃絶、 t埋没後

くも/ 備 ~ jζS 0 012か綿築される。 S0 007はカ 7 卜

煙出部を切っている。新1日凶係は、 SK ( f) 

033 • S 1024 ・S0 007・012である

- 138ー
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一
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層! 土 色 備

i 黒 的(5 YR *~í性 ~Jß

2 黄禍ト長色日苦悩(福色 、) 

リっ ffiHー呂ト 色10(YR755会つ ) 2 層より El月度・ :~~I支がえ号ちる)

.!} I !iI:i_ 色(7.5 YR九) 員褐色J出LLI土出入

5 黒 色(7.5 YR 黄1%\ 色地[lIUI~入

5' f 思 色(7.5 YR l'占性5iD. JL~ より!J't同色 1 ..11;;;.1誌に配人

6 I l立褐 色(10 YR 5/8 ) ifllJ↑作詞

7 黒褐色(、 7.5YR九) // 

8 黄 ji}J色(10 YR % ) H 

9 黒椙色(10 YR行) // 

10 にぷい黄褐色(10 YR ) n 

11 明赤褐色(5 YR :/6 ) 焼土、炭化物がサンドイツチ状にはさまれる。

12 黄福邑(10 YR % ) 黒褐色土混入
ト一一ー

黒己褐色花)十褐色IIOYR弘f13 
/1 

14 黒褐色(10 YR九) 黄褐色i也山土混入

15 男ミ 色(10 YR引) 砂質

lfi 盟四 色 (10YR 粘性弱

17 黒褐色 (10YRち) 黄褐色地山土混入
s 

18 黒 色(7.5 YR ~í ) 

~黒 色(7.5 

じ」
1
 

i
 

つ』

第 70図 S 1 024竪穴住居跡実現Ijsl
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第71図 S 1 024竪穴住居跡カマド実測図
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B→ 

u 
i 

仁)0

U 

婦 土 色 備 考

1 掲 色(7.5 YRY3 j 

2 褐 色(7.5 YRY3 ) 黒色土混入

3 黒織色(7.5 YR九) 積赤褐色上混入 1

4 I H::ぶい貧褐色(10 YR X') 

5 階赤褐色 (5YR ~) 褐色土混入

6 黒褐色 (10YR~) 褐色土混入

7 I ff音赤褐色 (5YR~) 

8 掲 色(7.5 YR:Y:i) 黒褐色土混入

9 掲 色(7.5 YR:Y:i) 

10 掲 色(7.5 YR %) 粘土質

11 黒褐色(7.5 YR九)

12 黒掲色(7.5 YR九)

13 黒褐色(10 YR九)

14 明潟包(7.5 YR %) 

15 潟 色(10 YR %) 
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挿図番号

種

第55表 S 1 024出土遺物観察表(2)

第72図3

土師器杯、@坑?

( 13) cm 

いし掲灰色

上げ
了一一

crn 

crn 

crn 

内面

ハケナデ

ハケナデ

細かい

43 

第72図 4

土師器饗

crn 

9.2 cm 

crn 

crn 

細かし、

第72図5

土師器護

底面荏状庄痕

第花園8

crn 

6.6 cm 

crn 

cm 



第56褒 SI 025竪穴住居跡観察褒

挿 図 73 。
図 版 32、35、36 ⑧ 
形 態 方形

主軸方 向 N-7.50-W 

面 積 10.2 nt 

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 288 cm 。10)cm 314 cm 315 cm 

壁 主『司主 40-58cm 38-43cm 51-62cm 34-50cm ノd
量 壁溝幅 一一一-cm 一一一一 cm 一一一一 C皿 一一一 cm

7 

壁溝深 一ー一-cm 一一一一 cm ーー一一 cm ー一一一 cm

確 叩a，;C;， 暗潟色土届中lζ確認、された。 ug 
西壁はS1 0201C:より切られているが、 。

壁
その他の壁はほぼ垂直iζ立ち上がり、し 林道 。。
っかりと作られている。

壁 溝 口

亡b 口
ピッ ト 。。~ 。

ロ地山をそのまま床として使用している。

平岡である。 。
床 面

・-・・0ー.0S 1 925 
1 026 

南壁の中央よりやや東寄りに作られてい000 口る。袖は芯材として石を使用している。E口 O 口カマ ド
煙辺部は半地下式で床面より緩やかに延

びて 150ωほど壁外に出ている。 。。口
土師器、鉄釘l

遺 物 8亡
ロ

。
備 考

勺も 」
-144ー



S I 026土層

騒 土 色 線 華J子

1 黒褐色(10 YR:y' ) 

2 I誌協色(10 YR ~) f占性強

3 主誌編e， ( 10 YR ~.:; ) Z主潟E地LiJ土J記入

4 日吉福E ( 10 YR % ) tMtJ:強、裁縞主主j也山二iニ混入、

Jム" 

A 
黒十島色(!O YR %) I t占↑生強、網目二浪人

i m樹色(7.5 YR :y， ) f占性強

7 I ~唱潟色( 7.5 YR'Y; ) 

ru--4 i 

おーぺ ¥ I S 1 [)L:1 

:寸 ~ 
⑬ 噛

制ト-B'

〉
A' !凶1 94P 

S I 025土層
IIIJ1::11 

@ 

題 土 色 備 1・3チ

1 I B~策潟色( 10 YR % ) 策潟色池山土浪人

2 明資+潟続色褐色(i(O10YRYR%%) ) ブロック状

3 I ~草褐色( 10 YR:Y， ) 

4 窯 色 (10 YR 3イ) 粘性強

5 黒 掲 色 (10 YR火) 粘性強、 2童福色i也LU土浪人
λ{  ¥¥¥ )}込¥ S 1026 

5 泉潟色 (10YR:y'l 言竜栂色浮i伝多援にil:t人

7 I W 色(10 YR:% ) 資総色浮石少量混入

8 黒 褐 色 (10 YR %) 黄Is色i手石多量に混入

9 累 色 (10 YR 1・~í) f占f生強
tプ / I~ υ()グラ/ T T 

C 
にJ

B-→ I II  ト-B'

第73図 S 1 025 • 26竪穴住層跡実測図

-145-146-



第57表 SI 026竪穴住居跡観察褒

挿 図 73 。
図 版 32、36

⑧ 形 態 方形

主 軸方向 N-19.0"-E 

面積 20.7 n1 

法 東壁 西壁 南 壁 北壁

壁 長 432 cm 410 cm 476叩 456 cm 

壁 軍f司当r J6-35cm 12-19cm 18-34cm 18-26cm ノJ
量 壁溝幅 18-28cm 18-30cm JO-28cm JO-34cm 7 

壁溝深 18-26cm 19-50cm 20-31cm 14-27cm 

確 認 暗燭色土婦中で纏認された。 us 
壁

ほほ垂直に立ち上がるが、暗褐色土部分 。
は軟らかい。 林道 。。
カマト部分を除き、ほぼ同一幅で巡る。

壁 溝 全体的に深〈 、中iζ ビット状の凹みが幾

っか見られる。 ロ
P J (23) P 2 (27) P 3 (53) P 4 (23) 

亡bP 5 (40).P 6 (39) P 7 (19) P 8 (19) 口
ピッ ト

P 9 (28) P 10(26) P 11(29) P 12(30) 。。。
P 13(41) P 14(37) P 15(34) P 16(27) 。
P 17(42) P 18(42) P 19(58) P20(66) 

P 21(46)(単位c・) 。
，'，¥¥偏色土で貼床がなされたもので平坦で

あるか軟弱1:ある。貼床埋土は全体』ζ厚 ・1・・0・・0S1025 

床 面 102・
く20-35舗の厚さを測る。 000 口
市壁点寄りに作られているが、 SD012 

により点側の袖、煙迫が切除される。袖 。o口カ .マ ド は石を芯材としたものである。

念。口
土師器、垂飾品 1、不定形石器 I

遺 物

S 1 025・SD012・013と重複する.
。

備 考
新旧関係はS1 025→ S 1 026→ 

くもノSD 012・013である。

-147-
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第74図 S 1 025竪穴住居跡カマド実演l図
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第75図 S ! 025繋穴{主題跡出土遺物葉剤図

第58表部 025出土遺物観察表
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第59表部 026出土壇物欝察表

挿図番 第77図 l 第77図 2 第77図 3

器 種 土師器護 土師器護 土師器護

法 口径: (24.2)cm (16.2)cm cm 

底径 cm cm cm 

器高 cm cm cm 

日ムロ 土 1 ~ 3 mmの小石含む 3 ~ 5 mm大の小石含む
1 ~ 2 mm大の機及び茎母
を含む

焼 成 良 女子 良 女子 良 蛙

色 調 明赤褐色 援 色 赤褐色

成 形 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面

調 口縁 へラナデ ユビナデ へラナデ ユピナデ ユビナデ ユピナデ

目何 へラナデ ユビナデ へラナデ、 ハケナデ へラナデ ノ¥ケ十デ

整 底

f藷 考
内面に媒;1犬炭化物付着

挿図番 第77図 4 挿図番 第77図 5 第77図 6

器 種 土師器 器 経 不定形石器 垂飾品

法 口径 (4.5)cm U、-LZ 長さ 11.1cm 4.2cm 

底在 (4.5)cm i幅 5.4cm 1.0cm 

*主Etr1 主符7王1 3.0cm ムe' 1.6cm O.7cm 

2台 土 1 mm大の/j、石含む 重 66 g 3.1 g 

焼 成 良 女子 石 質
←回マーA

弓'-'ヨt 凝 灰

色 調 明赤褐色 イ蕗 タJ守

成 背三 手 まュ

外 面 内 語

調 口音読

目同 ユピナデ

整 底 へラケズリ へラナデ

f蒲 考

一-152



第60ft 51 027竪穴住居跡観察褒

挿 図 78 。一
⑧ 図 版 32、37

一
庁3 肯定 方形

一
主軸方向 N -SS-w 

面積 16.5 nf 

法 東壁 西 壁 南壁 北壁

壁 長 375 cm 355 cm 400 cm 400 cm 

壁 言『司r 30-52cm 8 -3Scm 22-33cm 20-S3cm ノb
量 控溝幅 ー一一一cm ー一一一cm 一一一cm ー一一一cm 〉

トーー
壁溝深 ー一一 cm 一一一一 cm ーー一一 cm 一ー一一 cm

砿 BEU J 暗褐色土府中で舵ぶされた@ ヨ一
四壁とも溝により切られているが、 t本:面 。
よりほほ.蚤tlllC立ち上がる 林道

壁 。。
一
壁 構 口一

亡b ロ
ピッ ト 。。。。

内側IC緩やかに傾斜し、堅くしまってい

床 面 と浮いているo I ，...，U _ 5 I 0 2 1 

。
南壁蛸り叫する・西側の袖は鮎 。口状態が良くない。袖は閣として27叫 。

カマ ド どの仮石を使別し、粘土を貼り付けたも 口
のはえられる削減より垂直川 口
ち上がり、緩やかに堕外lζ出る。

土師器、穂嫡み具2 ce亡
ロ

遺 物

本住居跡は SD003・004・0151ζより切 。
られている.

くもノ
備 考 焼失家屋である。
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ト-A'

下
i
B

7 

Aー→ S ト-A'

い
m
 

1
よ

麗 土 色 備 考

l乙ぷい黄撞色(10 YR % ) 粘性弱

2 極暗褐色 (7.5YR % ) 粘性弱、焼土混入

3 暗 褐 色 (7.5YR弘) 粘性強、福色土、焼土混入

4 暗 褐 色(10YR % ) 粘性強

5 暗 き旨 色 (7.5YR % ) 粘性強

6 掲 色 (10YR弘) 粘性強

第78図 S 1 027竪穴住属跡力マド実測函

4
 

p
h
u
 



、t
，ノ・
8
B
B
'
t
E
e
a
E
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よ

T
ー
∞

m
 

っru

層 土 色 備 考 層 土 色 備 考

黒褐色 (10YR弘) 粘性強 6 黒補色(10 YR o/z ) 粘性強、焼土、黄褐色地山土混入

2 黒褐色(10 YR % ) 焼土少量混入 7 黒褐色 (10YR弘) 粘性弱 H 11 

3 黒鴇色(10 YR % ) 焼土、黄褐色地山土混入 8 黒色(10 YR X' ) 粘性強、炭化物混入

4 黒褐色 (10YR弘) H 軟 質 9 黒褐色(10 YR o/z ) Jゲ

5 黒褐色(10 YR % ) N 黄褐色地山土混入 10 黒掲色(10 YR % ) 焼土、炭化物混入

第7事国 S 1 027竪穴住居跡実測図
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第61表 511告27出土遺物観察襲(1)



第62表 SI 027出土遺物観察衰(2)

持国番 第80図 3 第80函 4 第~O図 5

器 種 土師器禁 土師器護 土師器護?

法 口径 cm cm cm 

底径 cm cm (6.9)cm 

器高

目ム口 土 1 ~ 3 mm大の礁を含む 1 ~ 2 mm大の小l喋含む 長田かし 1

焼 成 良 女子 良 女子 良 女子

色 調 明赤褐色 赤褐色 明赤褐色

成 背3 粘土紐巻き上げ 粘土紐巻き上げ 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面

調 口縁 ユビナデ ユビナデ ユビナテ、、 ユビナデ

1同 へラナデ ハケナデ ヘラ十']-" ノ¥ケナテψ ノ¥ケナテ、、

整 底

イ蕗

挿図番号 第80図 6 挿図番号 第80図 7 第80図 8

器 種 土師器土手? 器 種 椋摘み具 器摘み具

iヱ4三- 口窪 cm i:長さ 11.5cm 6.2cm 

]底径 (5.6)cm i幅 2.2cm 1詣 8cm

つS白EE1T 言I司ず cm うま 0.3cm O.2cm 

日台 土 静岡かい f席 一部欠損 一部欠損

焼 成 良 立子

色 調 に~'い糧色

JJX: 青3

外 面 内 面

調 口主義

日開

整 底

イ蒲
底部回転糸切り

-158-



第63褒 51 028竪穴住居跡観察褒

帰 図 81 。
図 版 37 ⑧ 
形 .貧‘包E・ 方形

主軸方向 N-15.00-E 

面積 5.9 nf 

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁 長 260 cm 250 cm 205 cm 235 cm 

壁 fE司3 13-20cm 3 -8 cm cm 3 -lOcm タ
量 壁溝幅 一一一一 cm 一一一一-cm 一一一cm 一一ー一-cm 〉

壁溝深 ーーー一 cm ー一一一 cm ー一一一cm ー一一一ー cm

確 a忍 E音褐色上中で確d、された。 ug 
接存する壁はいすれも低いが、ほほー垂直 。

壁
jζ立ち上がるものである。 株 Jti 。。

壁 i再 口一ー
Pl (7)P2(26)P3(ll)P4(6パ単位cm)

亡b 。柱穴は確必できなか 3た。
ビ “J 卜 。。。

ロ地山を使用しており、内側lζ緩やかに傾

斜する 軟弱である S I 0 2・ θ 床面

南壁の東寄りに位置する。 SD015によ 口り切られており、残存状態は忠L、。袖は

地山を凸状iζ残した上に石を置き、周閥
カマド

を粘土で貼り付けたものと考えられる。

燃焼部中央lζ挙大の僚が支脚として使用

されている。煙道は緩やかに立ち上がる。

c&c 
。

遺 物
土師器

SD 015・012・013によって切られて
。

備 考
いる。

くもノ
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C
心
的
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N
H
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口
∞

T
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L 

軍)

ト-A'
A一一ベ

2 

麗 土 色 備 考

黒褐色(10 YR % ) 粘性~5;j

2 暗褐色(10 YR ~ ) 

3 黒褐色(10 YR % ) 粘性弱

4 暗褐色(10 YR % ) 粘性強

5 黒褐色(10 YR % ) 

8 黒福色(10 YR % ) 粘性弱、暗掲色土混入 j

ハU
l
-
-
i
l

S 1 028竪穴住居跡実測図第81図

160-

器 種 土師器斐

法 口{~ cm 

底径 cm 

5E3 主 器 cm 

日ムロ 土 細かい

焼 成 良好

色 調 明赤褐色

成 形 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面

調 口会設 ユビナデ ユピナテ

目前 ヘラナデ ノ¥ケナデ

整 底

SI 028出土遺物観察表第64表



B
iム L 

A-斗

ミー
士ヤ

ー=司
副
~ jj='J 

df-1 

器
ふJ

5出

T 
ア

i
国

トーA

l~十

ι 

層 土 色 備 アJ 

黄褐色(10 YR % ) 

2 黒褐色(7.5 YR ~ ) 粘性弱、焼土混入

3 黒褐色(7.5 YR yz ) 粘性強

4 暗褐色(7.5 YR % ) 粘性強、焼土多量に混入

5 黄褐色(10 YR % ) 粘性弱

6 黒褐色(7.5 YR yz ) 粘性弱

7 灰黄褐色(10 YR ~ ) 

S 1028出土遺物

o 5 cm 
第82函 S 1 028竪穴住臆跡カマド実測図
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第65褒 SI 029竪穴住居跡観察褒

挿 図 83 。
図 版 38 ⑧ 
形 態 不整形

主軸方向

面積 一一-of

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 ー一一一 cm 一一ー一cm 一一一cm 一一ー一 cm

壁 高 ー一一一 cm 一一一cm ーーー一一cm -一一ーー cm タ
量 壁溝幅 ー一一 cm ー一一一cm ーー一一cm 一一ーー cm

、〕

壁溝深 一一一一 cm 一一一一 cm ー一一一 cm 一ー一一 cm

確 ま田河ム、 地山面で確認された。 M ロEコ
ほとんど直線的箇所はなく、不整形で浅 。

壁
く、床よりやや緩やかに立ち上がる。 林 道 。。

壁 溝 口
Pl(6) P2(1O) (単位咽)

亡b 。
小ピットは多いが、住穴らしいものは確

ピッ ト
認できなかった。 。C。

ロ
木の根などにより撹乱されており、激し

床 面
い凹凸を示す。 csO Qi 

中央付近iζ焼土(50x35cm)と集石を確認00 0 口
カマ ド

した。大きく崩話題しているが、カマドで。口 O 口
あろうと思われる。 ‘02tQ口
土師器

遺 物

8亡
ロ

木の板、その他により、崩媛の激しいl! 。
織であるが、遺物出土状態、カマドの存

備 考 在から住居跡であろうと考えられる。

くもノ住居跡西側は、調査範囲外のため調査で

きなIJ'った。
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{jf 
マ3

8 

べ、A'

A---1 ト-}¥'

層 土 色 備 考

黒褐色(5 YR釘 j 粘性~~

2 暗赤褐色(5 YR ys ) 粘性弱

3 黒掲e， ( 5 YR勾) 粘性弱

4 褐 色(7.5 YR ~ ) 粘性弱

5 黒褐色(5 YR釘) 粘性弱

6 i乙ぷい赤褐色(5 YR ~ ) 

7 赤褐色(5 YR % ) 粘性強

第84図 S 1 029竪穴住窟跡力マド実測図
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第66褒 51 030A竪穴住居跡観療褒

挿 85 。
図 38、40 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N 7S W 
一

面積 8.6 nf 

法 東壁 西壁 南~ 北壁

壁 k ーー一一一cm 275 cm 一一一一一cm 270 cm 

壁 『ず叫ず1 一一ー一一cm36-48cm 51-67cm ー一一一-cm ノゐ
量 壁溝幅 ー一一一一cm8 -19cm 20-25cm ー一一一一C皿

ミ)

堕溝深 '一一一cm4 -lOcm 6 cm ーーーー-c田

確 空町~、 S 1 030 B床面を附査中lζ6t!edれた。
'VB 

南北壁のみ艦認できた。床面より垂直に 。
壁

立ち上がる。 体遺 。。
壁 構 口一

P 3 (29、P5 (24) P 6 (18) Ul1lv:c・)が

亡b 。
ト |ド柱F坦穴でで撃ある

ピッ 。。• 。くしまる
5 I・3・

θ 除 面

亡sむ
一 000 南壁西側』ζ位置するもので、保存状態は 口良好といえる 。口 00

袖部は西側のみが妓存するか、石銭僚がJou口カマ ド 縫語、され、芯村11:石を使用しt-ものであ

ろう。

煙道部は、 97cmほどで緩やかに壁外iζ山

ce亡

。
ている

遭 物 上師器、木製品 l 。
備 考

くもノ
-165ー



第67表 510308 竪穴住居跡観察表

挿 図 85 

図 版 38、39、40

形 常巨 方形

主軸方向 N 3.50-W  

面積 20.2 rrf 

法 東 居ニ2率二 西 壁 南 居ニ主宰二 北 壁

酔ニ主二 長 430 cm 435 cm 430 crn 430 crn 

酔ニ士二 f司Eコ 68--82cm 36--48cm 51--67 crn 51 '""61 cm 

量 壁溝幅 12--23cm 8 --19 cm 20--25cm 14--26cm 

壁溝深 4 --8 cm 4 --10cm 。--6 crn 4 --8 cm 

確 き白刃む、 暗掲色土中で確認された。

S 1 030 Aの南壁ー西壁を延長して講築している。四壁とも床面より垂直に立

酔ニヱ=ニ

ち上がるしっかりとした作りである。

居ニ2幸二 溝 南壁を除き、同一幅、深さで構築されている。

P 1 (29) P 2 (20) P 3 (29) P 4 (33) (単位cm)が確認された。いずれ

ヒ。 も柱穴である。 P3はS1 030Aからの再利用である。
ツ ト

S 1 030 Aの床面を同一レベノレで拡張している。焼土、炭化物がほぼ床面全域

床 面
lζ認められた。

南壁lζ2基確認された。当住居跡iζ伴うものは東寄りのものである。保存状態

は良好である。袖部は壁と接する部分に若干残るが、芯材として石が使用され
カ ーミ「 ド

たものであろう。煙道部は床面のレベノレから緩やかに 115cmほど壁外に出てい

る。

遺 物

本住居跡は S1 030 Aを拡張したものである。

備 考
カマドピット内の底部より木製品が l点出土した。焼失家屋である。

ρ
h
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第85図 S 1 030 A • B竪穴住居跡実現リ図 ιJ 
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ト-"~'

ト-A'

つ

LU

層 土 色 儲 考

l 黒褐色(7.5 YR ?2 ) 黄褐色地山土混入

2 黒褐色(7.5 YR九) 白色浮石、黄間色地山土混入

3 黒掲色(7.5 YR日) I層と同様、話J色粘上出入

4 黒褐色(7.5 YR % ) 粘性強、黄褐色地山土混入

5 黒掲色(7.5 YR ~/~ ) 粘性強

黒色(7.5 YR 1・7イ) 粘性強

7 黒褐色 C7.5 YR ~/2 ) 粘性強、白色浮石混入

8 黒掲色(7.5 YR予i') 白色浮石多量に混入

9 黒掲色(7.5 YR ~'i ) 黄褐色j塩山士混入

10 黒掲色(7.5 YR % ) 黄禍色地山土混入

11 黒褐色(7.5 YR勾) 黄褐色地111土多量に混入
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第86図 SI030A.B竪穴往居跡炭化物@焼土分布状況函
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σつ

B→ 

T 
u 

A→ ト A'

1三子
↓
 

B
 

←B' 

。 1m 

麗 土 色 備 考

黒揚色(10 YR % ) 明黄福色土混入

2 黒掲 1色(10 YR完) 粘性強

3 褐 色(10 YR ~ ) 粘土、天井部

4 黒 色(10 YR 31 ) 掲色粘土混入

5 黒掲色(10 YR勾)

5 暗褐色(10 YR % ) 粘性強、褐色粘土混入

7 暗赤褐色(5 YR九) ;焼土

8 黒褐色(10 YR yz ) 粘性強、焼土混入

9 黒 色(10 YR X ) 粘性強

10 黒褐色(10 YR yz ) 黄福色粘土混入

11 褐 色(10 YR ~ ) 粘土

12 黒 色(10 YR 31 ) 粘性強、焼土混入

第87函 S 1 030 A竪穴住居跡カマド実測図
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第69表 SI 030出土遺物観察表(2)

前出1[':<1日

('111 

(白111

('111 

木市三tミIjこ 口口~! 

6.7cm 

1.lcm 

1.0cm 

B住居跡、灰だめ施設よ

173 

tX~ x ~iI 'xl (i 

キ111 か L、

n uf 
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ギ1
1仁川11・2ささ 1..( -r 

('111 

じ111

(・111

1(11 

/ 



第70褒 SI 031 A竪穴住居跡観察褒

挿 図 90 。
図 版 41、42 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-l.OO-W 

面積 一一一_rrf 

法 東壁 西 壁 南壁 北壁

壁 長 460 cm 450 cm ー一一一一一cm 448 cm 

壁
主同主・ 一一ー一一cm13-20cm 23-34cm ー一一一-cm ノb

量 壁溝幅 7 -20cm 一一一一cm 一一一一一cm16-42cm フ

壁溝深 8 -11cm ー一一一一cm ー一一一ー-cm2 -7 cm 

確 ま匹刃、 S I 031 B床面iζ確認された。 vg 
北壁 ・東壁は存在しない。 。

壁 西壁 ・南壁は傾斜の急なしっかりとした 林道

壁である。

。。
壁 溝

東壁 ・南壁が存在する。非常に浅く、か

つゆがんでいる。 口
P 5(22) P 6(10) P 7(8) P 8(10) 

亡bP 9 (30) P 10(30) P 11(10) P 12( 7) 
。

PI3(9) PI4(1l) P15(14) P16(13) • 。。ビ ツ ト P 17(34) P 18(20) (単位cm)

床面や壁溝内』ζ不規則なヒットが多b、。
口SI 031 

乙のうち P5・9・18等は乙の住居の柱

仁P穴であろう。

c!b
O 

地山を床面としており、細かな凹凸が多

床 面 b、。 口
南壁巣寄りに構築されている。袖ははっ

きりしないが、燃焼部の天井として、35

カマ ド x 15cmほどの石が残っている。その他の

石も袖の芯材として使用されたものであ

08G 
。

ろう。

遺 物 上師器、磁石5、金属器 l

住居跡東側 ・北側をそのまま鉱張して S
。

備 考
03J B住居跡としている。

むも
ーー孟孟孟司
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第71表 SI031 B 竪穴住居跡観察表

挿 図 90 

図 版 41、42

形 台旨 方形

軸方向

面積 30.9 rri 

法 東 思二士率二 西 ニ酔主二 ニ時主エ 北 壁

息ょ主苦二ち 長 518 cm 532 cm 554 cm 550 cm 

壁 向Eコ 57--o6cm 1 --16cm 12--52cm 5 --59cm 

壁溝幅 10--34cm 4 ~12cm 6 --16cm 2 ~ 9 cm 

壁溝深 2 --6 cm 2 --3 cm 1 --4 cm 0--2 cm 

確 言由刃し、 地山面で確認された。

東壁が最も高く 60cm以上を測るが、西ほど低くなる。床面よりほぼ垂直に立ち

酔ニヱニ 上がる。

壁 溝
非常に浅いが東壁には確実iζ存在する。南東コーナ一部、北西部にもわずかに

存在する。

P1 (7) P2 (8) P3 (6) P4 (6) (単位cm) 4コーナーにピットが

ピ ト
あるが、，いずれも浅い。

、ソ

S 1 031 Aの壁溝等iζ貼床している。拡張部分の床面は平坦である白

床 面

南愛東寄りに位置する。残存状態は悪く、袖の芯材にした石が若干残っている。

カ てず ド
煙道は緩やかに立ち上がる。

北東コーナー付近の床面からほぼ完形の護形土器が出土している。

遺 物

S 1 031 Aを拡張したものである。住居跡廃絶後!C:SD 012が、北西コーナー

備 考
付近を通って構築される。
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A 
一一イ

A 
ι→ 

層

2 

3 

4 

l I ムム_j__j

土 色 備 菜J子

黒褐色(7.5 YR 弘) 黄掲色地山土混入
『

黒 色(7.5 YR 封) 小磯混入

極暗褐色(7.5 YR %) 黄褐色地山土混入

暗褐色(7.5 YR %) 灰白色、黄褐色浮石混入

第90図 S 1 031 A • B竪穴住居跡実測図
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む

寸

弘

扇 」ニ 色 備 二台 層 i 色 備 手7

1 !II有地色 [ 10 YR .% ) 1占{生強 15 黒再j色 (10YRユ三) t，lî ニ!こ il~ 人

2 IlIiHlo(t (10 YR ')1， ) 十占↑~，'i!i， 16 i i.sl色(7.5 YR '，i ) *Mi!:強

3 I i品色(7.5 YRン， ) 干占l'E'i!ii 17 褐色(7 .. S YI， '6 ! 1制混入

4 I ~U泌色 (10 YR九) joM生強、おilJ色士、炭化物/民人 1目 録制局包， 7.5 YR 2'2 ) 'tl!j"j'お虫、ぬ色 i 、対色土、炭化~VJa~人

5 I ¥1.¥品(10 YI< 't}itt強、 jl'ld:.i犯人 19 茂樹色(10 YR勾) f占↑l台1

6 I 溺色 110YI< ) 1占役務、小!球続ノ久 20 蒸潟色(10 YR 粘十1強挑上浪人

7 I .¥日制色 ( 10 YR 2/:， ) 粘'tt鏡、 氏、 焼t.iJ主人 21 黒色(7.5 YR f占f主強

8 男Jf~色( 10 YR ) h'i'lt~~{ 、位二1::Hf.入 22 栂色 (10YR ~6 ) 下占f生強

9 I ~立色 (10 YR 1パ) tM生強i 231資総色 (10YR 千占{生強

10 品j 色 (7.5YR父7 粘性強 24 黒褐色 (10YR ) 協色混入

11 赤Illl@' ( 5 YR ys ) f，lil'!:弱、 jj'I;土 25 I U喜納色 (10YR ) F占|主強、被?主浮イ，1民一人

12 黒色 (7.5YR?i ) 結役強 26 黒偶色 (10YR九)

13 烈総色 (10YR :Y2 ) 焼土、主主化物混入 27 褐色 (10YR付)

14 I思掲包 ( 10 YR与を) 1'ii↑1，'強 L-

第91図 S 1 031竪穴住居跡力マド実現リ図
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第93図 S 1 031竪穴住窟跡出土遺物実灘間(2 ) 
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第72表 S 1 031出土遺物観察表(1)

第92図 i

土師器護

長径24.1cm.短佳23.3cm

( 10 )cm 

奇G92!司3

7 cm 

手111かい{由、i主王子わずかに合む

外r1il 内

ユピナデ ユピナデ

ユピオサエ!ハケナデ

ユピオサエ ハケーナデ

底面iこ圧痕

cm 

l
 

n
H
 

F
L
 

ヘラナデ

備
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第73表 51 031出土遺物観察表(2)

挿図番 第93図 7 第93図 8 第93図 9

器 種 石s 石 石E 石 石丘 石

法 長 さ 11.2cm 10.lcm 27.0cm 

中高 5.3cm 4.8cm 14.0cm 

豆E当主 厚 さ 4.7cm 4.3cm 5.1cm 

重 藍E司 226 g 315 g g 

石 流紋 砂 安山

砥面 4、煤付着 砥面 4 砥部 1
イ庸 考

挿 図 番 号 第93図10 第93図11

器 種 石丘 石 石s 石

法 う三 17.5cm 16.0cm 

申届 11.2cm 5.3cm 

主E主百L t!: 4.3cm 4.9cm 

重 1，100 g 620 g 

石 流紋 流紋岩

砥面 1 砥商 4
1Jffj 矛-1三2ヨP 

挿区!番 第93凶12 第93図13

器 種 ? つ

法 長さ 6.3cm 4.2cm 

rlJ面 2.4cm 2.1cm 

2 元r 1.lcm 0.3cm 

イ蕗 考
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第74褒 51 032竪穴住居跡観察褒

挿 図 96 。
図 版 43 ⑧ 
形 -宵Mを包、 方形

主軸方向 N -19.00
- E 

面積 11.8nf nf 

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 370 cm 360 cm 305 cm 310 cm 

壁 主I司主- 32-37cm 一一一一-cm 12-30cm 28-40cm ノl
量 壁溝幅 9 -12cm 一一一一一cm一一一一cm20-30cm 〉

壁溝深 O.3-3cm 一一一一 cm一一一 cm27-IOcm 

確 認、 地lJ面で確d‘された。 v δ o 
西壁はほとんど存在しないか、他の警は 。

壁 床面より垂直lζ立ち上かる。 林道 。。
壁 溝

東壁、北墜に断続的iζ存在するか、帽、

深さの差が大きい。 口
P I (14) P 2 (21) (単位cm)

cb 口n穴はlrt.aできなかった。
ビ ‘7 ト 。。

口
。

地山を床面としており、平tQで~くしま
床 面 っている θ 亡色。南壁東寄りに位置する 技ff状態は良好

である。

袖は粘 tlζより作られている 口
姥道は、内墜にうすく粘 tが貼り付けら

カ ーョF ド
れ、 120 cmほどで緩やかに堕外に延ひる

煙道中央に23佃大の僚がある。

上師器

遺 物 >80 

。
SO 006に切られている。

。
備 考

くも/ 
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第宮n塁 S 1 032箆穴性患跡カマド実測図

器 種 事立玄t、互 護

法 口f圭 cm cm 

底径 cm cm 

藍E主3
民iIi口T主ri5ヨヲr cm cm 

日台 土 3 mm大のIJ、石含む 細かし、

焼 成 良 好 良 女子

色 調 赤褐色 赤褐色

日文 形 粘土紐巻き上げ 粘土紐巻き上げ

外 面 内 間 外 面 内 市

調 口市fR ユピナデ ユビナデ ユビナデ ユビナデ

日間 ヘラナデ ハケナテ、 へラナテ ノ¥ケナデ

整 底

備 考

層 土 色 備 考

黒褐色(10 YR % ) 

2 暗鴇色 (10YR ~ ) 粘性弱

3 黒褐色(10 YR ，~ ) 粘土混入

4 黒褐色 (10YR % ) 焼土混入

5 暗褐色(10 YR ?; ) 

6 黒褐色 (10YR ，~ ) 

7 暗福色(10 YR ?; ) 黄掲色浮石混入

8 明黄褐色(10 YR % ) 粘土、袖部

9 4昌 色(10 YR % ) 粘土、天井部



第75表 SI 033竪穴住居跡観察褒

挿 図 98 。
図 版 44、45 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-13S-E 

面積 13.3 rrf 

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 350 cm 335 cm 355 cm 370 cm 

壁 宅『司冨・ 29-34cm 1 -5 cm 11 cm 5 -14cm ノゐ
量 壁溝幅 ーーーー一cm一一一一ー cm一一一一-cm ー一一一cm フ

壁溝深 ー--cm一一一cmーーー一一 C皿 ー一一一-cm 

確 12河、 地山面で確認された。 V8 口
東壁はほぼ垂直lζ立ち上がり、厳もしっ 。

壁
かりとしているが北壁は西ほど低くなり. 林道 。。
西壁はほとんど見られない。

壁 構 。
P 1 (16) (単位cm)

Qコ .51033 

ピッ
北東コーナーに 1個検出されただけであ

ト 。。る。 。
ロ地山を床面としている。南西コーナーへ

床 面
向って傾斜する。

亡b円。 θ 
南壁中央からやや東寄りに位置し、保存000 口

カマ ド
状態は良好である。袖は粘土により機築。口 O 口
されている。

J~O口
土師器、鉄器

遺 物 '80 
ロ

西壁の一部は倒木痕により破媛されてい
。

備 考
る。

くも
ノ
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産量 土 色 備 二号

1 1 ，'.!.¥ 1.品色(10 YRち) 1占{生0~

2 I ，';l主総色(10 YR ;/.j) 員トM色J也山仁泌λ

3 I t竜潟色(10 YR予言)

4 I ~芸鳩色( 10 YR 主2総E主J1HLL!土/民人

5 1 ~誌編色( 7.5 YR 俊二七if~人

s 町l泌色(7.5 YR 

7 I I~l葉樹色( 10 YR 砂

8 I ff音燭色(10 YR;':; ) 

第98図 S 1 033竪穴住居跡実測図
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一一

l 黒褐色(7.5 YR:~ ) 

2 明掲色(7.5 YR元)

黒色(10 YR ~í ) 3 黄褐色浮石混入

4 黒色(10 YR 51 ) 

5 黒褐色 (10YR汚)

6 補色 (10YR勾)

7 黒掲色(5 YR 3~ ) 暗掲色土混入、柑1部

8 日官補色(10 YR % ) 黄福色浮石混入、袖部

第99図 S 1 033竪穴住窟跡力マド実測図
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第 100図 S 1 033竪穴住居跡出土遺物実測図

第76衰 SI 033出土遺物観察表

挿図番号 第100図l 挿図番 第100阻2

器 種 土師器室 器 手重 7J 子-

法 口径 cm 法 長さ 24.4cm 

底在 cm i幅 2.7cm 

長E吉主 器 cm さ 0.6cm 

土
1 ~ 3 mm大の小

イ席 茎部欠損礁を含む

焼 成 良 女子

色 調 明赤褐色

成 育3 粘土続巻きょげ

外 面 内 面

調 口縁 ユビナデユビナデ

1向 へラナデノ¥ケナデ

整 底

イ蔚
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第77褒 SI 034竪穴住居跡観察表

挿 図 102 。
図 版 45、46 ⑧ 
形 能 方形

主軸方向 N -22.00
- E 

面積 21.8 nf 

法 東壁 西 壁 南 壁 北壁

壁 長 400 cm 445 cm 460 cm 480 cm 

島二重事三 主『司主' 58-65cm 20-33cm 38-56cm 38-54cm ノ上
量 壁溝幅 16-33cm 6 -12cm 22-32cm 4 -24cm フ

壁溝深 7 -IOcm 7 -IOcm 9 -12cm 6 -8 cm 

確 包三刃也、 地山面で確認された。

ぎいずれも床面より垂直に立ち上がり、し 。
壁 っかりとした作りである。 林道 。。

壁 溝
満幅は多少の差が見られるが、カマド部

分を除き、一巡する。 口S I 034 

P 1 (64x53x55) P 2 (72x70x42) 

亡b
ピッ

(単位cm) 。
ト

住穴は縫認できなかった。北、西壁中央 。。。
の床面に P1、2がある。

口
西側lζ緩やかに傾斜し、堅くしまってい

床 面
る。 。
南壁、南西コーナー付近iζ位置する。 口残存状態は感〈、袖は縫認できなかった‘

カ マ ド
煙道は緩やかに壁外へ延びる。

。口
P 1・2櫨土中より土師器が各10数点ほ

遺 物
ど出土した。

080 
ロ

上師器、鉄器

SK (f) 030を切って棒築されている。
。

備 考

くcノb 
-193一
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←A' I層 土 色 犠ー 考

1 黒褐色(7.5 YR ~) 手占性強

2 綿 色(7.5 YR %) 粘性強

3 黒潟色(7.5 YR~) 粘性強、灰混入

4 赤掲色(5 YR ya ) f占性強、焼土

ト B'
黒 色 (10YR~) 粘性強、焼土混入

6 明黄褐色 (10YR ya ) 粘性弱、砂質

7 黒 色 (10YR 1.7-{) 粘性強

3 ¥ 
黒褐色 (10YR勾) 粘性強

9 褐 色(7.5 YR ya ) 粘性強

10 明渇色(7.5 YR ya ) f占位弱

11 赤掲色(5 YR ya ) 粘性強、焼土多震に混入

c
i
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B
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υ
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第 101図 S 1 034竪穴住居跡カマド実測図
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第 102図 S 1 034竪穴住屠跡実現Ij図

5l黒褐色(10 YR勾) I粘性強、黄褐色地山土多量に混入

6 I黒褐色 (10YRち)
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第78表 SI034出土遺物観察表

挿図番 第103図1 第103図2 第103図3

器 種 土師器護 土師器禁 土師器護

法 口径: cm cm cm 

底径 9cm (9.8)cm 8.7cm 

器高 cm cm cm 

日ムロ 土 1 ~ 3 mm大の礎含む 1 - 5 mm大の襟含む 3 - 5 mm大の襟含む

!境 成 良 女子 良 好 良 女子

色 調 明赤褐色 明赤褐色 色

成 育ヨ 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面

調 口縁

1同

整 底 へラナデ ヘラナデ ヘラナデ ヘラナデ ユピナデ

{蒲 考
底面に圧痕 底面は木葉文の後にへラ

刻線

挿図番号 第103図4 第103図5 挿図番号 第103図6

器 種 土師器護 土師器護 器 干重 万

法 口 1~ cm cm J去 長さ 11.9cm 

!底径 6.5cm cm 中高 1.4cm 

主Eヨ忍 器 cm cm ぷCぞ O.3cm 

目台 土 2 mm大の離含む 3 - 5 mm大の小石含む 重 g 

焼 成 良 女子 立子

色 調 赤掲色 赤褐色 イ蔚 先端部欠損

成 売三

外 面 内 面 外 菌 内 面

調 口 t最 ユピナデ ユピナデ

日間 ヘラナデ ノ¥ケナデ

整 底 へラナデ ユビナデ

イ蕗 考
底面に圧痕
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第79表 SI 035竪穴住居跡観察表

挿 図 104 。
図 版 47 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-19.50-E 

面積 19.5 rrf 

法 東 壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 400 cm 385 cm 480cm 430 cm 

壁 主『司主 26-30cm 5 -15cm 7 -22cm 7 -28cm ノθ
量 壁溝幅 ー一一一一cmー一一一一 cmーーーー一-cm ーー一一ーcm 〉

壁溝深 一一一cmーー一一一 cmーーーー一-cm ー一一一 cm

確 き助刃[0'、 地山面で確認された。 vg 
緩やかな傾斜をもって立ち上がる。 。

壁
林道 。。

壁 溝 。。
確認できなかった。

~ 口
ピッ ト S I 035 。。

口
。

地山をそのまま床としているもので、床

床 面
面全体は細かい凹凸を示す。

亡b円。 仁P
南壁東寄りにカマド 1;基、さらに西側床 ロロロ 口面lζ焼土を確認した。 。口 O 口
カマドの保存状態はほぼ良好であるが西 'J;-0口カ マ ド 側袖部は崩れている。

袖部は芯材として石を使用している。

焼土範囲は70x 55cmで、カマドの可能性

に8亡
。

も考えられる。

遺 物 土師器、石製紡錘車 l 。
備 考

くもノ
-199一
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備 考土 色

%
一
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R
一
R

Y
一
Y

nu
一

日

υ

色
一
色

褐
一
掲

暗
一
暗

黄褐色地山土混入

黄褐色地山土浪人

第 104図 S 1 035竪穴住居跡実測図
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C
1
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一

A→ 

ベ日

A一寸 ト A'
市 γ?で¥

〈二三引立子五主¥主二〉

B→ 

焼土範囲掘形

u 

丁

くJ

←B' 

層 土 色 備 考

1 渇 色(7.5 YR % ) 粘性強、粘土質

2 黒褐色(7.5 YR九) 手占性強

3 黛掲色(7.5 Yj{汽〉 焼土滋入

4 暗赤褐色(5 YRち) 焼こt混入

5 極暗渇色(7.5 YR Y， ) 粘↑生強、焼土混入

6 灰福色(7.5 YRお) 粘性主主、焼土混入

7 I U音褐色(7.5 YR見j 粘f生強、焼土浪人

8 累 色(7.5 YR ) 

9 後 色(5 YR !/， ) キ占性弱、焼土

10 I !宿褐色(7.5 YR勾) 手占性強

11 黒褐色(7.5 YR ) 粘性強i、焼土混入

12 黒 t!o ( 7.5 YR汽) 粘性強

ハU
t
i
-
-

m
 

可

2ム

第 105函 S 1 035竪穴住居跡カマド実測図
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S 1 035竪穴住居跡出土遺物実測図3第 106図

51 035出土遺物観襲襲

cm 

第部衰

39 g cm cm 

J疑灰岩

中央に出みを
有する

質石
3 mm大の小石細かいが、

含む

良

中国かし 1土日台

考f蒲女子良子良成焼

'色キ登樟色ないし赤褐色調色

曲《内面外面内面外

一アナピユ
ユピナテ、、

ノ¥ケナデ
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第au健 51 036竪穴住居跡観察褒

挿 図 107 。
図 版 48 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N -22.0。ーE

面積 10.7 nf 

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 280 cm 308 cm 320叩 314 c皿

壁 I宅4ヲ- 28-37cm 2 -lOcm 5 -10cm 13-31cm ノd
量 壁溝幅 一一一一・ cm一一ー一-cm 7 -28cm ー一ーーーcm ヲ

壁溝深 ー一一一一cmー一一一ー cmo -20cm 一一一一一cm

確 認 地山面で確認された。 ¥J  8 0 
北西コーナ一部は揖乱により存在しない 。
が、他はも、ずれも床面よりほぼ垂直に立 林道

壁
ち上がる。

。。
墜 ?島

北壁iζ舷認できたが、撹乱iζより一部1M

地している。 。
P I (25) P2(Jl) (単位cm)

~ 
ヒッ ト

住穴と考えられるものは確認されなかっ 口
た。 ー。口。 。
僚を含んだ地山をそのまま使用している

床 面
ために凹凸を示す。 。
南壁東寄りに位置し、民存状態は良好で/ー0トo、

ロロカマ ド
他天井は芯材として20-3Ocm大の師 。 口
を使用し、枯上を貼り付けて服したも O 口 O 
のであるが、天井石は燃焼部時ち込ん3 0 
山 。煙道は緩やかに立叫がる。 o 0口
上師器

遺 物 c&o 
口

。
備 J雪

くもノ

-203ー
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， -----帽.--・r

T 
出

事

T 
B' 

A一斗 ト-A'

し
m
 

円
ノ
】

層 土 色 備 考

黒色 (10YR封) 粘性強、黄褐色地山土混入

2 黒褐色 (10YR % ) ノノ

3 黒褐色(10 YR yz ) /ノ 褐色粘土混入

4 黒色(10 YR ~ ) 11 

5 黒褐色(10 YR % ) 11 

6 暗福色(10 YR % ) N 

7 黒色(10 YR 1・Yt) 11 

第 107図 S 1 036竪穴住居跡実測図
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第 108図 S 1 036竪穴住居跡カマド実測図
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lOcm 
4 
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S 1 036緊穴住居跡出土遺物実灘間第 10苦闘

S 1 036出土遺物観察表第82義

cm cm 

荒い石英粒や小石が多い意思かいやや荒い石英粒が多い土

女子良好良好良成焼

撞i iζぷい樫色ないし灰掲色色

粘土紐巻きょげ形成

部内面外面内外面内面

{アナピユ{アナピユ{アナヒユ{アナヒユユピナデ口縁

細かいハケブテ

底

ヘラナデ細かいノ¥ケナデ荒いハケナデ日アナ一フへ目同

考
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第83褒 SI 037竪穴住居跡観察褒

挿 図 110 。
図 版 49 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-10.00-W 

面積 8.3 rrf 

法 東壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 280 cm 276 cm 242 cm 278 cm 

壁高 1 -5 cm 0-4 cm 3 -5 cm 0-2 cm }JJ 
量 壁溝幅 一一一一cm一一一一ー cm一一一一一cm一一一一一 cm フ

壁溝深 ー一一ーーcm ー一一一一cm ー一一一-cm 一一一一 cm

確 守'"刃h、 地山面で確認された。 v口o 
床面よりほぼ垂直に立ち上がるものであ 。

壁
ろう。 林道 。。

壁 溝
S I 037 

.1 
倹出されなかった。

ピッ
qコ口

ト 。。
口
。

西側lζ傾斜して、細かい凹凸を示す。

床面 CY 

南壁東寄りに位置するが、接存状態は非 口常iζ窓く、ほとんど鋸り形のみが確認で
カ マ ド

きただけである。

土師器

遺 物 。て。)0
口

。
備 考

くcノb 
-207-
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第 110図 S 1 037竪穴住居跡実測図
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層 土 色 備 考

黒褐色(10 YR汚)

つ 黒掲色(10 YR ~~ ) 

3 黒掲色(10 YR % ) 

S 1 037竪穴往居跡カマド実測図
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第84表 SI 038竪穴住居跡観察表

挿 図 112 。
図 版 49 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-14.00-E 

面積 rrf 

法 東 壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 一一一一-cm 一ー一一cm 340 cm 一一一一 cm

壁 『ロ司 一一一 cm19-26cm 36-42cm ←一一一 cm ノ。
量 壁溝幅 一一一一一cm一一一一cm一一一一-cm 一一一一 cm 〉

壁溝深 一一一cm一一一 cm一一一一一 cm一一一一一 cm

確 き即刃応、 地山面で確認された。 ¥J  5 0 
南壁・西壁が残存する。立ち上がりはし、 。

居ニ主率ユ

ずれも急である。 林道 。。
壁 溝 口

P 1 (80) (単位c皿)

cb カマド西側に l個検出されたが撹乱によ
口SI 0 38 

ピッ ト
るものである。 00 。

ロ平坦で堅くしまっている。

床 面

亡f
。

南壁の東寄りに構築されている。 。。口 口
カマ ド

両袖の聞から、土器片が出土している。 。口口口
煙出部は撹乱を受け、残存しない。

J~O口
土師器

遺 物 '80 
口

林道により、住居の約%を消失している。
。

備 考
さらに、排水溝や、水道パイプ埋設工事

勺~ 等』とより大きく撹乱を受けている。
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麗 土 色 備 考

黒色(7.5 YR 1・:1) 軟質

2 黒色(7.5 YR Zイ) 黄褐色地山土混入

3 黒急 (10YR封) 黄掲色地山土混入

4 黒色(10 YR 3イ) 軟質

5 黒褐色(10 YR yz ) ノ/

6 黒色(10 YR 1・'!1) 11 

7 暗褐色(7.5 YR X) 粘土

8 黒色 (10YR釘) 軟質

第 112図 S 1 038竪穴住窟跡実現IJ図
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第 113図 S 1 038竪穴住居跡カマド実測図
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第 114図 S 1 038竪穴住居跡出土遺物実測図
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第85表 S 1 038出土遺物観察表

土師器窪 土師器餐

( 11 )cm cm 

cm cm 

cm 

可砂がやや多い

一アナ-フヘ ハケナデ 円アナ-フへ

備考

!ハケナテ ヘラナデ ハケナデ

213-



第86表 SI 039竪穴住居跡観察表

挿 図 115 。
図 版 50 ⑧ 
形 宵包 方形

主軸方向 N -26.0。ーE

面積 10.8 rrf 

法 東壁 西壁 南 壁 北壁

壁長 320 cm 165 cm 225 cm 325 cm 

壁 同口 33-57cm 1O-18cm 13-52cm 5 -30cm ぺJ
量 壁溝幅 一一一 cm ー一一一 cm一一一一-cm ー一一一 C皿

〉

壁溝深 一一一一 cm 一一一一 cm 一ー一一曲 cm 一一一cm

確 き防刃い、 地山面で確認された。 U 5 0 
ほぼ床面より垂直K立ち上がり、竪くし 。

壁
っかりと作られている。 。

51039 

壁 溝 口
検出されなかった。

00 口
ピッ ト

00 。。
地山を床面としており、平坦で竪くしま

床 面
っている。

にち。 c9 
南壁東寄りに位置し保存状態は良好であ 口
る。

袖は芯材として人頭大の石を使用し、両

カ てr ド 袖lζ40-50cmの石を渡し、天井部を作り

出している。カマドの前面がL字形に幅

広く 5cmほどの深さに掘りくぼめられて

Sロ
ロ

いる。

遺 物 土師器

南壁の一部は林道と排水溝により切られ
。

備 考
ている。

勺co 

-214-
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1 黒色(10 YR ?i ) 粘性強

2 黒色(10 YR ?i ) 粘]極層語よ、り、白色明度保石・混彩度入が高い。

3 黒褐色 (10YRち) 粘性強、黄褐色地山土混入

4 黒色(10 YR ~1 ) // // 

5 lζぷい黄褐色(10 YR J-j ) 灰・炭化物の混合層

6 黒色 (10YR ~ ) 

第 115図 S 1 039竪穴住居跡実測図
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CI--Lf 

B-' 

4訟に
B---l 

(i 

1 
C 

u 

I I 1 I 

4 掲色 (10YR万) 粘性弱、ブロック状

5 黒色(10 YR 1・51) 粘性強、褐色土混入、油部

6 褐色(7.5 YR勾) ブロック状

7 黒色(10 YR 1・!1) 粘性強、灰混入

8 褐色(7.5 YR~ ) 粘性強、焼土混入

9 黒褐色(10 YR yz ) 粘性弱、焼土混入

第 116図 S 1 039竪穴住居跡カマド実淵図
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第 117図 S 1 039竪穴{主題跡出土遺物実現IJ国

第87表 S 1 03宮出土遺物観察表

第 117図 3

( 6. 

焼
一
色
一
成

外国 外面

手担ね

内面!外面|内面

ピオサエ

円アナピユ ユピオサ

ハケナデ

底部回転糸切り



第88表 SI 040竪穴住居跡観察褒

挿 図 118 。
図 版 51 ⑧ 
形 態 方形

主軸方 向 N -25.5"-E 

面 積 8.9 nf 

法 東 壁 西壁 南 壁 北 壁

壁長 244 cm 256 cm 292 cm 309 cm 

壁 宅『司吉・ 33-46cm 1 -12cm 16-18cm 5 -18cm ノb
量 壁溝幅 一一一一 cm ーー・ー一 cm ーーー一 cm ー一一一 cm

、〕

壁溝深 ー一一一-cm ー一一ーー cm 一一一 cm一ー一 cm

確 認 暗褐色土属中で確認された。 ¥5 J 0 
床面よ り緩やかに立ち上がる。 。

林道
S I 040 

壁 • 。
壁 溝 。口

確認できなかった。

ピッ
にじ 口

ト 。。
ロ
。

地山を床面として使用し、西側11:傾斜す

床 面
る。ほぼ中央部が凹む。 θ 
南壁東寄りに位置し、保存状態は良好で 口ある。袖は粘土のみで構築されている。

カ マ ド
燃焼部天井も確認された。煙道部は90c田

ほどで床面より緩やかに壁外に出ている。

カマ ド付近より土師器片が10数点出土し

遺 物
た。土師器、穂摘み具 1

パ~8o
口

。
備 考

くもノ
-218一
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A→ 
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T 
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A-→ ト-A'

4 

oil--

層 土 色 備 考

1 黒褐色(10 YR yz ) 

2 黒掲色(10 YR ya ) 

3 黒褐色(10 YR yz ) 粘性弱、黄褐色地山土混入

4 黒色(10 YR 31 ) 粘性強

第 118図 S 1 040竪穴住居跡実淵図
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υ
i
 

日

層 土 色 備 ご4令ラユ

1 褐 色 (10YRお) 熱焼部天井

2 I If音赤鴇色(5 YR立) 粘性強

3 黒褐色(10 YR ~~ ) 

4 暗赤褐色(5 YR% ) 

5 褐 色 (10YR~íi ) 粘性強

6 黒 色 ( 7.5 YR 1・日 ) 粘性強

7 黒褐色 ClOYRY;) 粘性強

8 累 色 (10YR 21 ) 黄褐色浮石混入

9 黒褐色(10 YR yz ) 黄褐色浮石混入

10 黒 色(lOYR1・?1) 粘性強

11 黒褐色(10 YR yz ) 
12 褐 色(7.5 YR 先) 矧道部粘土

了
仁J

B
 

第 119図 S 1 040竪穴住居跡カマド実測図
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第 120図 S 1 040竪穴住農跡出土遺物実測図

算的表 部 040出土遺物観察雪量

挿図番号 第120図l 第120図2 挿図番号 第120図3

器 種 土師器土手 土師器嚢 器 種 穂摘み呉

法 口径; (11.8)cm cm 法 長さ 6.2cm 

底径 cm cm 中高 2.0cm 

器高 cm cm 厚さ O.lcm 

日ムロ 土 石英粒が多い 細かい イ蒲 考 一部欠損

焼 成 良 好 良 好

色 調 種 澄 色

成 形 ? 粘土紐巻きょげ

外 面 内 面 外 面 内 面

調 仁!縁 ユピナデ ユピナテ、、

目同 ヘラナデ ハケナデ

整 底

イ詣

-221 



第90表 SI 041竪穴住居跡観察表

挿 図 121 。
図 版 51、52 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-29.()，，-E 

面積 23.0 rrt 

法 東壁 西 壁 南壁 北壁

壁 長 450 cm 450 cm 520 cm 520 cm 

壁 高 29-54cm 1 -lOcm 51-30cm 28cm /}J 
量 壁溝幅 15-25cm 7 -32cm 14-30cm 7 -25cm フ

壁溝深 2 cm 2 cm 3 cm 2 cm 

確 吉'"刃L、 地山面で確認された。
d色q 

S I 0.. 1 
地山が北西側に傾斜しているため、北壁 • -西壁は低いがし、ずれの壁も床面よりほ 林道

壁
ぼ垂直に立ち上がる。 C 。

壁 溝 ほぼ全体l乙見られるが非常に浅い。 口
P 1 (23) P 2 (2) P 3 (7) P 4 (9) 

co P 5 (7) P 6 (31) P 7 (13) P 8 ( 7 ) 。
ピッ ト P 9 (14) P10(31) P11(26) P12(32) 。。。

P 13 (16) P 14 (20) (単位cw)P 1、P3

口P 6、P10、P11は柱穴と考えられる。

仁P北西側に傾斜し、緩やかな凹凸を示す。
床面

堅くしまっている。

A:南壁東寄りに位置するが残存状態は ロ悪く、 袖、 天井は確認できなかった。
カマド

B:東壁南寄りにある小形のカマドであ

る。A.B両者の新旧関係は不明である。

土師器、鉄製紡錘車 l

遺 物 ど℃ち~o
。

覆土中の炭化物、床面上の炭化材、 灰、
。

備 考
焼土等の分布状況から焼失家屋であると

6D 考えられる。住居跡北西床面に 110x 65 

x49cmの長方形のピット を検出した。
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腫 土 色 備

黒色(7.5 YR吋) 粘性強、黄色浮石混入

2 黒色(10 YR 2/i ) /1 

3 黒褐色(10 YR 11 炭化物若干混入

4 l培褐色 (10YR日) 11 ~ f:bJM~ 111ート

黒色(10 YR ) 頁掲巴tlJ，illート・5 11 

s 黒色(10 YR 1・7() 11 

7 黒色 (10 YR ~'í ) 1/ 

g 黒褐色(10 YR ~; ) /1 黄補色i也山土i混入

9 黒色 (10YR与;) 11 炭化物混入
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C→ ト C

鼠 土 色 鍛 考

111詰1Ii;l色 (10 YR 与を ) も'i1'1強、 L1f主浮石浪人

2U員掲色 (10YR 手占哲:強、業褐色I'f.{ゴ1ftへ

3 1m 色 (10YR1%;ィ) !天i詩人

4 1黒褐色 (10YR 結{生強

5 11昌1E.( 7.5 YR 枯f生強

5 潟色 (10YR y，，) f，~内:必

7 旦H岳色 (10YR ~.を) す占f生強、焼土、白色浮石混入

B 赤褐色(5 YR %) f占性強、焼土

9 銅色(7.5 YR 焼土I侵入

!日銀協色 (10Y1< %) 粘性強、焼よ混入

11 階褐色 (10YR % ) f占f生強

12 紫色(7.5 YR r， ) *Ii刊:強、!な色浮石混入

目黒色(10 Y1<汽) 粘土強、焼J二、白色浮石混入

141 思褐色 (10YR弘) 1占f生強、焼土、白色f手石i詩人

15 黒色(10 YR r， ) F占性強、燐土、白色浮石浪人

161票総色(10 YR yz ) F占f生強

171軽侮色 (10YR予告) t/i性強、焼土、白色1芋石浪人

18 網灰色(10 YR Y， ) f占1生弱、内，石多盤iζ混入

p 
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層 土 色 犠 考

撞色(7.10 YR % ) 浮石j昆入

2 培褐色 C7.5 YR % ) 粘性強

3 黒褐色(10 YR ~~ ) 粘性強

4 黒色 (10YR 1'51 ) 粘性強

5 黄福色 (10YR % ) 粘性強

6 暗褐色 (10YR勾) 粘性強

7 黒褐色(10 YR % ) 粘性強

第 124図 S 1 041竪穴住居跡カマド B実測図
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第913斐 51 041出土遺物観襲表

挿図番号 第125図1 第125図2 第125図3

器 種 土師器護 土師器嚢 土師器腕

法 口径 (25.4)cm cm cm 

底 f壬 (6)cm 5.5cm 6.1cm 

器高 27.1cm cm cm 

日ムロ 土 非常に荒コ%-い。 1~5 mm大の
小石がい

細かい 細かい

焼 成 良 女子 良 好 良 女子

色 調 経色ないし黒掲色 糧色ないし黒褐色 樟色ないし明褐色

成 方ラ 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面

調 口縁 ユピナデ ユビナデ ユピナデ

日間 ヘラナデ ヘラナデ へラナデ
細かい
ヘラナデ

整 底 ヘラナデ へラナデ

底部がやや丸みをおびて 底面へラナデ 底部内面に煤状物質が全

{藷 考
いる 面に付着

底面に糸切り状の痕跡が

見られる

挿図番号 第125国4 挿図番号 第125図5

器 種 紡錘車 器 種 鎌

法 紡径茎 O.5cm 法 長さ 14.2cm 

長紡 茎き 15.1cm 中高 2.4cm 

紡径輪 5.1cm 王区豆司 厚さ O.2cm 

厚紡 輪さ O.2cm イ席 基部欠損

f蒲 考 ほほ、完形

-229-



第92表 51 042竪穴住居跡観察表

挿 図 126 。
図 版 52 ⑧ 
形 肯~ 方形

主軸方 向

面 積 一一一ー rrf

法 東 壁 西 壁 南壁 北 壁

壁長 一一一一ー cm 一一一一-cm 一ーーー一 cm 316 cm 

イふ壁 r宮司・ 2 -39cm 一一ー cm 一一一一cm 5 -18cm 

7 
量 壁溝幅 ー一一一 cm 一一一一一cm 一一一一 cm一一一一 cm

壁溝深 ー一ー一ーcm一一一ーーー cm一一一一一 cm一一一一一 cm

確 き.. 刃u、 確認できなかった。 v 白o 
南壁 ・西壁は林道排水溝lとより切られて 。

壁
いるが、その他の壁は床面よりほぼ垂直 林道 。。
iζ立ち上がる。

壁 溝
SI面2

確認できなかった。

00 口
ピッ ト 。。。

口
地山をそのまま床面として使用している。

床 面
西側に傾斜しているが平坦で堅くしまっ

仁P
ている。

林道、排水溝iとより切られており検出で 口きなかった。
カマ ド

土師器

遺 物 '80 
口

林道及び排水溝iζより住居全体の約yzし 。
備 考

か残存しなし、。
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層 土 色 備 考

黒褐色(10 YR 3-0 粘性強、黄褐色地山土混入

2 暗褐色 (10YRえ) 粘性強

3 黒色(10 YR 3-'0 粘性強

第 126図 S 1 042竪穴住居跡実測図
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第93表 51 043竪穴住居跡観察表

挿 図 127 。
図 版 53 ⑧ 
形 盲旨 精円形

主軸方向

面積 10.0 nf 

法 東壁 西 壁 南 壁 北壁

昌ヱ2幸ユ 長 318 cm 一一一一cm 400 cm ー一一一cm

壁 同ロ 4 -37cm 一一一一一 cm4 -37 cm ー一一一 cm ノh
7 

量 壁溝幅 一ー一 cm一一一 cm 一一一一 cm 一一一- cm 

壁溝深 一一一一 cm 一ー一一cm 一一一一cm一一一一 cm 

確 き'"刃也、 地山面で確認された。 2 ほぼ垂直に立ち上がるが北西側では緩や 。
壁

かに立ち上がる。 • SI043 

壁 溝 ロ
P 1 (24) P 2 (41) P 3 (29) P4(28) 

qコ口P 5 (15) P 6 (29) P 7 (33) P8(23) 
ピッ 卜

(単位cm)P1-P3、P6-P8が柱 。。。
穴であろう。 。
平坦であるが北側に緩やかに傾斜する。

床 面 仁P

長紬線上中央よりやや北寄りに40x40cm 口の地床炉がある。
カ てr ド

縄文土器、不定形石器2

遺 物 ハて~o
。

SK 054が重複するが、本住居跡が古い。
。

備 考
長軸線北側壁K大きさ95X55cmほどで4

む~ -6 cm掘りくぼめられた張り出し部があ

る。
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層 土 色 備 考

黒色(7.5 Y良好) 粘性強、 SK054の覆土

2 黒椙色 (10YRお) 粘性強、炭化物混入

3 黒褐色 (10YR % ) 粘性強、黄褐色地山土混入

4 黒褐色(10 YR % ) 粘性強、 3層より明度・彩度が高い。
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第倒褒 51 

焼

u詰

挿図番 第128図4

~~ 手重

文 様 RL縄文

色 調

ο a一、

表面煤状炭化物付着
{藷 -::Jコ'::-

挿図番号 第128図5

器 種|不定形石器

4.2cm 

2.5cm 

1.1cm 

7.2 g 

第128図2 第128図3

良好

煤状炭化物付着

一次加熱を受けている

第128図7

不定形石器

4.4cm 

2.9cm 

O.9cm 

11.1 g 
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第95表 SI 044竪穴住居跡観察表

挿 図 129 • 図 版 53、54 ⑧ S I 044 

形 態 方形

主軸方向 P 3 ，P 13の中央を結ぶ線 N- 62.(f-E

面積 41.1 nf 

法 東壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 664 cm 642 cm 590 cm 580 cm 

壁 『ロ司 16-37cm 26cm 23-38cm 2 -20cm 。
量 壁溝幅 一一一cm 一一一一一cm ー一一ー一cm 一一一一 cm フ

壁溝深 一一一一ー じm 一一一一-cm 一一一一一一cm 一一一一-cm

確 き'"刃し、
主i乙東壁・北壁は褐色土層中、南西壁・

北西壁は地山面で確認された。 。
北東・南東壁が深く、立ち上がりも強い

壁 が北西・南西壁はしだいに浅くなり、南
。

東隅では消失している。

壁 溝 。
P 1 (78) P 2 (53) P 3 <.43) P 4 (67) 

亡む口P 5 (65) P 6 (10)撹乱 P 7 (33) 

P 8 (3'0 P 9 (52) P 10 (61) P 11 (23) 。。CP12(59) P13(22) P14(42) P15<.46) 

口ピ 、7 ト P16<.58) P17(46) P18<.35) P19(28) 

P 20 U 1) P 21<.39) P 22 ( 3) (単位cm)

仁P壁に沿って構築された P1 -P 18 (6をc!bO 
除く)が柱穴であろう。P18-P 21は間

仕切りのピットか。

地山面がそのまま床面となっている。全 口
床 面

体IC::平坦で筒西隅付近が非常に堅く踏み 口 00
固められている。 。o口

カマ 地床炉が床面4箇所lζ分布する。

8亡

。
遺 物

出土しなかった。

。
備 考
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土

黄褐色(10 YR % ) 

黒色 (10YR勾)

黒褐色(10 YR 2(包)

黒色 (10YR汽)

黒褐色(10 YR % ) 

黒掲色(10 YR % ) 

培褐色(10 YR % ) 

黒褐色(10 YR % ) 

黒色 (10YR何)

色 錆 考

主主樹色J..ìl~入

粘性強

粘性強、黄褐色地山土i混入

粘性強、小磯混入

粘性強、黄褐色i出山土多量に混…人

炭化物、粘土混入

*占性強、黄褐色地山土多量に il~入

粘性強

粘性強



第96表 SI 045竪穴住居跡観察表

挿 図 130 。
図 版 ⑧ 
形 態 方形?

主軸方向

面積 一一一 m
2

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 ( 164 )cm ーー一一一cm一一ー-cm(202) cm 

壁 間国 σ-16)cm 一一ー一 cm 一一一一-cm(3 -10)cm ノ'lJ.
量 壁溝幅 一一一一ーcm 一一ー一cm 一一一一 cm一一一cm

SI 0 45 

壁溝深 一一一一 cm 一一一一一 cm 一一一cm一一一一司自cm 

確 き防刃位、 地山面で確認された。 ug 
東壁は SD0301ζより切 られ、北壁西寄 。

壁
り、西 ・南壁は削平によ り確認できなか 林道 。。
っfこ。

壁 溝 存在しなかった。 。。
P 1 (48) P 2 (10) P 3 (49) P 4 (32) 

亡b 口(単位cm)を確認したが住穴と は考えら
ピッ 卜

れない。 。。。
口

西側に傾斜しており 、さほど堅くなし、。

床 面 ~ 
。

検出されなかった。 000 口
カマ ド 。o口

出土しなかった。

遺 物 >80 
ロ

SD 030・SK064が重複している。新
。

備 考
旧関係はS1 045→ SD 030・SK064 

くもノである。
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第97表 SI 046竪穴住居跡観察表

挿 図 131 。
図 版 54、55 ⑧ 
形 宵~、 方形

主軸方向 N 26. g>- E 

面積 12.7 m2 

法 東壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 223cm 243 cm 250 cm 248 cm 

壁 高 46-5Ocm 19-26cm 22-45cm 22-41cm 〈ふ
量 壁溝幅 一一一-cm 一一一一cm 一一ー一cm 一ー一一 cm

ラ

壁溝深 一一一 cmーーー一-cm ー一一ー一 cm ーーー一一cm

確 晶マ己引、 地山面で・確認された。 手o..。
床面よりほぼ垂直に立ち上がる。

林道

壁
。。

壁 満 口
確認されなかった。

仁b
ピッ ト

口

口
。。。

地山をそのまま使用しており、 平t且で竪

床 面
くしま っている。 仁P

南壁東寄りに位置し、保存状態は良好で 口
ある。袖は芯材として依石を使用し、粘

カマ ド
土を強り付けている。天井は縁状の石を

両袖IC渡したものであるが、石は燃焼部

内iζ落ち込んでいる。煙道は緩やかに立

ち上がる。燃焼部中央K支脚がある。

8亡

。
土師器

遺 物 。
備 ヨ岳J 6D 
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層 土 色 備 考

黒色 (10YR 1・?{) 粘性強

2 黒褐色(10 YR % ) 粘性強、黄褐色地山土混入

3 黒掲色(10 YR ;~ ) 粘性強

4 黒褐色(10 YR % ) 粘性強、黄褐色地山土多量lと混入

5 黒色(10 YR 1・71) 粘性強、 1層より明度・彩度が落ちる。

6 黒褐色 (10YR % ) 粘性強

7 黒色(10 YR 1・!{) 粘性強

8 褐色 (10YR勾) 黄褐色地山土混入

第 131図 S 1 046竪穴住居跡実測図
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!議 土 e. 徽 考 層 土 色 儀 考

IllliJ 色 (10YR j 粘計上強、粘土 7 潟 色(10 YR:!-:， ) f占性強i 、 )JII然を受けているう hho)f，~ f'_ 

2 I ~望 lß 色 (10 YR ) 粘性4虫、黒色 t浪人 e I ~号 色(10 YR i 千占 ì~主強i

3 結~Y'ig色( 5 YR ) f占1生強、粘土、加熱を受けているヮ 9 I U苦悩色(10 YR ) f占{生必

4 I ~票総色( 7.5 YR 巧) f占↑生銭、協土混入 10 祭泌色 (10YR行) f占 f生~

5 I京 色(10 YR 1汽) 炭化物多量lζ混入 11 I ~号 色 (10YR;イ) ffit生強

6 I立協色(7.5 YR 2~) 十占↑生強 121 u音j古qg色(5 YRち) tr5t生弱、 i#bl二

第 132図 S 1 046竪穴住居跡力マド実測図
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第鵠蓑 S 1 046出土遺物観察表

( 22) crn 
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pレoil-

守
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( 14 ) crn (19.4 )crn 

crn crn 

crn crn 

成!良好

調 培褐色ないしにぶい撞色 i 明赤褐色ないし灰褐色 樫色

売5 粘土経巻き上げ 粘土紐巻き上げ 手出土紐巻きょげ

タト 面 内 内 面

口縁|ユピナデ ユピナデ ユピナデ ユピナデ |ユピナデ ユピナデ

胴 !ヘラナデ ヘラナデ |ヘラナデ |ハケナデ |ヘラナデ iハケナデ

底

焼
一
色
一
成

備考

外面l乙煤状炭化物付着

必
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斗ふ



第99表 SI 047竪穴住居跡観察褒

挿 図 134 。
図 版 54、55 ⑧ 
形 肯を 方形

主軸方向 N-31ぴ-E

面積 8.4 rrt 

法 東壁 西壁 南壁 北 壁

壁長 265 cm 261 cm 285 cm 305 cm 

壁 可『司主r 26-34cm 4 -lOcm 12-30cm 8 -16c皿 ノゐ
量 壁溝幅 21-30cm 8 -12cm 11-20cm 10-32cm 

一1
壁溝深 1 -5 c回 2 cm 4 -6 cm 2 -12cm 

確 圭'"刃t与、 地山面で確認された。 vfs，H 

床面よりほぼ垂直iζ立ち上がり、しっか

壁 りとした作りである。西ほど鐙高が低〈 林道

なる。
。。

壁 溝
カマド西側、及び北西コーナ一部を除き

確認できた。 01 
確認できなかった。 ζb 。

ピッ ト 。。。。
西側へ傾斜するが平坦で堅くしまってい

床 面
る。

仁F亡b打。南壁東寄りに位置する。東側は若干崩れ

ているが保存状態は良好である。袖は芯

材として人頭大の板石を使用しているが。。口 ロ貼り付けられた粘土などは確認できなか

カマ ド った。天井にも長さ43cmほどの石を使用

している。煙道は垂直に立ち上がった低 。o口
緩やかに壁外に出ている。燃焼部中央よ

り東寄りに立石がみられ、支脚と考えら

080 
ロ

れる。

遺 物 土師器、垂飾品 l 。
備 考

勺
ζb 

p
h
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凋
坐n

4
 



ぞ記

A-→ 

A一一-j

電霊ヨ

ト-i¥'

T 
B 

下

l
向

ト-A'

i斗」斗Lしい L~

層 土 色 備 考

黒色 (10YR月) 粘性強

2 黒褐色(10 YR % ) 黄褐急地山土漉入

3 黒色(10 YR ;イ) 粘性強、黄褐色土少量i1~入

4 黒色(10 YR 1・?1) 粘性強、白色浮石混入

5 黒褐色 (10YR勾) 粘性弱、黄褐色地山土混入

6 黒褐色(10 YR % ) 

出土遺物実iWJ図

第 134図 S 1 047竪穴住居跡実測図
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トーA.'

B--! c;:[g& ト-B'

A一寸 ト-A'

B-叶 ト-B'

Lu 
3 

I I I I 

層 土 色 備 考 引二t 色 針5 考

i 褐 包 (10YR \~ ) f占性強、自[J熱を交けている。 以潟色(10 YR 1，1;1'1:強

2 t黒沼色(7.5 f占性強、日月鼓li;l色土浪人 8 I階潟色(10 YR f占11:強、 焼 UIEノ九

3 I芸 色 (10YR ゴ) f占性強、炭化物混入 9 I照総色(10 YRち) *Itiî生 rJ~~

4 II倍 fiJ色 (10YR引.i) f占↑生弱、焼こ仁、 り(/昆入
h川川i2川i崎伺色(10 ¥反九 j

ioi生強、焼 iソfE人

5 I I暗赤潟色 (5YR ~ ) '1M'!，弱、焼 然倒色(10 YR九j 1占↑'t¥'ili，焼:1:111'，人

6 11P'?iilJ色(7.5 YR 干占性強i、焼土 黒 色 (10 YR *，51生強

第 135図 S 1 047竪穴住麗跡カマド実測図
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第100表 51 048竪穴住居跡観察表

挿 図 136 。
図 版 54、56 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-28.50- E  

面積 12.1 m2 

法 東壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 330 cm 345 cm 325 cm 335 cm 

ノふ壁 高 37-47cm 9-17cm 18-29cm 6 -42cm 

量 壁溝幅 17-36cm 16-37 cm 一一一一一-cm16-25cm 〉

壁溝深 3-7 cm 4 -7 cm 一一ー一一cm4-7 cm 

確 圭a刃也、 燭色土層中iζ確認された。 V 画o 
四壁ともに良好に残存しており、東壁が 。

壁 最も深い。立ち上がりは急である。 林道
C 。

壁 溝
カマドのある南壁を除いて、構築されて

いるが非常に浅L、。 。口
P 1 (41) P 2 (58) (単位cm)住居北 口。 口側床に 2基検出されたが、柱穴らしいピ

ピッ ト ットは確認されなかった。 。。。
口

全体lζ平坦で竪くしまっている。

床 面 cJ;O CTI 

南壁東寄りにある。煙出し部は南壁から00 0 口わずかに出る程度である。袖部の芯材と
カ マ ド

して使用されたらしい石が残存する。 。o口
土師器

遺 物 ハ~o
口

。
備 考

くcノb 

一248-



i 

A-・句ーイ

T 

トーA'

l層 土 色 繍 考

1 黒褐色 (10YRち)

2 黒色 (10YR九月) 粘性強

3 褐色 (10YR;!{ ) H 粘土

4 黒色 (luYR ~/í ) M 

5 黒色 (10YR汗) グ 貧褐色地山土混入

6 褐色 (7.5YR;!{) " 焼土

7 黒色 (10YR 2..{) 策褐色地山土混入

ハv
i
l
-
-

第 136函 S 1 048竪穴住居跡実涜Ij図
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第101表 51 049竪穴住居跡観察表

挿 図 138 。
図 版 57 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向 N-36.(f-E 

面積 一一一_m2

法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 260 crn 一一一cm 一一一一crn( 166 )crn 

壁 『ロ司 13-31cm 一一ー一一cm 一一一一 crn 3-9 cm イふ
量 壁溝幅 ー一ー一-crn ー一一一一-crn 一一ー一cm一ー一一一cm 〉

壁溝深 一一一 crn 一一一-crn 一一ー一-crn 一一一一一cm

自乍確 壬.. 刃b、 地山面で確認された。

床面より緩やかな角度で立ち上がる。 。
壁

西壁及び北壁 ・南壁の一部は存在しなし、 林道 。。
酔ニ主ユ 溝 。D 

北西コーナ ーにP1 (86 X55 x30cm)が

00 口ある。柱穴は検出できなかった。
ピッ ト 。。

口
。

住居跡西側は耕作のため一部破簸されて

床 面
いる。地山壬そのまま床面として使用し

亡f c9 
ており、西側に緩やかに傾斜する。若干

の凹凸がある。

南壁ほぼ中央部に位置する。残存状態は 口口口 口
非常に悪く燃焼部の焼土のみが検出され 。口 00カマ ド
fこ。 口。 o口
土師器

遺 物 8亡
ロ

。
備 考

む~ 
E
u
 

nノ“



官
¥
¥
Y

A-ベ ト寸会'

層 土 色 備 考

1 黒掲色 (10YR 3--2 ) 粘性強

2 褐色(7.5 YR .%i) 粘性強

3 暗褐色 (10YR ~ ) 粘性強

4 褐色 (10YR.%i ) 粘性強

5 黒色 (10YR汽) 粘性強

6 黄褐色 (10YR% ) 粘性弱

7 黒掲色 (10YR 3--2 ) 黄褐色浮石混入

A---! 

E
i上

層 土 色 備 考

I 暗掲色(10 YR 3/~ ) 粘f生強

2 黒褐色 (10YR ) 粘f生強、排出血 y包 λ

3 I I港総色(10 YR ) 粘f生強、黄1品色11主山土混入

4 I 1i3色(10 YR ~~ ) 

5 I ~票総色 (10 YRぢ) f占性強

6 黒褐色 (10YRに) 粘性強

7 黒色(10 YR汽) 粘f生強

B 窯淘色(10 YR ) 粘性格:、潟色ょi二f克人

トーA'

γ
l
l
p
u
 

ト-A'

iよ_j_j

Aー-j
トA'

B' 

i l 

一一一ι~ム l 「~

r'lー¥。φ 
A-→ 
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B
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黄褐色地山土がもろくなったもの

黄褐色地山土混入

粘性強、黄褐色地山土混入

考

黄褐色地山土、浮石混入

黄褐色地山土混入

犠

粘性強、砂混入

粘性強

粘性強

ー白山
口
H
d

法ム
，d
t
t
 

ト口
本
小
e

砂混入

色土

黒福色(10 YR ~ ) 

色(10 YR 3)' ) 

黒褐色(10 YR 2<2 ) 

黒掲色 (10YR勾)

暗褐色 (10YR日〉

黒褐色(10 YR ~~i ) 

暗褐色(10 YR % ) 

暗褐色 (10YR % ) 

黄褐色(10 YR元)

101黒褐色(10 YR 2/2 ) 

黒褐色(10 YR ~，~ ) 

黒

麗

g 

9 

11 
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3 
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5 
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第102表 SI 050竪穴住居跡観察褒

挿 図 139 。
図 版 57 ⑧ 
形 肯定 方形

主軸方向 カマド反対側から(北面壁)N-22.0"-E 

面積 一一-nt

法 東 壁 西 壁 南 壁 北壁

壁長 ーー一一一cm 一一一一 cm ー一一 cm 646 cm 

壁 同ロ 19-31cm ーー一一 cm ー『ーー一cm13-24cm う
量 壁溝幅 10-24cm ーーーー・cm 一一一cm10-30cm フ

壁溝深 23-33cm 一一一一 cm ー一一一-cm 8 -35cm 

確 E一Pι、 地山面で確認された。

壁
林道排水溝lζより南壁が消失しているが、 。
他の壁は床面よりほぼ垂直lζ立ち上がる。 。
荷、西壁を除いてほぼ同一幅、深さで存

壁 溝 在する。

P 1 (40) P 2 (50) P 3 (54) P 4 (24) 口
P 5 (17) P 6 (2) P 7 (47) P 8 (34) 

ピッ ト P9(55) P10(31) Pll(58) P12(53) qコ0
P 13 (5θ (単位cm) P 1-3・P9・ 。。。P 10が本住居跡の住穴と考えられる。

口西側lζ傾斜しており緩やかな凹凸を示す。

床 面
全体的に床は軟弱であるがカマド付近は

句円。 仁P竪くなっていた。

南壁に存在したものと考えられるが、残 口存状態が悪く、焼土が残るのみである。
カ .マ

土師器

遺 物 080 
。

住居跡内lζ方形プランの Pll-P13を3
。

備 考
基検出した。伴出遺物はなく、用途不明

くもノである。
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第 103表 51 050出土遺物観察表
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第104表 51 051竪穴住居跡観察表

挿 図 141 。
図 版 58 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向

面積 一一-nr
法 東壁 西壁 南壁 北壁

壁長 434 cm 一一一一 cm 一一一一cm 一一ーー-cm

壁高 34-44cm 一一一一一 cm 35cm 15-36cm ノ)5付

量 壁溝幅 17-41cm 一ーーー一一 cm 30cm 20-28cm 、1

壁溝深 9 -17cm 一一一一一ーcm9 -12cm 12-18cm 

確 き防刃.. 、 地山面で確認された。
V 5 0 

東壁・南壁・北壁の一部が残存する。床 。
壁

面よりほぼ垂直に立ち上がる。 林道 。。
壁 溝 東・南・北壁lと構築されている。 。

P 1 (41) P 2 (11) (単位c皿) P 1は

口。住穴の可能性があるが、他の柱穴は確認 口
ピッ ト

できなかった。 。。。
口地山をそのまま床面としている。西側は

床 面
存在しないが、残存部分は平坦であるが

!こbむやや軟弱である。

床面、中央より北寄り lζ地床炉 (44x30 00 0 口cm)が存在する。
。口 O 口カマ

Jo-o口
土師器、硯

遺 物 。て。)0ロ

。
備 考

くもノ
nδ 

内
ノ
“



i 

トーA'

T 
守φ

A-ーイ

6 / 

層 土 色 備 考

黒色(10 YR 1・:/{) 粘性強

2 黒掲色(10 YR % ) 粘性強

3 黒褐色(10 YR yz ) 粘性強

4 黒褐色 (10YR 勾) 粘性強

5 暗褐色 (10YR % ) 粘性強、黄褐色地山土混入

6 黒褐色 (10YR % ) 炭化物混入

7 黒色(10 YR ){ ) 粘性強

8 黒褐色(10 YR yz ) 粘性強、黄褐色地山土混入

9 黒色(10 YR 1・}{) 粘性強

10 培褐色 (10YR勾) 粘性強

凶

i
上

m
 

り
L

第 141図 S 1 051竪穴住居跡実測図
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第 142関 S 1 051竪穴住居跡出土遺物実測国

第105表部 051出土遺物観察褒

挿図番号 第142図1 挿図番号 第142図2

器 種 :t:f 器 種 硯

法 口径 (13)cm 法 長さ 13.4cm 

底径 6.3cm 中高 12.1cm 

豆EヨE 器高 5.6cm 呈E3主 さ O.9cm 

日ムロ 土 細かい f蒲 考 須恵器嚢破片を転用

焼 成 良 好

色 調
に~'い褐色ないし黒
褐色

成 形 ロクロ

外 面 内 面

調 口縁

日開

整 底

底部回転糸切り(右)
イ席

-261-



第106表 SI 052竪穴住居跡観察表

挿 図 143 。
図 版 58 ⑧ 
形 態

主軸方向

面積 一一-rrr
法 東壁 西 壁 南壁 北 壁

壁長 一一ー一cm 一一一一 cm ー一一一 cm 一一一 cm ，S1052 

壁 高 ー一一一 cm 一一一一 cm 一一一一-cm 一一一 cm

量 壁溝幅
フ

一一一一命 cmーー一- cm 一一一一 cm 一一一 cm

壁溝深 一一一一一cm一一一一一一cm 一一一一-cm ーーー一ー一 cm

確 き院刃し、 地山面で確認された。 V 5 0 
東壁と北東コ ーナ一部のみ床面より垂直 。

壁
iζ立ち上がる。 林道 〔コ 。

壁 溝 東壁・北側コーナーに存在する。 ロ
P 1 (82) P 2 (75) P 3 (62) P 4 (6) 

00 口P 5 (72) . P 6 (71) P 7 (3) P 8 (59) 

ピッ ト P 9 (50) P 10(46) P 11 (58) P 12(30) 。。。
P 13 (40) P 14 (30) (単位cm)P 1 -14 口は本遺構の柱穴である。

西側に傾斜するが平坦である。地山を床

亡色。 仁P
床 面 面とする。

なし ロロロ 口
カ て7 5口口口。o口

出土しなかった。

遺 物 s亡

口

S 1 051を掘り込んで績築し住居西側は 。
備 考

S 1 053 fζ切られている。

6D S 1 051→S 1 052→S 1 053 
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第107表 SI 053竪穴住居跡観察表

挿 図 143 。
図 版 ⑧ 
形 態 方形

主軸方向

面積 一一-rrf

法 東 壁 西壁 南 壁 北壁

壁長 480cm 一一一一ーーcm ーー一一一cmー一一一一 cm

壁高 4 -19cm 一一一一一cm一ー一一一cm9 -28cm SIOS{ )J 
量 壁溝幅 一一ー一一cm一一一ー一cm一一一一-cm一ーーー一cm 〉

壁溝深 ー一一一一C皿 一一一一一-cm一一一cmー一一ーーcm

確 飾圭刃、、 S 1 052床面で確認された。
V 5 0 

北壁 ・東壁が残存する。北東コーナ一部 。
壁

は直角をなすが、南東部は緩やかにカー 林道 。。
プを描いている。

.壁 溝 口
P 15(60) P 16(51) P 17(50) (単位c叫 ζb P 15-17が本住居跡の柱穴であろうが、 口

ピッ 卜
乙れに対応する柱穴は溝に掘り込まれて 。。口。おり残存しない。

地山がそのまま床となっているがしまり

床 面
はない。 co 口Q 白

なし 口
カ マ ド

出土しなかった。

遺 物 '80 
ロ

S 1 052西側を掘り込んで構築されてい
。

備 考
る。

くcノb 
p
h
d
 

a
u
 

n
d
 



(2) 土壌

第108表 SK 土墳観察表(1 ) 

S K 001 S K 002 S K 005 

挿 図 144 144 144 

図 JiEi 59 59 

形 有包 平面形形はす方形、断面形は逆
台を 示。

ほYよJほ7りf3ゴ7も宣~ペ1ラ4コ「ペ7シ1ラコ 3でで7こ‘1あ1くrl~'i J主、ふ主l|新、二士}、品会t によ1くifYなりノ|ラpがフっら、れてしフ、ヵいてン・おで、るJ。lりjiJJげ、応二上北は』Z Li、lZ!日J17jUj1f7ft、民1i! t I: 

法
長形 107cI11 200cI11 157crn 

短車由 97cm 200crn 108cIll 

量
i菜さ 60crn 29cI11 22cI11 

面積 1.0m' 3.8m' l.8111' 

造ー ヰ均 二i二自f!i器

{蕗 定:J で日、1J日H1[)1dの〉刊}jと2カ'"、;，イ二バ下立陥r~ よし てりし析、るし Lも¥♂7)

S K 006 S K 009 S K 010 

J甫 図 144 145 145 

図 !坂 60 

平底面田Hf;は円m垂をえミ L， ~ì! は 平形面]f)は円形、 1m問形は逆 三ド而1I二は円n::、 I~l~í r(II JI;;は1111
背3 ムd目じレ巴』 よりほぼ直に立ちあ

カずる。 台である。 :I( 示す n

註ミ
長軸 161cI11 136cl11 98cIll 

短車fh 158cI11 127crn 96c日l

最
よ{木タじ コ〈ナゼ 36cI11 40cI11 4:icflI 

面 積 1.7m' 1.6m' U.7111 

遺 :防 土師器

f蒲 二4比ヨ S 1 0181 より切ら iiてし、
る。

S K 012 S K 013 S K 014 

挿 図 145 145 146 

図 版 60 

背3 古"ム伝川
平田形は不を整す円形、断面形

平面形は円形、壁はほぼ垂
平面形は円形プラン、断Wi

は 、皿状示
あがる。出rriLIは逆 JIラはフラスコ :1)よである

台耳ラとなっている。

法
長軸 155cI11 134clll 110C01 

短軸 138cl11 102cI11 95cIl1 

主Eヨ主 深さ 27cI11 31cI11 106c01 

面積 1.8m' 1.1m' 0.4m' 

i宣 物

{庸 タJー

S K 015 SK(f) 016 S K 017 

挿 図 146 146 14G 

図 g)~ 61 61 

1ラ 台，l.!.包d、 平底面形はす円形で断面形は舟 柑汗4]2三カJ1lh1d、l捕FJっfT3i底tて有z犬主 Yる山1'3 平 んー形 県は!底面iよ
状を呈る。 立ち上片、っている c

j去
長車出 216crn 215crn 180c[II 

短 軸 198cI11 185cI11 144c01 

iI三主1 
深さ 47c[II 142crn 110crn 

面積 3.36m' 0.6m' 2.7m' 

i主 物 縄文土器(後1~J ) 

コーナーに

備 考
S 1 016を切って構築して る
いる。 〆コ

h有:ぞl 。
一一L

266-



第 109表 SK土塘観察表l2l

S 1 015 009のJじI!1!J世に全自して

おり本iS備のιぅ;flfLい

S K (f) 023 

148 
62 

平而形は、円形プランで、 i折|半面!巳は円形フランで断，(，iJf: 
甑形はフラスコ状を示す。 Iはプラスコ状をノJ，すコ

13斗 cm
132 cm 
151 cm 
1. 7 rrf 

内
的

介
付
U
V

em 

136 cm 
118 crn 
1.6 rrf 

縄文土器(中期)

江 1S1 012の南東コーナーを掘 i
ソ!り込んで構築されている。

l S K (f) 025 SK 027 

148 149 

SK 028 
149 
63 

ランで断i函は逆G

S K 029 SK (f) 030 

J布図 149 149 

図版 64

1平面形は円形で断面形は皿状|平田形は円形を手すものであ i円形プランで底部は若干のIlJj

i -i- ~9- !ろうが住居跡により南側口頭|凸を;示し、断面は皿状である円
形態 I~ /J' ~ ~ :/:~~ I~!~~J:_':'-:- 'J :;~;::~~~' 

部が切られている O 断面形は

i |フラスコ状である。

J主軸 80cm 188 cm 
法ト

返軸 70cm 169cm 

量 i深さ 13cm 142 cm 23 cm 

i 面積 0.4rrf 3.5 rrf 2.4 rrf 

遺 物 I I縄文土器(大木 8a式)

犠考
S 1 024南西の壁と SD 012 
1ζ土境半分が重捜している。



第110表 S底土塙観察表(3)

S K (f) 032 S K (f) 033 SK 034 
挿 図 150 151 151 
図 版 65 66 

平面形は円形を不すものと思 平面形は円形と思われるが、 平面形は不整円形。断面形は

売3 態
われるが西側口頚部は住居跡 住居跡により西北部の、口頭 辺状を示す。
により切られている。断面形 部胴部のー剖3が切られている。
はフラスコ状を示す。 断面形はフラスコ状を示す。

法
長軸 112 cm 124 cm 
短軸 89 cm 123 cm 

量
深さ 132 cm 184 cm 14 cm 
部積 1.8 nf 1.7 nf 1.1 III 

遺 物 縄文土器(大木10式)

S 1 022 (南東の角)とSD006

備 考
に重複する。古い方から SK
(f) 003→ S 1 022→ SD 
006である。

SK 036 SK (1) 037 S K (f) 038 
P 挿 図 151 152 153 
図 版 66 67 68 

平面形は円形で、壁は底面よ 平面形は北壁東側l乙張り出し 平田形は円形、断面形はフフ

売5 態
りほぼ華麗に立ち上がる。 を持った方形。断面形は血状 ス・コ状を示す。

を示す。土壌内は凹凸が激し
~ìO 

法
長軸 191 cm 444 cm 92 cm 
短軸 165 cm 352 cm 86 cm 

量
深さ 42 cm 46 cm 54 cm 
面積 2.4 nf 16.8 nf 0.8 nf 

遺 物 縄文土器(中期)
東側iζSD014、西側にSD015 SD012.014が重複するが、

備 考 が重複する。古い方から SK 土墳の方が古い。
036→ SD014、 0150

SK 040 S K (1) 042 S K (主) 043 
挿 図 153 153 ]53 
図 版 68 69 

平面形は長方形、壁は底面よ 平面形は方形プランと考えら 平面形は円形、断面形は台形
りほぼ垂車l乙立ち上がり断面 れるもので、断面形は血状と を示す。

売5 育ち は逆台形を示す。 なっているが、南側壁と南東
壁の一部しか確認出来ていな

~ '0 

法
長軸 158 cm 212 cm 
短軸 121 cm 147 cm 

量
深さ 22 cm 10 cm 94 cm 
面積 1.8 nf 4.3 rrf 

遺 物 縄文土器(中期)
備 考

8 K (f) 044 8 K (f) 045 81ま046
挿 図 154 154 154 
図 版 70 70 70 

丹5 態
平面形は円形、断面形は台形 平面形は円形、断面形は台形 平面形は円形、壁はほぼ垂直
を示す。 を示す。 lζ立ちあがる。

法
長軸 87 crn 134 cm 103 cm 
短軸 76 cm 126 cm 98 cm 

量
深さ 33 crn 92 cm 22 crn 
面積 0.9 nf 2.6 nf 0.8 cm 

遺 物 縄文土器
備考

口

opo 
nノ
山



1ラ

挿

図

Jfヨ

備

国ー

凶

:ff 

凶

版

台旨

第 111表 SK土土産観察表(4)

71 

i平面形は円形、断而形は胴部 l平面形は
壁のふくらんだ台形を示す。 い云し壁は

S K (f) 050 

155 

72、74

平台ち面上形が形を示はり部す円形分。、ii底tL部みかを帯らのび立た

る。

125 crn 

144 cm 

142 crn 

24 Clll 

底面白側に Pl(深さ23cm)が
ある。

考! 1構SのI万04が3新と重し複い。するが、 当追

国 156 156 

版態 をしk填示を西持すつο側ι円7三形4、角、7形断6状面1の5仮は台り形Hi1i| 形平面を形示すは。円7形6、、 76 

法 J長軸 128 crn 112 crn 

短 1ft由 128 crn 108 cm 

量l深さ
106 cm 44 crn 

面積 1.9 rrf 0，9 rrf 

]ヒ恩d号L 物

備 考

-269-

156 

71 

、l'-II1IJ日はFLJ形、 i:，lは)Lみを，lij，
び、ており、断Ifliは袋状となっ
ザζし、る

112 CIll 

Hl2 crn 

{:)6 crn 

1. 2 rrf 

S K (f) 058 

88 crn 

70 cm 

44 cm 

1rrf 



第 112表 SK土t麗観察表(5)

S K (f) 059 S K 060 S K 061 

図 160 158 160 

[~ 版 75、76 76 

Jf5 有伝
平面形は円形、断面形は胸部 平面形は円形、断面形は台形 平面形は楕円形、断面形は!日l

のふくらむ袋状を示す。 である。 状に示す。

長軸 98 cm 108 cm 200 cm 

法|短 iMl 82 cm 102 cm 96 cm 

±造」 1而草物禎さ
76 cm ::l6 cm 26 cm 

0.9 rrf 1 cm ].6 rrf 

図

形 d省山を、

112 cm 75 cm 92 crn 
法短紬 100 cm 65 cm 

量(深さ
39 cm 38 cm 

面積 0.9 rrf 0.3 rrf 0.2 rrf 

遺 物 1縄問
イ蔚 考 S 1 045 iこ切られているの

S!i 065 SK 066 

挿 157 

関 版

円形ー壁山拙lζ|
万三

熊 i立ち上がる。 ぃ。貼り出し部を有する。

断面ff5は底面、胸部とも丸み

を持つ。

80 cm 

ハ
υ

門

iつ臼



宅ー 可い ふド

争、1)?) 
"1' 

4 1¥ ト--A'
<dP 

ト-A'

豆い諸 丹
A一寸

日吋
十i

S KOOl 
ト-A'

、七一一一ーc:.コuニ(i11ニつ

トー主l

A---I 

A一寸

S K005 

A-----J 

!麗 t 色 。詰 考7

i 然 r.M色 I7.S YR fr'il'Ujo; 

2 1 ').{悩色 7.5YR I ~.I.t色|、 1\í. 8U，i. hJt人

3 1 )品 [立(7.5 YR '~/íj ) (i'J..!，空

4 1 ;'1{出色 I7.5 YR e勺} lJ!lo1f1..1f.':¥ I'.r，): h1ι入、

5 傾i前例色(7.5 YR 

~出色I_ 7.5 YR 

トーA'

Aーベ

ト-A'

A--j 

ト-
A' 

S K006 トーA'

層 土 色 備 考

i 旦!色( Y1，1・Y， J

2 旦出色 ( 7.5 YR見) 約十I:lhi、/lJJll1倒的 j'.il，¥人

3 1技術色 ( 10 YR '!l ) iM']:ojll、炭化物泌人

4 1 ~U潟色 (10 YR % ) iM'U;lj、炭化!j?JJi!i人

5 累払j色 ( 7.5 YR 炭化物、 lこぶいoH在色 UJi人

6 1 u許制色 ( 7.5 YR f市↑'1:'.路、 Iリ]J.i'HIJ色 uJt人

7 盟¥1M色 (1日YR%) ilif']:娘、 IljjbHlJ8 ]・泌人

B 烈色(10 YRシi) もIjt'l:';宮、 iζ... j; ~、iJH(H立I:iJi人

第 144図 S K 001・002・005・ω6土璃実測図
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主)
A--! ト-A'

Aーイ トーA'

S KOI0 

A→ ト-A'
A一寸 S K009 ト-A'

ーも二三j

⑥ 
ペタlそ〆¥¥

J 
トー A'

(( 
トーA' A----i ν¥ A一寸

S K013 
S K012 

A-→ ト-A' A-→ ト-A'

第 145図 S K 009・010・012・013土墳実測悶



q記
←-"~\' 

S K (f )014 

Aー」 ト-A

(一持

j¥-イ

S K017 

A-→ 

~C\-→ 

S K (f)016 

A-→ ト-，-¥'

H主'

第 146図 SK (f) 014・016・SK 017土境実測図



A→ 

A→ 

j議

5 I 1ザl故1M色(10 YR 

ト-A'

5 K018 ト-A'

考

偽7 J宅一

A-→ 

S 1015 

S K019 
A一寸

SいJ15¥一一~ナ一一~ー→一
覆土ミヶーヶ一二7

層

、』

A一寸

‘ 『

S 1 012 

A-ーイ

土 色

11.'.1.{ 色 (7.5 YR汽)

2 I ~!n必色( lO YR ';' i 

3 I ;~{ ( 10 YR 

4 I ;J{ f{，l ~ ( 1日YR '1:， ) 

5 傾11奇Ifl色(7.5 YR 

6 I :!.{ [立 YR

5 K022 

備

1'，Jii'I，，;iJ 

炭化物、 Jj'~ 1:似人

r，Jil'J:;;，; 

炭化物1Mへ

ト-A'

ト-A'

ト-A'

考

o 1η1 

第 147図 S K 018・019• 020・022土境実測図
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ト-A'A一一寸

Aーベ
S K(f)023 

ブロ ，'1:1売U)持(.Mli:')くlilll[1，'1:4句泌人

下占Vl:;JiJ

十円l'i:'J勺1

、、
ノ/-一一一~ 、、

一戸 ト A'
Aーベ

SK(f)025 

1一一一A'

'，，，，" ~一一 // 

ト-A'
ト-A'Aー→

S K (f)024 

層 土 色 儀 考

1 黒褐色 (10YR % ) 粘f生弱

2 黒色 (10YR宍)

3 黒渇色 (10YRうも) 粘性~i]

4 I ~泉栂色 (7.5YR2/Z )

5 黒褐色 (10YR :込)

6 暗褐色(7.5 YI¥ % ) 

7 禦鳩色(7.5 YRち) 粘f生強

8 黒褐色(5 YR汗) 粘性強

巳黒色(7.5 YR汽) 粘性強

層 土 色 備 考

1 黒色 (10YR J・~)

2 黒掲色 (10YR汚) 粘性強、浮石混入

3 暗褐色 (10YR討) 粘性強、浮石混入

4 I If音褐色 (10YR弘) 粘性強、浮石混入

5 黒褐色(7.5 YR ~"2 ) 結f生強、浮石混入

6 灰褐色(7.5 YR yz ) 結性強

7 暗潟色(7.5 YR % ) 粘性強、浮石多量に浪人

8 黒褐色 (10YRち) 粘性強

9 I If音褐色(7.5 YR当) 粘性強

10 黒色 (10YR汽) 粘性強
1--

第 148悶 S K (f) 023・024・025土境実測図
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A一寸

A-→ 

A-→ 
S K028 

A-ベ
S K029 

/ 

/ 

伝//

ト-A' 、、

ト-A'~ 
S K(f)030 

T
i
B
 /ー

お])() l:! 

B一一→
ト-B'

宅

ト-A'

ト-A'

101占!rg(立(10YR % ) .l)，~件 h1Eへ、 S 1 0240)II，lil1' 

111'日[".( 7.5 YR行)

口1

第 149函 S K 027・028・029・SK (f) 030土墳実測図
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A---l 

A一寸
S K031 

トーAF

A' 

S 1034 

了
l
B

A一寸 ト A'

B---j ト-B'

J宮 こiニ t主 備 考

1 I!il'i f!~色" 10 YR :J{ ) 

2 I U凡故件j色(10 Y民%) Itも引枯州I~山川，t;j，川W附1バ花!'

3 I OJ1主U&J色 (10YR% ) 年llI ítJnb~人

4 I t立燈色(10 YR 7/H) r，~↑生 ~hj

5 見/{~ 色 (JOYIそろ) f，lit't'J主

5 立: E0. (10 YRシ{ノ I占t1強

7 I s'l f必包 (JOYR X) 約一1:

8 I !早悩色 (10YR7:!J tM'!:強l

9 I ，';lA なl(10YR J.y，) l!î i'1~主

第 150図 SK031.SK (f) 032土壌実測図
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S 1022 

「「 S D006 

A一寸

トーA'

S K034 

→ ト-A'

ト-A'

T
i
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第 151図 SK (f) 033・SK034・036土墳実測図
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第 152図 S K (1) 037土壌実測図 ) 
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ト-A'

で三戸→
S K(f)044 A一寸

扇 土 色 備 考

1 暗鎚色(10 YR %; ) f占也:強i

2 累 色 (lOYR7i j 

3 黛褐色(10 YR九j 粘性強i

4 黒 色 (10YR h) 粘性~m

5 策編色 (10YR%) :j'M1:弱、 il~2 多!I!に i弘人

日 明黄潟色 (10YR %) *M'上強

7 1 ~草褐色 (lOYR~ ) 粘f生211

8 I ~黒掲色 (10 YRち) f占性強、裁泌色浮ιiiM人

9 明策f品色 (10YR%) f占f生J~!

10 暗掲色(10 YR 11 ) 粘f生強

11 策褐色 (IOYR%) 砂

121 ~票総色 (10 YRれ) f占↑生強、p:t総色:1:混入

131 sJj黄掲色 (10YR%) 粘性弱、細ftT

14 累 色(10 YR I.Yi ) f占性強、やや硬質

C---l言手zJC 

口1

044・045・SK 046土境実測国
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第 113表 Sl玉 010--純益土壌出土選物観察表

出土遺構 話藍 010 S監 021 SK (f) 030 

挿図番号 第 159図 第 159図 LつJ 第 159図 3 

器 種

LR縄文→沈線。沈線lζ

文 様 RL縄文 より施文帯と無文帯とを 太い粘土紐貼付

分ける

色 調 明褐色 外面暗赤褐色、内面赤補色 赤褐色

目台 土 細かし 1 やや 細かし 1

焼 成 良好 良好 良好

備 考 外面lζ煤状炭化物付着
煤状炭化物付着
大木 8b式

出土遺構 S藍(I )母30 S茎(f) 030 S藍(f) 030 

挿図番号 第 l 第 159図 日 第 159図 6 

器 種

文 様 RL縄文→粘土紐貼付 ロ縁部と服部間lζ;線 縄文

色 i間 黒褐色ないし暗赤褐色 極暗赤掲色 褐色ないし

土 細かし 1 細かし 1 細かし可

焼 成 良好 良好 良好

備 考 大木 8b式 煤状炭化物付着

出土遺構 SK (f) 033 SK詰38 SIま 05基

挿図番号 第 159図 7 第 159図 8 第 159図 9 

器 種 浅鉢

文 様
RL縄文→沈線→療消し、

RR 粘土紐貼付文
刺突

色 調 外面掲色、内面暗褐色
|外面掲色及び黒色

内面 暗褐色及び黒色

土 細かし、 やや荒い 細かし 1

焼 成 良好 良好 良好

備 煤状炭化物付着 |外面朱塗

出土遺構 S藍 043 SK 064 

挿図番号 第 160図 10 第 160図 11

器 種 鉢 鉢

口径 19.0 cm cm 
法

底径 6.0 cm 8.5 cm 
量

器高 21. 5 cm cm 

文 様
LR縄文→沈線

LR縄文
突起には粘土紐の貼付

色 調 暗褐色ないし掲色 外国明褐色、内面灰褐色

日ムロ 土 細かし、 やや荒い

焼 成 良好 良好

備 考 口縁部突起には 4単位 口縁部、腕部上半を欠損

-288-



つ1
1
1
1」
i
i
1
J

Eυ

的

。

箆
震
削
慨
容
酬
明
け
明
週

韓
日
明
略
的
。

、、。~二三ご二ミミこ妄ド立ごごこ:こ主匂

CJJ 
αコ
小3

a

∞
向
。
@
的
的
o . 
<:> 
的

。

@

吋

的

也

a

h

吋

{
}
@
口
同
{
}
出
関

図

組長

C宮、
u';) 

と二三二三∞

∞
的
(
)
〉
円
∞

ー

1
1
F
i
?
2
・dd
挽
必
ず
汐

・

1
2
2
1
i
j
j

t三3‘:レ
ι-一

灯

ιι手毛一勺下T叩

rだ(1斗

33り日一コJ

櫛吃弘引汚設点引
r
扱
μ主対!ケ?J
J
一引々
、必乏件~心心J心心一一…‘

g
Y

汐
♂
ピ
冷
J
q
t
e
孔
川
J
J
z
b

一fJ
r

，g
1初
;
ι
h
hヤ
区
立
今
日
同
調
ー
ド
d
v
a
t
p

/
ハ
ヲ
一
お
認
知
器
L
Z
vミ
ヂ
;

¥
J
b
d
kゥ
川
川
，

mw為市
珂
い
一
六
時
間
~
時
点
下
一
一
一
心
ん
か
1
J
J

一

、
人
弓
勺
人

U
Tシしト一
A
1
7
Jえ
k
h
'
九
三
一
J
k
h
¥

主上九主二

Z
J

VhadpvバJ
鴨
川
九
J

J

ト

7
.
d
J
V
U
L
-
-
h・4U
ドムマ一
4
4
7
5
h
h
N
4
4
f
J
北
矧
ぐ

Jhizrrン
ケ
泣
い
バ
ゲ
ト
時
人
叩
d
f
h
h
p止
ま
い
い

~J一

-O，

λtJyxvFリ
J
1
Z
留
期
官

F
P沿い
叫
に

叫
一
し
一
山
花
守
山
一
尚
一
、
議
窓
出
市
町
宮
川

A

・p

・J
J

ド
'
イ
冷

J

f
川
島

E
V
-
J
-
0
.
J
J
A
i
f
J
v
d

ぷ

y
d子
rrZA--

J
円

ijf4Jf'L'

‘
J
l
日
l
y
Y
T
-
-川
。

崎

、

Jト

r
f
}
g一
九
叫
に
p
t
f

川ヘ

i
，

ir--¥'f八:。
1
4

〉

L
P一

rhtγ'わ
1

1

b

t

F

L

i

r

:

-

£二}:的
ん庁Lや2.2
みら~，;6~響ーさ 2 

315ぎt-.1:山

、こコN 、主的
。
的
(
)
凶
凶

仁二三寸
。
的
(
)
出
∞

、

μt ， 

。
)
[
(
)
一
一
山
∞

五二二コ?



S K043 

S K064 11 

。 5 cm 

第 160図 S K 043・064土墳出土遺物実測図

-290-



審
P2 

主一重量
I P3 

5 ユど

ソ「
h

h

H

3

Z』
h
勾

円

戸
』
お
(
)
‘
山

嘩
Pl 

EJど
戸吋 x
b勺 σコ
F叶司てT

Nt、

戸山
r、

2玄:σ⑦3 

に∞0 0お3 

審

P

4 

S A005 

f電4
5コど

L工事P5

S A004 

.:"-.lr-. 

i轟

構
P4 

2 

構
内

?
i川崎一
I
T
J町門事内

「γ電1

i十2 

番

目

?

刈

↓下民一一一
-
i
;

S AOOl 

SA001'-""005柱列模式図第 161図
5 

S A002 

S A003 
第I14表SA uui，-.__，uu5柱列観察表

S A 002 

長径×貴重径xi!壊さ lcml

52 x 43 x 28 

52 x 45 x 45 

66 x 52 x 51 

48 x 35 x 58 

52 x 38 x 47 

7.15 m 23.6 尺

引
一
円
一
円
一
円
一
円
一
銭

S A 001 

1/ 長径×短援X深さ lcmj
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第116表 S B 002掘立柱建物跡観察表
挿図番号第166図 図版 78 規模南北 12. 44 m ( 41. 05尺) 東西 7. 01 m (23 . 13尺)
桁行方位 N-48.5

0

-E  桁行方向に対する梁行方向の角度 90
0 

桁行 4間 7.84m (25. 87尺) 柱間平均 1.96m(6.48尺)
梁行 2間 3.78m(l2.47尺) 柱間平均1.89m(6.23尺)
柱掘形平均f直径 52.2cm 深さ 53.りcm 柱痕跡径 20Clll
位置東西 柱間平均 1.75m (5.77尺)
柱J屈形平均値筏 56.0cm 深さ 42.9c01 柱痕跡径

4主?
にZ身

19.8clll 
物
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P 1 51 X 37 X 65 

P2 56 X 42 X 55 

P3 40 X 33 X 41 

P4 60 X 50 X 39 

P5 80 X 54 X 91 

P6 51 45 X 53 

P7 55 X 40 X 57 

P8 52 x 52 x 56 
P9 60 X 40 X 57 

PlO 55 X 35 X 53 

Pl1 57 X 52 X 80 

P12 66 X 58 X 48 

P13 35 x 30 X 29 

P14 35 X 33 X 57 

P15 51 x 42 X 43 I 

P16 32 X 30 X 52 

P17 58 x 45 X 43 

P18 40 X 34 x 45 
P19 40 X 35 X 61 

P20 54 X 50 X 

P21 53 X 52 X 45 

P22 55 X 40 X 40 

P23 48 X 44 X 35 

P24 42 X 40 X 15 

P25 43 X 36 X 24 

P26 70 X 36 X 25 

P27 46 X 39 x 15 
P28 48 X 46 X 34 

柱J花形平均植 (cm) 

51目2X41.8X46.6
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第117表 S B 003掘立柱建物跡観察衰

挿図番号第168図 図版 79 規模南北 5.03111(16.60尺} 東西 3.~13111(12.97尺)

桁行方位 N-73.5
0

-E  桁行方向に対する梁行方向の角度 94
0 
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ピ'iトl長在;短径X(c深m)さピット

長径×哲1径xi菜き
(cm 

P 1 30 X 30 X 7 P27 29 X 25 X 18 

P2 25 x 25 X 6 P28 50 x 45 X 14 

P3 24 X 19 X 13 P29 40 X 35 X 12 

P4 35 25 X 11 P30 33ス27λ8

P5 33 X 25 X 9 P31 41 X 35 X 18 

P6 '10 32 X 10 ド32 50 X 35 8 
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P19 46 x 45 X 13 柱掘形平均値 (cm) 

P20 40 X 38 X 21 36.3X31.1X13.7 
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第120表 58

挿区i番号第175図 図版 80 規模南北 5.20m (17.16尺) 東西 6.16 m (20.33尺)

桁行方位 N-40.5
0

-E  桁行方向に対ーする梁行方IfjJの角度 目。

|桁行 3開 5.20m (17.16尺) 柱間平均1.73m(5.72尺)

身会 i梁行 間 6.16 m (20.33尺) 柱間平均 1.23m (4.06尺)

柱1mjJ杉平均{直 径 66.4cl11 深さ 75.5cl11 柱痕跡径 21.2clll 
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第121表 S B 007掘立柱建物跡観察表
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第122表 S B 008掘立柱建物跡観察表

第178国 図版 1~H1;~南北 4.66111 (15.37尺) 東西 3.58m ( 11 .81尺)

N -.50.5
0 
-E 桁行方向に対する浩行方向の角度 8~ì. 50 

挿図番号

桁行方位

358m 
[1 広三尺

I.S::lll1 
6.04尺

S B 008掘立柱建物跡摸式図
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第123表 S B 009掘立柱建物跡観察表
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S B 010掘立柱建物跡観察表
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S B 012掘立枠韓物跡観惑表

R 

第126表

81 

桁行方位 N-52.5
0 

E 

桁行 3間以上

梁行 2間以上

柱掘形平均{直径

1.44m (4.76尺)

1.74m(5.76尺)

尺)

尺)

j菜さ 51. 5cm 

m( 

37cm 

~ 
仁コ身

総柱建物であるが、調査範囲外に入り込んでおり、規模は不明である。
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第127表 S 0 002，....__015溝観察表

S D 002 S 0 003 S D 004 

J市 図 付国 2 付図 2 付[~j 2 

図 日反 82 

法 長 2 9.14m ¥44.52) 11l 20.G5Jll 

ITIJ O. 28~0 .84m 0.52~0.92111 O.15~O.47 Jll 

EE3 ; よtオ'パ亡エ ムくグミ 0.12~0.25m の 23~0.4 111 0.2 ~O.2ぷ III

底音1)の状態
す水;五乙による凹みを所々に 'IJ 水流による山み1];'おE多くは すオ<..i定による多くの凹みをイf

る。 らオLる。 る。

走行方 111J E→W E→W E-)oW 

S D 002・003・004・005
S 1 027・SD U12・013

S D 015におよくものであろ

部j 二JJZ 
と正広幸1，[-<)一る。SーすDlt lι11弘Ji系{之、

が東西に平行して走る。
S 1 027ー今 003ー.，.SD 
012・013である。

つ。

S 0 005 S 0 006 S 0 007 

持f 回 付図 2 1，j図 2 付図 2

図 )~)i 

1E2J こ y 7，20m (47.30)111 (4t:i.7) 111 

0.3 ~0.44111 1. 85~4.2υ111 0.35~O.8 m 

主Eヨ主主 よ{オりじt ムCザ 0.12~0.8 111 0.35~O.7 m 0.2 111 

嵐官1;の状態 ほほ干長lである。 平坦である。
水流による凹凸が数多くは
らオLる。

定 1:Y-)jザlJ E→W E→W E→W 

S 1 021・022・032と重最複も
S 1 020・021 fと新重し惚しする

f脂 JJ 2f- l 彩しTており、 S D 006が が、本遺構の方ヵ 、。しし、 n

S 0 009 S 0 011 S 0 012 

拝I 図 付図 2 付図 2 付図 2

図 )~)J: 82 

j去 長 う1 (16.0~20.0)m 7.0m (35.6) m 

1!1討 o .40~0. 95111 0.2-0.5 m 0.6-1.0 m 

主Zi3主 ヰ{オクロミ ムc:セP 0.10-0.30m 0.30-0.32m 0.12~O.28m 

東側に水流による開凸が平見
水す流による出みを所あ々に有 はほ

底部の状態 られるが、西側ではほほー
JFlである。 るがほほ、平士旦てい る。 凹凸が見られる。

走行方向 E→W E→W N→ S 

S K 036・SD 003・007・

1i1i] 宅'
西側で 2叉に別れる。 S K 005を切って作られて 014・015・S1 024・026・

いる。 028・031のすべてを切勺て
{ノiτ らオL~ごし、る。

S D 013 S 0 014 S 0 015 

神 図 付図 2 付図 2 付図 2

図 目元 82 82 82 

(18.6)m (14.2-16.0)m 

I!出 0.38-0.48m 0.30-0.68m 0.42-0.62m 

B七J主 深さ 0.28-0.4 m 0.20-0.23m 0.12~0.1お m

底部の状態 平士IJ.である。 東側には、西若側干はの平凹坦凸でがあ見るら。オしるカミ
7多'k~:五己，=すよるノj、さなー日]カ、、 委文

く存る。

走行方向 N→ S E→W E→W 

S K 036・038. S 1 026. S 1 027・028・SD 012・

S D 003・014・0新15!日を関d切係っlて S D 012・013によりザjら 013 と重複している。新|日

イ蔚 考
f乍られている。 立、

関係は S1 027・028→ SD
S K 036・SK 037→ S 1 

れている。
026ー...S D 003・014・015 015→ S D 012・013 であ

→ S D 013である。 る。

323 



第128表 S D 016..-...-027溝観察表

S D 016 S D 017 S D ui8 
挿 図 付図 2 186 186 

13] 版 83 83、84 83、84

i去 ;長 さ 3.9m 20.0m 53.8m 

o .14~0. 34m O. 62~ 2.6 m 0.5~4.4 m 

:$.: j莱 ふA、も4令F 。1O~0.15m 0.72~ 111 0.18~ rn 

底部の状態 水流により底す部には数多く 東側は平土門であるが、

の出みを有る。 弓三土El_である。 においては水流による
な.LlJ] 0みカ'-yi!，らオLる。

走行方向 E→W SE→ NW  SE→ NW  

{脂 ヂJー
S 1 023・024を切って作 S D 018と重複しており、 S D 017iを!lU一切ってイ乍らf.Lて
られている。 S D 017が古い。

おり、凶 において 2叉に
刃りオLる。

S 0 019 S D 020 S D 021 
J前 図 186 186 186 

図 ItJi 8::3、 84 X:~ 84 8::3、 8'1
法 長 "2 (7.8) 111 (12.6) m (26.8)m 

111面 0.2 ~O.γ111 0.3 ~0.6 m 0.7 ~L9 m 
5E3 主 ょ{オqじc::こ~ 0.2 ~ m 0.16- 0.7 ~ η1 

底部の状態
平土上lであるが所々に水流に

平土日.である。 ユF士司で-ある。よる凹みが見られる。

走行方向 SE→ NW  SE→ NW  SE→ NW  

{賄 f J 
東側でS1018、西側で S1 

西側でSD018と合流する。020と合流する。

S 0 022 S 0 023 S 0 024 
持 図 186 186 186 

図 版 83、84 83、84 83、84

法 長 さ (4.4) m (52.1) m (36.8) m 

中高 0.2 ~0.5 m 0.6 -1.4 m 0.22~0. 75m 

量 1呆 去、明F 0.15~0.2 m 0.8 - 口1 111 

底部の状態 水流による出みが点存する 数底部多には水流による凹みが 平tllであるが所々に凹凸が
く見られる。 見られる。

走行方向 SE→ NW  SE→ NW  

イ荷 安Jち. 西側でSD027が合流する。 S D 024~02f6Rがtでは合は流、平す行るし。
て走 1)、NE

S 0 025 S 0 026 S 0 027 
芥I 国 186 186 186 

図 目立 83、84 83、84 83、84

法 長 さ (44.2)m (40.6) m (35.2) m 

!幅 0.4 -2.0 m 0.6 -3.3 m O. 36~0. 60m 
草長謂 j菜 さ 灯1 0.75-1.20m (0. 22~0 .40) m 

底部の状態 平土日であるが所々に水流に 水流による凹みが とくに 水流による激しい凹凸が見
よる凹みがある。 西側において大きくなる。 られる。

走行方向 SE→ NW  SE→ NW  E→W 

S D 024・026 と西側に合 四ほ5間どが1側11扇合に・流深おすいさるがて。大き くな
S D 024・025 を東、S西Dに切

{詰 考
流する。

る。、S D024 1)合、間fすHUにおいて、 023 
. 02 と i混る。
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円
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円
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第129表 S D 028'"'"'034溝観察表

S D 028 S D 030 S D 031 

挿 図 186 186 183 

図 J~Jsi 83 82 81 

j去 長 ふ"" 38.9111 2~). (:) 111 6.7ぷ111

JIJfi~ 1.72-3 .40m 0.5(:)-1.4ぷ111 0.44-0.8 m 

3tミ-工3 、i川寸口二 ムごセ' O.31-0.59m 0.28- m O.2(1-1I.:)('Irl1 

i事Ji.rf:!iJf三は委主手支グ)Hを二白「し、
底面は伯4めて g災くしまって ほほ斗三担であるが、所々に ムドJIIーであるが、氏部内にヒ

底部;の状態 いるのJF〉ELI側去に沿ってキI1ll、
るえドオぇ;五乙lこよる[Ll](リl 7](流による凹みを有する。 ットがFJi守々に見ら hる。

し一‘門

走行方向 S→ N E→W S→ N 

S D 030fをR日ザリって刊 I~Hι S K043・S D028とうとJ:;主L在0校43す-
11iH ーがJ今

おぎjりJ与も、B 北c で SD 018に花 る。D菊(J !日i共Hオミは、 S DO:;j2と北側で重版する c

S D030ー→ SD02Sで。ある九

S D 032 S D 033 S D 034 

争F 凶 lt3:-l 183 183 

i文l J~h 81 81 81 

i去 長 ムc一マ品 12.3m 4.0m 32111 

i恥; 0.(:)-2.4::lm O.33-0.48m O. 3-(). 56m 

主Eさ主3主 、{木クロ ムミご・ 0.08-0.38111 0.24-0.3 m O.09-0.12m 

平山であるが、所々に掘立
平担であるが所々に掘立柱 平:t._Elーであるが所々に ~11JI立柱

底部の状態 柱建物跡のピットが見られ
建物跡のピットが見られる 建物跡のピットが見られるる。

走行方 Ifl] S→ N→W S→ N S→ N 

lifH ;;!j- 北主仁入2 側コーナーで SD 031と 北端なは深さ67.5cmの土壊状
流する。 とる。

円
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策掲色こt微鼠浪人

長生賀状校予微量t箆人

一
土 色 備

l 椅褐色¥lOYR'Y， J

2 黒福色¥10 YR;~'2) 

3 黒色 llOYR3{l

4 黒色リoYRI・/il

内 F

旬J

土 色

4
)
 

A----1 I-A' 

ーで三~

→玄ア〉

Cー斗 トーC'

可子ァー
。 1 111 

考

1';-

第 185国 S D 009溝実測図
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A-→ 

S D023 S D 021 

B-→ S D028 ト-B'

層 土 色 備 考

1 黒 十品 色 (10YR %) 黄褐色土少量混入

2 黒 色(10YR ~1) 粘性強

3 黒 争昌 色 (10YR%) 黄褐色土混入

4 黒 褐 色 (10 YR ~~) 粘性強、極硬質

5 灰黄褐色 C10YRyz) 細砂

6 黒 色 (10YR~) 粘性強、極硬質

7 lこぶい黄褐色(10 YR %) 粘性強、蝶混り

8 黒 褐 色(10 YR %) 粘性強、極軟質、貰褐色土混入

っリつjun叶
UつLQJM 

ト-A'

S D020 ?S  D019S D 018 S D017 

層 土 色 備 ずd 層 土 色 備 考

黒 色(7.5 YR討) 粘性~~ 15 赤 男〈 色 (2.5YR~) 砂鉄を含む小砂蝶混入

2 黒 色(7.5 YR 何) 粘性5号、明黄褐色小磯混入 16 黒 ネ島 色(10 YR yz ) 粘性弱

3 黒竜 色 ( 5 YR 1・只 ) 粘性弱 17 里 ;品 色 (10YR~ ) 粘性強

4 黒 色 ( 5 YR 1・日 ) 明黄掲色の浮石多量に混入 18 黒 褐 色(10 YR % ) 明黄褐色土の小粒混入

5 黒 色 ( 5 YR 1・冗 ) 浮石と砂が混入 19 暗 褐 色 (10YR % ) 砂質

6 黒 褐 色(10 YR巧) 浮石混入 20 黒 褐 色 (10YR%) 

7 黒 掲 色 (10YR勾) 浮石混入 21 lζぷい黄褐色(10 YR ~~ ) 黒褐色土が細かい麗をなす。

8 暗 +昆 色(10 YR % ) 22 lζぷい黄褐色(10 YR % ) 黄褐色土混入

9 黒 褐 色(7.5 YR ~~) 23 黒 色 (10YR引) 粘性弱

10 票、 色 (10YR封) 24 黒 褐 色(10YR ~ ) 

11 黒 宇昌 色(5 YR ~{ ) 25 灰黄掲色(10YRyz) 小磯と砂、砂鉄含む。

12 黒 色(7.5 YR l'~'nl 浮石粒極少量混入 26 lζぷい黄褐色 (10YR% ) 砂混入

13 黒 掲 色(10 YR % ) 明黄褐色地山土混入 27 黒 褐 色 (10YR%) 小磯混入

14 黒 褐 色(10 YR % ) 

第 187図 S D 017--023.024土層断面図



(かその他の遺横

第130表 S X 003""""008観察表

S X 003 S X 005 S X 007 

J市 図 第1881:Rl 第189図 第188図

図 nJi 
円I円( 

Tt陶、リfまlqI lI出よ河ドしりf2目計部z3Fb二立主-事ザ、りを了1I長2なにf1j1にす立るを石市刀Pるち皆、t何こです 曜カ4た4ζ4σはり誌ラに引民、屯

えそ斗付iζlニIおヰ汗仁3{二上去し、ヵ、 }お1jii!1t5y 

)1ラ m忌4、 不明
に jafP-J のヒ円ト状

1) ;.-了しj: し、 ~I ヒ iHJjは;えくなり
尖ている。

i去 長車由 548cm 

短期IJ 177Cl11 

よ{オじミ さ 144cm 56cI11 

片1 面積 9.1mど

j立 土日1Il器

FJ - 土器が集けt中さする部分に、 ~，;'t
二1二えJ吋会 H え二。

S X 008 

Ni 凶 第190図

図 );}i 58 

1jFtI:を伏l'tfJlラLiヰヒ』まげとり寸7夫杉 くな‘る.011
JF~ 有ペ午包、 :1 吉1しす、i粉fri'i:iJf;;tニ士、 ほiは:

11Il を主J:; 。

法 長 'liHI 525cm 

生l~ 11il11 180cm 

i菜さ 82cl11 

壬仁:tZL 百11 Wi 8.6m' 

j宣 物

lfll:i二 It'
よ り::[1カ<70イ答114ij4設さteさ

右前 考 れたrtその内約 7 は火燃
を受ている。
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も舎

A-斗 トーA'

O S/3210 
(?7 _ ~斗 J

u もいF

b 
¥9 。

5 X003 

o 50cm 

S X007 

A→ 

'n， 

層 土 色 備 考

1 黒揺色(10 YR % ) 黄樫色土混入

2 黄櫨急(10YR ys ) 

3 暗褐色(10 YR% ) 黄櫨色ヰ混入

4 黒掲色 (10YR%) 黄褐色浮石混入

5 黒掲色(10 YR 72) 粘性弱、炭化物混入

6 暗褐色(10 YR ~ ) 黄褐色浮石混入

第 188図 S X 003・007実測図
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。1

。
ト-A'

了

くG
T 

A-汁 ト-A'

2 
/ ノ I 

色 備 考

I 黒褐色(10 YR %) 粘性強、黄楊色砂混入

2 褐色 (10YR先) 粘性弱、礎、暗福色土ブロック混入

3 暗褐色(10 YR %) 黄褐色砂混入

4 黄掲色(10YR %) 砂、 10cm大の諜混入

c-ーイ ト-C' B---J ト-B'

m
 

q
L
 

第 1抑留 S玄 005実測図
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モを
B' 

L 

A' γ 

層 土

11黒 掲 色 (10YR~) 

21黒色(10 YR~1 ) 

3|黒色(10 YR 1わ

4|暗 褐 色 (10 YR y; ) 

5|褐色(10 YR ~~ ) 

6|灰黄褐色 (10YR勾)

7|明黄褐色(10 YR;!..'6) 

8 I褐色(10YR %) 

7
i
B
 

色 備

粘性強、明黄褐色土混入

明黄褐色土混入

粘性強

Aーペ
ト-A'

、可hF三ム〆

砂

黒褐色土混入

黒褐色土混入

第 190図 S X 008実測図 しムーしよム| I I 
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第131表 5 X 002. 003出土遺物観察表

出土 構 S X uu2 S X uu2 S X 003 

挿図番 第191図 l 第191図 2 第191図 3

台ιLItr1 f長

j去 口{丞 CI11 CIll Cl11 

底 cm CI11 り.0CI11

~)γ王 f口oJ CI1l co1 CIll 

土 示日!かし、 組!か l-， 幾分砂カ{ìl.~入している

t尭 成 良 好 良 女子 H 好

色 副司 色 にぷ1，，*音色ないし明赤褐色

成 )杉 粘土佐巻き上げ‘ 粘土秘巻き上げ、

外 面 内 出 外 出 17ヨ 間 タト 関! 内 面i

え周 u *~ ユビナデ ユピナデ ユピナデ ユビナデ

日|司 へラナデ ヘラナデ ヘラナデ ユピナテ‘

言'Jii'ζ三 底 .r"ラケズリ

f出 FJ O 日縁部内面に煤付着 !底面に悲状圧痕

出二仁 梢 5 X 003 5 X 003 5 X 003 

挿図番 当~191 図 4 第191図 5 第191図 6

器 干1+[

法 口 f壬 cm cm cm 

底径 7.3c01 cm cm 

旦白i旦r 主同主~ cm Cm co1 

fli=i 土
全体としては細かいが 2

幾分砂を含む
1 ~ 3 mm大の砂、小石カi

~ 5mm大の小石を含む 多い

封t 成 良 女子 良好 良 好

色 調 灰褐色 桜色 明赤褐色

成 ]f; 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面 外 面 11c_j 面 外 面 内 出

宮司 ロt設 ユピナデ ユビナデ ユビナデ ユビナデ

日間 へラナデ ヘラナデ へラナデ ノ¥ケナデ

整 底 へラナデ ノ¥ケナテ、、

{賄 f J 

底外外面に圧煤状物質付着

面縁部縄の痕みへラナデ

円
べ
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第132表 S X 003 e 006出土遺物観察表

出土 1非 S X 003 S X 003 S X 006 

持i図昏 員iH91図 7 第191図 8 第191図 9

器 極 土自rli器禁 土~m*H:設

法 口径 CIl1 cm Cll1 

底ィ丞 cm CI11 (7.6)cm 

主正当主L s台l3γl 主F主可「 cm cm Cll1 

nt オ二 細かしミ 手HIかし、 5 ~ 7 mm大の小石を含む

焼 成 良 好 良 ~J- 良 女子

色 調 巴 によい赤褐色 にJごし

成 JIラ 粘土紐巻き上げ 粘土組巻き上げ. き上げ

外 面 内 曲i 外 間 内 匝i 同1 rJす !Jl! 

口縁 ユピナデ ユビナデ ユビナデ ユピナデ

日|司 へラナデ ノ、ヶナデ へラナデ ハケナデ ヘラナテ‘ /'-.ラナデ

整 !医 /'-.ラナデ

イ席 ぇ佐J 

出土遺構 S X 006 S X 006 S X 006 

挿図番 第191図10 第191図11 第191図12

若手 干重 土師器護

法 仁! 11: Cll1 cm cm 

底径 9 cm cm Clll 

互E司主 :61γ王 主日主1 CI1l CI1l cm 

日台 士a 幾分砂が多い 3 ~ 5 mmの小石を含む ~;11Iかし、

焼 )JJ: 長 立子 良 女子 ム上二くj 好

色 言lfiJ にぶい褐色ないし褐灰色 控色ないし明掲色 桂色

成 形 粘土統巻き上げ‘ 粘土主11:巻き上げ

外 面i i実i i白 外 面 内 外 面i I)~ 面i

調 口縁 ユビナデ ユビナテ、 ユビナデ ユピナテ

日開 へラナデ ノ¥ケナテ‘ ヘラナデ ユピナデ

首Jl互父三 底 へラケズリ へラナデ

底面木の葉文 内面炭化物付着 内面煤状炭化物付着
イ蕗 考

nHu 
qu 

qu 



第133表 S X 006出土造物観察表

凶lci

じ111 ('111 
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剖 I[1 

i HI'iJ 

将 I J点

1'IU 考 I，人]~li 口 fi;姑I~に炭化物付着
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C2J 遺構外出土遺物

第134表遺構外出土遺物観察表(1)

挿図番号 第四2図 l 第192~ 2 第192関 3

器 種

文 様 LR縄部文突
口縁 起に渦巻状沈線

RL縄文→沈線 RL縄文→沈線

色 調 謹色 外部灰鴇色、内頭黒色 外面褐色、内面明掲色

給 土 やや荒い 細かい やや荒い

焼 成 良好 良好 良好

イ藷 考 大木 8b式 大木 8b式 大木 8b式

挿図番号 第192国 4 第192図 5 第192図 6

器 種

文 様 LR縄文→沈線 L撚糸→沈線 RL.LR縄文→沈線

色 調 外面褐色、内面明褐色 樺色 掲色

胎 土 やや荒い 荒 い やや荒い

焼 成 良好 良好 良好

f藷 考 大木 8a式 大木 9式

挿図番号 第192図 7 第四3図 8 第193図 9

器 種

文 様 突R起L縄部文外→面沈に粘線土紐貼付
RL縄文→沈線、口唇部

LR縄文→沈綿
沈掠

色 調 灰褐色 明赤褐色 黒也

胎 土 荒 い やや荒い 細かい

焼 成 良好 良好 :良好

イ蕗 考 円筒上層 e式 円龍上層 e式

挿図番号 第193図10 第四3図11 第193図12

器 種

文 様 工字文、内面に1条の沈練 工字文、粘土溜貼付 平行沈線

色 調 明赤褐色 暗褐色 掲色

胎 土 細かい 細かい 細かい

焼 成 良好 良好 良好

イ蔚 考 大綱K式 大洞N.式 大洞N.式

-341 
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第 192図 遺構外出土遺物拓影図(1 ) 



第135表遺構外出土遺物観察表(2)

挿図 第193図13 第193図14 第193図15

器 種

文 様 沈主義 R撚糸 LR縄文、口縁部研磨

色 調 外面黒掲色、内面褐色 暗褐色ないし暗赤掲色 褐色

士 細かい やや荒い やや荒い

焼 成 艮 女子 良好 良 女子

{蕗 大洞A式

挿図番号 第193図16 第193図17

器 手重

文 ばこ LR縄文 LR縄文

色 調 時赤褐色 褐色

1口 土 細かい 細かい

焼 成 良 女子 良 女子

イ賄

挿図番号 第194図18 第194図19 第194図20

器 1霊 土師器禁 土師器護 土師器禁

法 口径: cm cm cm 

底径 cm cm cm 

器 cm cm cm 

目台 土 2 ~ 3 mm大の小石を含む 細かい 砂やや多い

焼 成 良 女子 良好 良好

色 調 明赤褐色 赤褐色 1笠色

成 背3 粘土紐巻き上げ 粘土紐巻き上げ

外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面

調 口縁 ユビナデ ユピナデ ユビナデ ユビナデ ユビナデ ユピナデ

日開 へラナデ ノ¥ケナデ へラナデ ノ¥ケナデ へラナデ ユピナデ

整 底
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第 136表選矯外出土遺物観察表(3)

挿図番号

器種

第 194図21

土師器護

第 194図22

須恵器壷

第]¥::l4図23

須恵器整

cm cm i cm 

cm I cm I cm 

内面

痕形成ロ

打
二
ク

切
一
ロ

λ

代
一
乙

斡
一
副

回
一
一
向

備考

第 194図25 第 194図26

須恵器饗 須恵器饗

言 cm 

cm cm 

cm cm cm 

1......4mrn大の小石を含む

良好 良好

両断面面 灰暗赤色掲色 灰色

面|外 面 内 面 i 外 面 内 面

平行叩目 せ斜ため平に行交叩差自さ

挿凶番号 第 194図24

細かし、

焼成 i良好

|外面 l乙ぷい褐色
色 調!内面灰色

成形 i

J 外面 1 内

口縁 i
調トー-

胴 |叩自

整
!氏

頚部破片

備考

Aι
ム
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第137表遺構外出土遺物観察表(4)

挿図番 第195図27 第195函28 第195図29

器 種 石鍬 石鉱 石槍

法 長さ 3.1cm 2.4cm 5.0cm 

中高 1.4cm 1.4cm 2.0cm 

厚さ 0.3cm υ.6cm 0.8cm 

重 主E主ヨ主 1.1 g 2.0 g 12.5 g 

石 質 珪笠頁岩 石英 泥岩

{蒲 考
基部欠損 基部欠損
アスフアルト付着

挿図番号 第195図30 第195図31 第195図32

器 種 石槍 石匙 打製石斧

法 長さ 6.8cm 6.9cm 11. 8cm 

中話 2.2cm 2.7cm 4.2cm 

厚き 1.2cm 0.6cm 1.9cm 

重 量 18.6 g 11. 9 g 92 g 

石 泥岩 J泥岩 泥岩

イ蕗 考

挿図番号 第196図33 第196図34 第196図35

器 種 磨製石斧 磨製石斧 石棒

法 長さ 6治 7cm 6.4cm 15.1cm 

l幅 5.6cm 5.6cm 3.2cm 

亙;: 厚さ 2.8cm 2.6cm 1.7cm 

重 154 g 111 g 137 g. 

石 質 凝灰岩 説灰岩 粘板岩

f蒲 基部欠損 基部欠損 両端部欠損

挿図番号 第196図36 第197図37 第197図38

器 種 石棒 不定形石器 不定形石器

法 長さ 12.6cm 11. 8cm 4.3cm 

中高 3.1cm 6.0cm 4.9cm 

さ 2.0cm 2.0cm 1.2cm 

重 130 g 122 g 23 g 

石 質 泥 安山岩 頁

イ蕗 両端部欠損 アスフアルト付着
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第138表遺構外出土遺物観察(5)

挿図番号 第197図39 第197図40 第198図41

器 手重 不定形石器 コ脚石器 扇平打製石器

法 長き 4.6cm 6.9cm 9.8Cl11 

1届 3.2cm 5.9cm 9.7cl11 

き 1 7cm 1.8cm 1.4cm 

重 13 g 59 g 226 g 

石 質 頁 石ιムi iJ'E 岩 砂岩

{蔚 主ミ 7:2'欠担

挿図番号 第198図42 第198図43 第198図44

器 種 蔚平打製石器 砥石 砥石

i去 長さ 10.2cm 8.1Cl11 3.7cm 

11J福 6.8cm 3.8cm 3.2cm 

さ 2.3cm 2.6cm 1.6cm 

重 g 30 g 30 g 

石 砂 泥 j尼岩

'fj寸問川，. 考 bd欠損 砥面 4 砥面 5

挿悶番号 第199図45 第199図46 第199図47

器 手重 砥石 砥石 磨石

法 長さ 5.0cm 2.9cm 4.4cm 

IIJ面 4.1cm 2.7cm 3.8cm 

さ 1.7cm 0.8cm 1.9cm 

41 g 10 g 10 g 

石 質 凝灰岩 凝灰岩 軽石

イ蕗 考 砥面 4 砥面 4

挿図番号 第199図48 第199図的 第199図50

器 稽ー 紡錘車

法 長さ 7.9cm 3.6cm 4.5cm 

i幅 5.8cm 3.1cm 3.1cm 

さ 1.7cm 1.1cm 0.7cm 

73 g 9 g 15 g 

石 凝灰岩 凝灰岩

イ席 片面に×印 約%欠損 り、イ弗日か?
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第139表遺構外出土遺物観察表(6)

挿図番号 第200図51 第200図52 第200図53

器 種 劫長 鉄

法 長き 4.0cm 6.2cm 6.9cm 

中高 1.0cm 1.6c:m 

厚さ 0.4cm 0.2cm 0.4cm 

{藷

挿図番号 第200図54 第200図55 第200図56

器 種 鍔

法 長き 4.9cm 6.5cm 8.4cm 

中高 3.1cm 2.6cm 0.9cm 

妄正司E さ O.lcm 0.5cm 0.6cm 

S B 004付近から出土
イ蒲 考

挿図番号 第200図57

器 種

法l長さ 13.4cm 

!幅 1.3cm 

量 厚き 0.5cm 

イ蕗 考

挿図番 第200図58 第200図59 第200図60

銭貨名 天翠元宝 阜宋i昂雫 寛永通宝

鋳造年代 1023年 1039年 1636年
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6. まとめ

歌内遺跡、は、縄文、平安、中世の遺構、遺物が検出された規模の大きな複合遺跡である。発

掘調査は東北縦貫自動車道建設予定地内の約 10，000rrfであるが、遺構の分布状態と遺跡周辺の

地形から、調査区の東西rnjj{WjIこも広く遺構の存在が予想されるつ

検出された遺構を列挙すると、縄文時代一一一住居跡 1 (S 1 043)、土壌33(S K 010 • 

014・016• 023 ---025 • 030・032 • 033 • 038 • 043 ，.._， 064 • 066)、平安時代一一住

居跡49(S 1 001 ....... 042 • 045 --051 )、土壌 4 C S K 002 • 006 • 023 • 037 )、その他の

遺構 1 C S X 003 )、中世一一一掘立柱建物跡12CSBOOI---012)、柱タIJ5 CSA001-

005)、溝 4 (S D 031 ---034)、時代不明一一住居跡、 3 (S 1 044寸 52• 053)、土墳19

(SK001. 005 009.012.013. 015 ~ 017--020' 027---029' 031.034.036.040 

.. 042 • 065)、溝26(S D 002 ....... 007 • 009 • 011 ....... 028・030)、その他の遺構3(S X 

005 --007・008)であるロ

縄文時代の遺構として、土壌が33基検出されているにもかかわらず、住jd跡は l軒のみであ

る。このことは、調査地点、が住居群の多数存在する地点とは離れた、食料貯蔵等を目的とした

土墳の構築された地点であることによるものであろうと考えられる。調査地点、の約 300m.:lUII 

l乙豊富な湧水地点を伴い、縄文中期の土器が多量に散布する畑地があり、{主肘群の存庄はこの

付近に想定される。土壌の分布にも単独で存在する場合と、幾つかのまとまりが観察される場

合とがある。

平安時代には住居跡、が圧倒的に増加する。住屑跡内からの出土遺物は非常に少ないが、全体的

lこ見ると土師器護が多く、土師器杯、域などの器種、須恵器は極めて少ない口大部分の住肘跡

lζはカマドが付されているが、多くは南壁に構築されている口その他の壁に構築された例は東

壁 2、四壁 1のみで、北壁iζ構築された例には風防施設が設けられている。このことから、この

地点での風向の状況を考慮して、南控l乙構築されたものと考える口カマドは遺存状態の良くな

いものが多いが、袖部、天井部l乙石と粘土を用いて構築している口年代的lこは平安時代の後半

頃と考えられ、この時期になると爆発的な集落の形成が想定される。

中世の掘立柱建物跡、と柱列は、調査区域の北半部lζ検出された。総柱建物跡、は菱形lζ大きく

ゆがんでいる。 SB 009 --012は小範囲lζ密集して重複状態を示す口伴出遺物も極めて少なく

わずかに SB 002・003・007付近から陶器片が出土しているに過ぎない口乙うした建物跡は

歌内遺跡の北西約 700m~と存在する中世の大虫館跡、に関連が考えられよう口

本遺跡では、遺構の内外ともに遺物の出土が極めて少ないという特徴があり、したがって所

属時代の不明な遺構が多いD しかし、伴出遺物が皆無であってもその遺構の類例と比較して時

po 
qo 



代を決定しるものがあるの例えば、フラスコ状ビットやそれに矧する L壊等でτあり、これら

は遺物をfW-i'i. わなくとも、歌内遺跡から出土した縄文 L器のほとんどが縄文時代[+J !V]後、ドの!~

器であることから、ほぼこの時期の遺構と見なされる。しかし、所属時代、時間のイ川!な 1 ・~tll;'I

も数多いっ

跡は平安時代の住民跡と重複する場合、必ず住J，J}跡を切っており、 [11!ltifni Ú~ 柱建物跡と，[1:

?えする場合は溝跡のi壁土上に掘立柱が検出されるj したがって平安時代作Ir1t跡よりは新しく、

中世掘立柱建物跡よりは確実lこ古いと古い得るのであるが、活跡;内からの出 k士器を見ると、

縄文上器、 I:-_@i!i器、中世陶器と各時代の|二器が、水流lこより磨滅した状態で検出されており、

造物からは時代決定ができない 1

SD031-()33は、 SB 009~012 等を巡る形で構築されており、 11 1 刊誌11\(_柱恋物跡に{、I~ う

持とみなされるが、その他の滞は人工の溝か自然、の水流によるものか判断しかねるもωが多いハ

このうち SD012.013は斜面方向とほ lこ南北lこ走っており、ノドzJitによる 1_lJ]んも少なく、

この満は人r.によるものと考えられよう，その他は、仮に当初]は人工的lこ構築されたとしても、

水流により、 lj¥):仕立に1111r!lJをむし砂利、砂鉄が堆積しており、人工によるものか否か決定し難い口

W!j:代不可!のttl日i跡としたものは S1 044・052・053の3軒である σ この住居跡は竪穴では

あるが、住?に配誌とカマドを有しない点に、平安時代住居跡、との相違点が見られる、さらに、

S 1 044は床面lこがを有するが、他の 2[!l干には検出されないことから住出ーであるとは断定でき

ない 3 こうした遺構の鋭校IJは、多くは中世、あるいは平安~中lttの過渡期の時期に考えられ、

その性格としては仮住居、倉庫等が推定されている。掘立柱建物跡、lこ近接する位置に構築され

ていることも考え合わせると、この 3軒の遺構も同様の時期、性格を有する遺構かも知れない】

:欽内遺跡の調査は、その東西に広がる広大な遺跡の中lこ幅50mのトレンチを入れた形lこ過ぎ

ないリ組文時代、平安時代の集落の様相や、中世大虫館跡との関連の解明、さらには縦iZ道予

定地内で調子町された諸遺跡との関連の解明などは、将来の総合的調査研究を待たねばならないけ

本書は諸般のilIIJ約から、最少限のデータの提示にとどめ、その分析は一切行わなかった口

この点も今後の研究課題としたい。
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作業員名簿

浅石清一，浅石林一郎，浅不iJ善太郎，浅利雄造，阿部国松，阿部理ーヲ安保富!鼠安{呆政悦，

小m島直友，金沢春絵有川又!棄彦， JII又与須一，神田良勇，菊地政吉，木村四郎，

木村善男，工藤伊代治，佐藤由j歳，渋谷伸輔，関本芳雄，田中敬二.田中権四郎，田中佐五郎，

津江!ふ奈良一彦，余良正次郎，成出惣太，畠山市助.畠山久三，畠LLJ末治， E主)，UJ精次郎，岳

山雄樹，福本雅:治，古家平一郎，美濃LLj司， 1WIJ沢重和，浅石イソ，浅石キヨ，浅石トキエ，浅

浅石ヒサ，浅石フジエラ浅石ミヨ。浅石ヤス，浅石容子，浅石ヨエ，浅石レイ子，

浅利タマ，阿部キミエ，阿部妙子司阿部テ jレ，阿部由美子，安保亜留子，安保力ヨ，安保ユキ

子，安保ヨシ，石井修子，石井ヨシエ司 Jl二上シズエ，井上トミエ，井上ミヲ.小田島カチ，金

沢ハルエ，金沢良子， )11又千代， JII又ソヨ，神田フジエ，久慈チヤ，斎藤イエー斎藤キヨエ勾

キ，斎藤妙子，斎藤ツマ，佐藤忠j辛子，佐藤末子ヲ佐藤トシ，佐藤フミエ，高橋チ力，

f日中ハlレ，田中ヤエ子。津江和子，津江ミナ，綱木リサ，豊田コヨ，豊田チキヲ中野タエヲ 11:1

野ヨシ子，苗代沢ノブ，苗代沢良子，成田ウメ，成田キヌ，成田クニ，根本キワ，根本シエ，

橋場トシ，岳山サカエ，岳山幸子，畠山スエ，畠山トヨ，藤井恵子，福島ショウ巳占家カツ

古家一子，米田美知子，松岡トキヨ，宮沢カヨ，安村英子，柳沢目立子，柳沢光(， 11fllチ

ヨ子，山本真利子
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